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説

結第
語三
章

日
本
法

吾ι
日間

序
章

連
帯
債
務
の
性
質
論

第
一
目

本
稿
の
問
題
意
識

債
務
者
の
一
人
に
何
ら
か
の
事
由
が
生
ず
る
と
、
相
連
帯
債
務
者
と
債
権
者
間
の
法
律
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
民
法

四
三
三
条
以
下
の
諸
規
定
が
あ
り
、

一
般
の
現
解
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
ら
は
連
帯
債
務
の
性
質
論
に
関
係
し
て
い
る
。

連
帯
債
務
の
性
質
論
に
関
す
る

一
般
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
連
帯
債
務
を
真
正
と
不
真
正
に
わ
け
る
連
帯
二
分
論
に
は
疑
問
が
あ
っ
て
、
不

真
正
連
帯
に
も
求
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
不
真
正
連
帯
に
分
類
さ
れ
る
各
種
の
債
務
は
、
特
定
の
積
極
的
な
性
質
を
も
つ
わ
け

で
は
な
く
、

た
だ
真
正
連
帯
に
関
す
る
規
定
が
当
然
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
共
通
項
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め

に
、
個
々
の
規
定
の
適
用
・
不
適
用
に
つ
い
て
は
、
不
真
正
連
帯
債
務
に
あ
た
る
債
務
を
類
型
化
し
て
、
各
類
型
ご
と
に
考
え
る
と
い
う
解

釈
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

不
真
正
連
帯
に
関
す
る
右
の
理
解
は
正
し
い

。
し
か
し
、
右
の
理
解
が
前
提
と
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
疑
問
を
提
示
し
た
い
。
こ
の
こ
と

を
少
し
説
明
し
て
み
る
。

従
来
の
学
説
は
、
真
正
連
帯
に
分
類
さ
れ
る
各
種
の
債
務
が
何
か
特
定
の
性
質
を
も
ち
、
諸
条
文
の
要
件
・
効
果
は
真
正
連
帯
の
性
質
に

北法47(5・4)1208



着
目
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
考
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
か
ら
こ
そ
、
あ
る
種
の
債
務
が
真
正
連
帯

に
固
有
の
性
質
を
欠
い
て
不
真
正
連
帯
に
分
類
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
民
法
の
適
用
は
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
民
法

の
適
用
・
不
適
用
を
考
え
る
さ
い
に
も
、

そ
の
債
務
の
性
質
に
着
目
す
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
真
正
連
帯
は
何
か
特
定
の
性
質
を
も
つ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
個
々
の
条
文
は
、
債
務
の
性
質
に
着
目
し
て
要
件

・
効

果
を
定
め
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
債
務
消
滅
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
個
々
の
事
由
に
関
す
る
理
解
お
よ

び
多
数
当
事
者
関
係
一
般
に
共
通
す
る
よ
う
な
利
益
調
整
が
法
律
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
う

る
と
す
れ
ば
、
不
真
正
連
帯
に
つ
い
て
規
定
の
適
用
を
排
除
し
う
る
の
は
、

そ
の
債
務
の
性
質
で
は
な
く
、
規
定
自
体
が
不
当
だ
と
い
う
点

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

に
理
由
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
は
真
正
連
帯
な
る
も
の
が
特
定
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
論
一誌
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
真
正
連
帯
が
特

定
の
性
質
を
も
つ
か
」
と
い
う
点
だ
け
が
重
要
な
わ
け
で
な
い
。
た
と
え
、
「
特
定
の
性
質
を
も
っ
」
と
み
る
立
場
を
と
る
と
し
て
も
、
そ

の
立
場
に
と
っ
て
本
稿
が
全
く
無
意
味
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
従
来
の
分
析
視
角
は
専
ら
債
務
の
性
質
論
に
お
か
れ

て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
別
の
視
角
を
と
っ
て
、
個
別
の
債
務
消
滅
事
由
の
性
質
論
か
ら
条
文
を
み
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
て
、

そ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
の
論
証
に
失
敗
す
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
に
債
務
の
性
質
論
か
ら
連
帯
債
務
規
定
を
み

る
視
角
が
正
当
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
も
し
債
務
消
滅
事
自
の
性
質
論
か
ら
の
視
角
が
可
能
だ
と
一
般
に
承
認
さ

さ
ら
に
個
別
具
体
の
局
面
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
筋
道
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ま
い
制
は
ぷ
条
文
を
概
観
す
る
に
と
と
ま
り
、

北法47(5・5)1209

れ
る
な
ら
ば
、

個
別
具
、
体
の
局
面
に
つ
い
て
は
ぷ
検
討
課
題
を
多
く
践
し
て
い
る
)
。



説

以
上
が
本
稿
に
お
け
る
基
本
的
な
主
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
よ
り
具
体
化
し
て
、
従
来
の
連
帯
債
務
論
と
の
関
係
に
お
け
る
本
稿
の
主
張
を

北法47(5・6)1210 

述
べ
て
み
る
。

言命

民
法
が
多
く
の
事
由
に
絶
対
効
を
認
め
る
の
に
対
し
、
従
来
の
議
論
は
、
債
権
担
保
の
観
点
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
制
度
論
と
し
て
強
く

批
判
し
て
い
た
。
債
権
者
に
満
足
を
与
え
る
事
由
や
時
効
中
断
を
容
易
に
さ
せ
る
事
由
を
除
け
ば
、
相
対
効
と
す
る
の
が
債
権
者
の
利
益
に

適
う
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
う
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
観
点
を
変
え
て
、
民
法
の
規
定
に
は

そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
具
体
の
解
釈
論
に
お
い
て
債
権
担
保
の
観
点
を
と
る
こ
と
が
正
し

い
と
し
て
も
、
解
釈
に
さ
い
し
て
、
条
文
は
不
当
だ
と
し
て
一
蹴
す
る
態
度
は
好
ま
し
く
あ
る
ま
い
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
債
権

担
保
以
外
の
観
点
か
ら
|
|
具
体
的
に
は
各
種
債
務
消
滅
事
由
の
性
質
論
と
多
数
当
事
者
の
利
益
調
整
と
い
う
観
点
か
ら
|
諸
規
定
を

考
察
し
た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
個
別
の
局
面
に
お
い
て
稜
々
の
観
点
の
う
ち
ど
れ
が
問
題
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

以
下
で
は
、

日
本
の
学
説
史
を
概
観
し
な
が
ら
こ
の
考
え
方
を
よ
り
具
体
的
に
述
べ
て
み
る
。

第
二
目

連
帯
債
務
の
性
質
論
を
め
ぐ
る
日
本
の
学
説
史

1 

時
期
区
分

日
本
の
学
説
史
は
大
雑
把
に
い
っ
て
二
期
に
わ
け
ら
れ
る
。
戦
前
の
支
配
的
な
学
説
は
、
原
則
と
し
て
不
真
正
連
帯
債
務
に
求
償
関
係
や

負
担
部
分
が
な
い
と
し
て
い
た
が
、
戦
後
に
は
、
不
真
正
連
帯
債
務
に
も
求
償
関
係
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
真
正
連
帯
と

不
真
正
連
帯
を
わ
け
る
理
論
的
基
準
に
関
す
る
諸
見
解
を
、
各
時
期
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
も
っ
と
も
、
具
一体
的
に
個
々
の
債
務
が
真
正
で

あ
る
か
不
真
正
か
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
理
解
が
異
な
る
た
め
に
、
議
論
の
整
理
と
し
て
は
不
正
確
さ
が
残
る
。
し
か
し
、
考
え
方
を



大
掴
み
し
て
、
従
来
の
議
論
が
債
務
の
性
質
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
(
詳
し
い
整
理
に
つ
い
て
は
、
椿
寿
夫

『注
釈
民
法

一
一
巻
』
四
九
|
六
八
頁
参
陥
a

)

。

2 

戦
前

a 

真
正
連
帯
と
不
真
正
連
帯
の
区
別

戦
前
に
は
、
真
正
連
帯
と
不
真
正
連
帯
の
区
別
に
つ
い
て
、

以
下
の
諸
見
解
が
主
張
さ
れ
た
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

① 

連
帯
債
務
は
法
律
行
為
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
連
帯
が
定
め
ら
れ
た
場
合
向
、
共
同
不
法
行
為
者
の
依
務
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
不
真

正
連
帯
は
単
に
債
務
の
全
部
を
履
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
場
合
(
例
、
七

一
五
条
に
よ
る
使
用
者
の
債
務
と
選
任
事
業
の
監
管
者
の
債
務
)
で
あ
る
(
磯

谷
幸
次
郎

『改
訂
債
権
法
論
(
総
論
)
』
三
八
一
頁
、
五
六
回
|
七
頁
)
。

こ
れ
と
同
旨
を
述
べ
た
う
え
で
、
性
質
論
に
つ
き
次
の
よ
う
に
い
う
も
の
が
あ
る
。
真
正
と
不
真
正
の
違
い
は
、
債
務
者
相
互
聞
に
お
け

る
意
思
の
共
通
と
い
う
関
係
ま
た
は
共
同
関
係
の
有
無
に
あ
る
。
真
正
連
帯
に
お
い
て
は
共
同
関
係
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
不
真
正
連
帯
で
は

共
同
関
係
が
な
い
(
横
田
秀
雄
「
多
数
当
事
者
の
債
権
に
つ
い
て
(
四
)
」
日
本
法
政
新
誌
二
O
巻
五
号
八
六
八
七
四
頁
、
「
阿

(
六
)
」
同
八
号
一
四
五
九
1

七
二
頁
、
阿

『債

は
悦
総
論
(
訂
正
二
ニ
版
)
』
五
O
二
l
」ハ頁)。

②
 

的
が
同

一
で
あ
る

に
す
ぎ
な
い

(
嘉
山
幹

真
正
連
帝
に
お
い
て
は
債
務
の
目
的
が
同

一
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
共
通
ま
た
は
共
同
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
不
真
正
連
帯
で
は
目

『改
版
債
権
総
論
』
一二

一一一
l
四
買
、
束
手
彦

『債
権
日
泌
総
論
』

一二一

頁
、
勝
本
正
日
此
寸
，
小
児
正
連
常
債
務
に
就
い
て
」

一七

一
l
一一
頁、

一
八
七
l
八
頁
(
初
出

『東
北
帝
国
大
学
法
文
，r部
十
周
年
記
念
法
竿
論
集
』
)
、
林
信
雄

『依
権
法
総
論
』

『民
法
研
究
2
』

一
七
O

一
頁
。
こ
れ
と
異
な
り
、

単
に
目
的
の
異
同
を
基
携
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
三
浦
信
三
『
債
権
法
提
裂
総
論
下
品
川
』
三
四
九
l
五
二
只
、
れ
義
雄

『川h
A
H

日
本
民
法
論
1
』
五
八
一一
|
三
TH
、
同

点
柿
合
日
本

北法47(5・7)1211 



説

民
法
論
別
巻
第
四
依
権
総
論
』
三
二
O
頁
、
小
本
弘
厳
太
郎

『債
総
総
論
(
新
法
学
金
集
)』

一
一八
l
つ一

O
頁)。

」
れ
に
対
し
て
は

そ
の
意
味

が

明

確

で

な

い

と

の

批

判

が

み

ら

れ

る

(
石
坂
行
凶
郎

『伯
仲
刑
法
大
部

一
五
二
頁
副

一
、
ぶ
川
伸
「
…
小
口
正
連
指
依
務
に

苫ム
fiml 

関
す
る
疑
問」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

一
七
三

六
点

(初
山
市川
政

一
巻
四
号
)。
ま
た
、
市
に
目
的
の
県
川
を
北
川
市
と
す
る
説
に
付
す
る
批
判
に
つ
き
、
末

川
「
疑
問
」
『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
一
一巻
』
一

七
九
l
八
O
頁)。

① 

真
正

・
不
真
正
を
問
わ
ず
目
的
の
共
同
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
真
正
連
帯
に
お
い
て
は
主
観
的
共
同
目
的
が
あ
り
、

し
か
も
目
的
が
共

同
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
主
観
的
関
連
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
不
真
正
連
帯
で
は
客
観
的
共
同
自
的
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
玉
川
「
疑
問
」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

一
八
O
l
二
買
、
鳩
山
禿
夫

『噌
訂
改
版
円
本
民
法
債
権
法
(
総
論
)
』
二
五
三
|
四
頁
、
二
八
七
頁
お
よ
び
註
二
、

一
七
三
l
六
頁
、

田
島
順

『依
体
制
法
』

一五

一
l
三
頁
。
阿
旨
、

石
田
文
次
郎

『債
権
総
論
議
義
(
債
権
総
川
契
約
総
則
)
』

一
五
九
頁
)
。

一
三
六
頁
、

こ
の
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
共
同
目
的
を
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
に

二
分
す
る
基

準

が

明
確
で
な
い

(
勝
本

『民
法
研
究
2
』

一
七
一
丁

三
頁
枝
、
岡
村
玄
治

『全
訂
依
権
法
総
論
』

一
五
七
豆
、

あ

る

い

は

、

主

観

的

共

同

目

的

が

な

く

と

も
真

正

連

帯

が

成
立

し
う
る
と
い
わ
れ
て

い
る

(近
藤
築
士
U
H
柏
木
弾

『註
釈
日
本
民
法
(
債
依
編
総
則
)
中
巻
』
凶

八

九

頁)。

④ 

実
質
的
原
因
の
同
一
性
が
基
準
に
な
る
。
単
に
原
因
と
い
わ
ず
、
実
質
的
原
因
と
い
う
の
は
、
契
約
時
期
を
異
に
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
真
正
連
帯
の
成
立
を
認
め
る
た
め
で
あ
る

(石
坂

『日
本
民
法
第
三
編
依
権
第
三
巻
』
七
九
七
八
頁
、
九

一
四
l
七
頁
、
同

『依
権
法
大
綱
』

一
五

一
貫、

六
八
l
九
頁
。
こ
れ
と
異
な
り
、
単
に
原
凶
の
異
同
を
基
準
に
す
る
も
の
も
あ
る
o

松
波

f
一
郎
H
f
保
亀
松

H
f丸
岡
託
太
郎

『帝
国
民
法
正
解
下
債
権
編
』
二
五一
ニ
l
五
六
頁
、

hd仙
也
欠
生

ノ

t
u
r

『日
本
債
権
法
要
論
』
一一一

一一ー
l

二
頁
(
原
凶
の
ほ
か
に
、
依
位
聞
の
個
数
を
問
題
と
し
、
山
手
(
正
は

一
似
で
あ
る
の
に
対
し
て
一
小
点
正
は
複
数
だ
と
い
う
)
)
。

こ
れ
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
は
、

実

質

的
原
因
の
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
し
、
債
務
発
生
の
要
件
に
関
し
て
実
質
と
形
式
を
わ
け
る
こ

と
に
は
疑
問
が
あ
り
、

む
し
ろ
債

務

自

体

に
着

目
す
べ
き
だ
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る

(f
パ
凹
悦
太
郎

「連
術
的
務
ノ
件
質
」
法
協
三
四
巻

一
号
六
二
一貝
、

末
川
「
疑
問
」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

一
七
じ
l
九
頁
、
れ

『綜
介
日
本
民
法
論
l
』
五
八

一
頁
、
同

『綜
合
日
本
民
法
論
別
巻
第
四
依
怖
総
論
』
二
八
五
頁
、

北法47(5・8)1212



一
一
一
一
八
頁
、
近
藤
H

柏
木

『註
釈
日
本
民
法

(
依
権
編
総
則
)
中
巻
』
六
=
了
四
頁
、
防
山

『梢
訂
改
版
日
本
民
法
似
権
法
(
総
論
)』
二
五
六
|
七
宵
(
註
七
)
。

ま
た
、
単
に

原
因
の
異
同
を
い
う
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
契
約
時
期
を
異

に

す
る
場

合

に
真

正

連

帯

が

発

生

し

な

い
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
う
か
ら

理

論

と

し

て

は

と

り

え

な

い
と
さ

れ
て
い

る
(
同
村

『会
訂
債
権
法
総
論
』

一
六

一

二
頁
、
川

『綜
介
日
本
民
法
論
1
』
五
七
八
頁
、
同

『綜
合
日
本
民
法
論
別
巻

第
四
債
権
総
論
』
二
八
五
頁
、
三
一
八
頁
、
近
藤
H

倒
木

『
註
釈
日
本
民
法

(依
権
編
総
川
)
中
巻
』
凹
八
百
円
、
的
山

『
m訂
改
版
日
本
民
法
債
権
法
(
総
論
)
』
二
五
四
頁
、
遊
佐

康
夫

『民
法
原
理
〔
総
則
・
物
権

・
此刷機
〕』
六
一二
頁
、
六
二
六
頁
)
。

⑤ 

負
担
部
分
の
有
無
が
基
準
と
な
る
「
川
田
・
法
協
三
四
巻

一
号
四
四
五
買
、
五
九
貝
、

u
m新
『似
体
刑
法
新
論
(
的
訂
版
)
』

一二
五
l
七
頁
)
。

こ
れ
に
対
す
る
批
判
に
お

い

て

は

、

負

担

部

分

の

有

無

は

性

質

の

結

果

で

あ

っ

て

、

有

無

自

体

は

決

め

手

に

な

ら

な

い

玉

川

「回世間」

『民

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1 ) 

法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

一
八
O
頁)、

あ
る
い
は
負
担
部
分
は
内
部
関
係
の
問
題
で
あ
っ
て
債
務
の
性
質
論
と
は
無
関
係
で
あ
る
し
、

不
真

正

連

帯

で

も
負

担

部

分

を

も

つ
こ

と

が

あ

る
な
と
と
い
わ
れ
て
い
る

宕
以

『依
締
法
大
制
』一

五
一
l
二
頁
抗
一
、
近
H

腺

H

州
木

『註
釈
日
本
民
法
長

椛
編
総
則
)
中
巻
』
六
四
頁
、
鳩
山

『柄
引
訂
改
版
日
本
民
法
債
権
法

(
総
論
)
』一

一八
六
七
白
川
)
。

⑥ 

戦

前

に

は

連

帯

二

分

論
を

と

ら

な

い

も

の

も

み

ら

れ

る

(同
怯
参
太
郎

『注
釈
民
法
迎
山
下
巻
』

一
一一
O
|
一
貫
、
同
村

『会
訂
債
権
法
総
論
』
一

五
六

-
九
頁
、
中
島
玉
音

『依
権
総
論
』一一一一一
O
l
二
頁
。
ま
た
、
旧
民
訟
の
下
で
も
、
令
市
北
此
仰
を
法
制
化
し
た
こ
と

(依
椛
判
川
怖
い
制
七
三
条
)
に
対
し
て
批
判
が
み
ら
れ
る
。
附
松

「連

間巾
義
務
ト
全
部
義
務
ト
ノ
区
別
」
法
協

二一
巻

一一

号
八
九

一
一只
以
下
、

↑
三
盛
一一
リ
九
三
頁
以
下
、

不
真
正

連

帯

の

効

果

北法47(5・9)1213

b 
真
正
連
帯
に
関
す
る
諸

規

定

を
不
真

正

連

帯

債

務

に
適
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
。

一
体
型

絶

対

効

の

諸

規

定

(史
改
に
関
す
る
四
三
五
条
、
出
同
に
附
す
る
凹
一一一
八

き

は

適

用

さ

れ

な
い

。

そ
の
稗
由
は
、
債

権

者

が

現

実

に

満

足

を

受
け
な
い
こ
と

(末
川
「
併
存
的
債
務
引
受
」

『民
訟
に
於
け
る
ね
殊
問
題
の
研
究
第
三
谷
』

二
九
七
l
八
灯
(
初
山
、
諭
法
問
巻
五
口勺)
)
、

あ
る
い
は
、
単

に

相

対

効



5見

が

原

別

で

あ

る

こ

と

に

求

め

ら

れ

た

(磯
谷

『改
訂
依
権
法
論

(
総
論
)
』
五
六
六
頁
、
れ

『綜
九
日日
本
民
法
論
4
』
四
六
九
頁
、
附

『綜
九
日
日
本
民
法
論
別
巻
第
四
依
締

北法47(5・10)1214

総
論
』
三
二
O
頁
、
鳩
山
『
増
訂
改
版
日
本
民
法
依
機
法
(
総
論
)
』
二
八
八
頁
。
同
旨
、

三
四
削
『
結
権
法
相
抗
民
総
論
下
冊
』
三
四
九
ー
五

一
頁
。
も
っ
と
も
、
更
改
に
つ
い
て
理
論

き~
p問

的
に
い
え
ば
真
正
・
不
真
正
を
問
わ
ず
相
対
効
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
四
三
五
条
は
主
改
を
弁
済
と
同
列
に
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

-
T
内
ハ
正
連
結
の
場
合
に
も

一
体
型
絶
対
効

を
生
ず
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
石
坂

『
日
本
民
法
第
三
編
債
権
第
三
巻
』
八
三
一
O
|
四
頁
、
九

一
八
百
(
、
同

『依
権
法
大
綱
』
一

五
六
頁
、

二
ハ
九
|
七
O
頁
、
近
藤
H
柏
木

『註

釈
日
本
民
法
(
債
権
編
総
則
)
中
主

主
ハ
l
七
頁
)
。
そ
の
一
方
で
、
債
権
者
へ
満
足
を
与
え
る
事
由

(弁
済
・
代
物
弁
済
・
供
託
・
既
妓
用
相
品
目
ど
に
つ
い
て

は

一

体

型

絶

対

効

が

認

め

ら

れ

た

。

そ

の

理

由

と

し

て

多

く

み

ら

れ

た

の

は

、

満

足

に

よ

る

目

的

到

達

が

成

立

す

る

か

ら

だ

と

い

う

点

で

あ

っ
た
(
嘉
山

『改
版
債
権
総
論
』
一
三
三
頁
、
磯
谷
『
改
訂
依
権
法
論
(
総
論
)
』
五
六
六
賀
、
勝
本

『民
法
研
究
2
』

一
七
六
百
(
、
本
川
「
併
存
的
債
務
引
受
」
『
民
法
に
於
け
る

特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』
一
五
六
ー
七
頁、

同

「
疑
問
」
同
容
一
八
三
頁
、
れ

『綜
介
日
本
民
法
論
4
』
凶
六
九
頁
、
同

『綜
A
H
日
本
民
法
論
別
巻
第
四
債
線
総
論
』
三
二
O
頁
、

石
坂

『日
本
民
法
第
三
編
依
権
第
三
巻
』
九
一
八
頁
、

例

『依
権
法
大
綱
』一

五
二
貝
、
石
田

『債
権
総
命
講
義
』

一
五
八
l
九
買
、
田
島

『債
権
法
』

一
五
三
買
、
近
藤
H
柚
木
『
註

釈
日
本
民
法
(
依
権
編
総
則
)
中
巻
』
六
六
頁
、
脇
山

『的
訂
改
版
日
本
民
法
似
権
法

(
総
論
)
』
二
八
八
頁
)。

た

だ

し

、

政

策

的

見

地

か

ら

相

債

務

者

に

解

放

を

(l
)
 

目

的

到

達

の

原

理

が

働

か

な

い

と

い

う

も

の

が

あ

る

(ぶ
川
「
疑
問
」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

も
た
ら
す
べ
き
で
な
い
場
合
に
は
、

一
八
三
八
頁
、
勝
本

『
民
法
研
究
2
』

一
七
七
ー
八

一
一良
。
結
果
同
旨
、

お
山
『
改
版
債
権
総
論
』
三
二
二
ー
1
四
頁
、
川
川

『川
町
仲
介
日
本
民
法
論
別
巻
第
四
債
権
総
論
』
三
二
O
l

一
頁
、
近
藤
H
柿
木

『註
釈
日
本
民
法
(
債
権
編
総
則
)
中
巻
』
六
七
頁}。

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
規
定
も
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
(
米
媛
府
相
殺

・
債
務
免
除
・
時
効
)
。
そ
の
理
由
を
負
担
部
分
の
欠
如
に
求
め
る
も
の

が

み

ら

れ

る

(勝
本

『民
法
研
究
2
』
一

七
三
頁
、
石
坂

『
日
本
民
法
第
三
編
依
惟
第
三
巻
』
九

一
九

E
。

ま

た

、

未

援

用

相

殺

に

つ

い

て

は

、

反

対

債

権

を

も

た

な

い

債

務

者

が

相

殺

を

援

用

す

る

に

は

明

文

を

要

す

る

し

、

実

質

的

に

も

援

用

を

認

め

る

べ

き

で

な

い

と

い

う

も

の

も

あ

る

玉

川

「

併

存
的
債
務
引
受
」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

一
四

一

七
頁
、

一五
七
買
o

ま
た
、
石
坂

司
日
本
民
法
第
三
編
債
権
第
三
巻
』
九

一
八
頁
も
同
旨
か
)
。
さ
ら
に
、

免
除
・
時
効
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
が
満
足
を
受
け
な
い
の
だ
か
ら
、

四

三

七

条

二

項

・

四

三

九

条

と

同

じ

に

解

す

る

べ

き

で

な

い

と

い

う



も
の
が
み
ら
れ
る
(
末
川
・
前
掲

一
五
八
頁
、

一
六一
一一
頁

(請
求
に
つ
い
て
も
相
対
効
と
い
う
。一

四
一
l
七
頁
、

一
六
三
頁))。

も

っ

と

も

戦

前

で

も

、

不

真

正

連

帯

債

務

に

求

償

関

係

を

生

ず

る

場

合

が

あ

る

と

し

た

う

え

で

、

そ

の

場

合

に

は

負

担

部

分

型

絶

対

効

の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
(
勝
本

『民
法
研
究
2
』
一

七
三
回
頁
、
一
八

一
一
一
頁
。
ま
た
、
賠
償
者
代
位
に
よ
る
求
償
に
着
目
す
る
も
の
と
し
て
、

石
坂

『
日
本
民
法
第
三
編
債
権
第
三
巻
』
九

一
九
頁
、
近
藤
H
柏
木
『
註
釈
日
本
民
法

(依
権
編
総
則
)
中
巻
』
六
七
1
八
頁
)。

3 

戦
後

戦

後

に

な

る

と

、

区

別

の

基

準

を

主

観

的

共

同

目

的

の

有

無

に

求

め

る

説

(戦
前
に
お
け
る
③
品

が

通

説

と

な

っ

た

(我
妻
栄

『新
訂
債
権
総
論
』

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

四
O
一
|
四
頁
、
四

一
O
l
一
頁
、
四
四
四
六
頁
、
石
本
雅
男

『依
出
刑
法
総
論
』
二
八
九
頁)。

し

か

し

、

真

正

連

帯

の

性

質

を

相

互

保

証

と

し

て

捉

え

る

説

も

有

力

で

あ

る

(山
中
政
雄
「
連
結
債
務
の
本
質
」『
私
法
学
の
持
問
題

(石
田
文
次
郎
還
暦

記
念
)

1
』
三
七
六
頁
、
三
八
五
九

O
頁
、
問
「
い
わ
ゆ
る
連
帯
と
い
う
こ
と
の
窓
義
」
民
商
三
三
巻
三
号
三
四

五
買
、
津
山
政
E

ノ~，必

『債
権
総
論
上
巻
』

一
九
三
四
頁
、

二
O
八
l
九
頁
、
石
本
雅
男

『債
権
法
総
論
』
二
八
九
賀
、
於
保
不
二
雌

『山刷
協
総
論
〔
新
版
)』

A=二
一一l
m
rn
、
以
上
川
雄

「述
伯
作
川
務
の
本
氏
と
免
除
」
法
セ
ミ
二
O
O
号

一

O
三
頁
、
問

『現
代
共
同
不
法
行
為
の
研
究
』
三一一一
九

|
五
七
買
、
凶
O
三

二
ニ
賀
、
淡
路
側
久

『連
仙
依
務
の
研
究
』
一
一
色
八

六
二
頁
、
同
「
連
引
債
務
の

一
体
性
と
相
互

保
証
性
」
民
法
の
争
点
目
五
五
頁
、
成
田
怖
「
連
帯
債
務
と
そ
の
免
除
」
東
北
学
院
大
ハ
ソ
論
集
三
O
号
三
七
頁
、
同
「
連
市
債
務
に
お
け
る
免
除
と
求
償
権
拡
長
規
定
の
関
係
」
東

北
学
院
大
学
論
集
三
三
号
一
一
一
一
良
以
下
、
同
「
中
山
玉
よH
-

述
祁
債
務
諭
の

内
却
価
」
東
北
小
院
大
小
論
集
三
六
円万
八

一
ーl
二一
只
、
同

「連
結
債
務
論
へ
の

一
悦
角
」
東
北
学
院

大
学
論
集
四

一
号
二
ニ
頁
。
戦
前
に
お

い
て
こ
れ
と
阿
枚
の
発
惣
を
示
す
も
の

が
あ
る
。
巾い叫
玉
市

「連
初
山
間
続
ノ
刊
釘
ヲ
命
ス
」
志
林

一一一一
巻
八
H

九
回万
一
一一一
ーl
六
頁

{
中
山

『絞

民
法
論
文
集
』

一
八
八
頁
以
下
に
再
録
)
、
同

J
H
ヒ
連
ね
債
務
/
判
質
ヲ
命
シ
テ
石
坂
向
上
ニ
芥
7
」
京
法
六
巻

一一

号
二

四
頁
、
同

『依
権
総
論
』
二
二
九
l
三
O
頁
)
。
も

っ

と

も

、

相

互

「

保

証
L

と

い

う

こ

と

の

意

味

は

法

典

上

の

保

証

そ

の

も

の

で

は

な

い

と

理

解

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

相

互

保

証

説

の

論

者

に

よ

れ

ば

、

相

互

「

保

証

」

に

は

附

従

性

が

な

い

な

ど

、

連

帯

債

務

は

相

互

保

証

と

い

う

実

質

を

「

あ

る

程

度

形

式

の

犠

北法47(5・11)1215 



説

牲
に
お
い
て
自
己
貫
徹
さ
せ
た
も
の
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

(山
中
雌
雄
「
連
刊
依
放
の
本
質
」

『伝
法
や
の
諸
問
題

一石
田
文
次
郎
還
暦
記
念
)
l
』
三
八
七
l

北法47(5・12)1216

八
頁
)
。

ま
た
、
相
互
保
証
説
を
と
れ
ば
全
て
を
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
批
判
も
み
ら
れ
る

(
絡
ガ
犬

『
出
釈
民
法

二

巻
』
六
一一
頁
、
林
良

E命

平
ほ
か

『債
権
総
論
改
訂
版
』
三
六
五
l
七
頁
、

平
川
{n雌
『似
体
制
総
論
第
二
版
』
三
三

O
H、
奥
田
H
U
v
心
『依
線
総
論

〔
mM削版
〕』
三
四
八
貰
。
こ
れ
に
川
付
す
る
相
克
保
証
説
か

ら
の
反
論
に
つ
き
、
浜
上
則
雄

『現
代
共
同
不
法
行
為
の
研
比
九
』
三
三
九
|
五
七
頁
参
附e
)

。

そ
の
一
方
で
、
不
真
正
連
帯
に
つ
い
て
は
次
の
理
解
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
真
正
連
帯
に
も
求
償
関
係
が
常
に
あ
る

(棒「
連

帯
債
務
論
序
説
」

『民
法
研
究
l
』
五
二
丁
四
頁
(
初
出
、
論
叢
六
二
巻
五
号
)
、
同
「
連
帯
債
務
論
の
問
題
点
L

同
七

一
l
九
貫
(
初
出
、
民
商
=
一四巻
三
号
)
、
問

「
不
真
正
連
帯

債
務
の
観
念
」
同
九
六
|
九
頁
(
初
出
、
私
法

一四
号))。

ま
た
、
不
真
正
連
帯
の
概
念
は
積
極
的
な
意
味
内
容
を
も
っ
統
一

的
な
も
の
で
は
な
く
、
真

正
連
帯
で
は
な
い
と
い
う
消
極
的
な
共
通
点
を
も
つ

に
す
ぎ
な
い

。

こ
の
た
め
に
、

真
正
連
帯
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、

そ
の
類
推
の
可

否
を
考
え
る
さ
い
に
は
、
不
真
正
連
帯
を
単
位
と
す
る
の
で
は
な
く
、
個
別
の
債
務
類
型
こ
と
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る

(淡
路

『連
結
債
務
の
研

究
』
二
三
四
|
五
頁
。
具
体
的
な
解
釈
論
に
つ
き
、

同
告
二
凶
七
頁
以
下
参
照
)
。

4 

従
来
の
学
説
に
対
す
る
疑
問
と
本
稿
の
分
析
視
角

今
日
ま
で
の
議
論
の
結
果
と
し
て
、
不
真
正
連
帯
に
も
常
に
求
償
関
係
が
あ
り
、

ま
た
不
真
正
連
帯
概
念
は
積
極
的
な
意
味
内
容
を
も
た

な
い
と
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
平
川

『債
権
総
論
第
二
版
』
三
二
九

三一

頁、

二一一
一一四
七
百
(
、
奥
田

『債
権
総
論
〔
増
補
版
〕
』
三
七
一
l
六
豆
。

こ
の
二
点

に
お
い
て
従
来
の
議
論
は
正
し
い
と
考
え
る
。

し
か
し
さ
ら
に
進
ん
で
、

真
正
連
帯
に
関
す
る
民
法
の
諸
規
定
は
債
務
の
性
質
論
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
の
理
解
に
し
た

が
え
ば
、

一
体
型
絶
対
効
な
り
負
担
部
分
型
絶
対
効
な
り
が
生
ず
る
の
は
主
観
的
共
同
関
係
ま
た
は
相
互
保
証
の
関
係
が
あ
る
か
ら
だ
と
い

ぅ
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
不
真
正
連
帯
に
あ
た
る
債
務
に
つ
い
て
類
推
の
有
無
を
考
え
る
さ
い
に
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
主
観
的
共
同
関



係
ま
た
は
相
互
保
証
の
関
係
の
有
無
ま
た
は
程
度
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
疑
問
で
あ
る
。
連
帯
債
務
に
関
す
る
諸
規

定
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
部
に
つ
い
て
は
、
絶
対
効
の
根
拠
は
債
務
の
性
質
論
以
外
の
点
(
免
除
や
相
殺
と
い
っ
た
各
事
由
の
性
質
に
閲
す
る
理
解
ゃ
、

求
償
関
係
の
保
護
)
に
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
点
に
つ
き
従
来
の
議
論
で
は
、
真
正
連
帯
と
不
真
正
連
帯
を
性
質
の
点
で
対
置
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
不
真
正
連
帯
が
積
極
的
な

意
味
内
容
を
も
た
な
い
概
念
だ
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
今
日
の
理
解
を
築
い
た
業
績
の
一
つ
で

あ
る
淡
路
論
文
に
お
い
て
は

ロ
オ
マ
や
フ
ラ
ン
ス
の
連
帯
債
務
論
を
分
析
す
る
に
さ
い
し
て
、

そ
の
議
論
が
想
定
す
る
典
型
例
を
探
求
し

て
、
そ
の
典
型
例
を
団
体
関
係
の
強
弱
に
よ
っ
て
把
握
す
る
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
た
(
淡
路

『連
帯
依
務
の
研
究
』
九
l

二

頁、

主

了
六
頁
、
八
二

一九世紀フランスj去における連帯債務と保証(1)

頁

一
五
九
六
一
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
、
団
体
関
係
の
強
弱
か
ら
分
析
す
る
手
法
も
十
分
に
説
得
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
は
、

次
の
理
由
か
ら
こ
の
手
法
を
と
ら
な
い
。

各
規
定
に
関
す
る
説
明
を
み
る
と
、
債
務
者
相
互
間
の
緊
密
な
関
係

(強
い
同
休
関
係
)
が
規
定
の
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
殆
ど
な

い

(請
求
に
つ
い
て
は
、
緊
密
な
関
係
に
着
目
し
た
説
明
が
あ
る
。
岡
松
参
太
郎

『註
釈
民
法
迎
山
下
巻
』
一三
八
百
(
、
横
田
秀
雄

『債
権
総
論
訂
正
第
二
ニ
版
』
五
一
九
l
二
O
頁
、

津
由
蔵
之
丞

『債
権
総
論
上
巻
』

一
九
八
|
九
頁
)
。
特
に
債
務
消
滅
事
由
に
関
す
る
諸
規
定

(四
三
五
条
J

四
三
九
条
)
に
つ
い
て
は
、
該
事
由
の
性
質
や

求
償
関
係
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
点
が
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
る
(
詳
し
く
は
第
三
阜
で
利
介
す
る
)
O

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
団
体
関
係
の
強
弱
と
い
う

分
析
視
角
を
す
べ
て
の
事
由
に
つ
い
て
当
て
山
飲
め
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
を
生
ず
る
。

(
3
)
 

と
こ
ろ
で
、
民
法
の
起
草
に
さ
い
し
て
は
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
が
参
照
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

た
し
か
に
連
帯
債
務
の
性
質
論
が

議
論
さ
れ
て
、
不
完
全
連
帯
ま
た
は
全
部
義
務
と
の
二
分
論
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、
債
務
消
滅
事
由
に
関
し

て
は
連
帯
債
務
の
性
質
論
は
必
ず
し
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
系
譜
的
に
は
、
諸
規

定
の
う
ち
債
務
消
滅
事
由
に
関
す
る
も
の
は
連
帯
債
務
の
性
質
論
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
絶
対
効
を
定
め
る

~I: t去47(5 ・ 13)1217



5見

諸
規
定
は
各
事
由
の
性
質
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
特
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
定
め
る
事
由
に
つ
い
て
は
求
償
関
係
を
保
護

自命

す
る
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
(
こ
の
占
ー
の
発
想
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
利
保
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
立
法
論
と
し
て
邪
道

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
梼
「
序
説
」

『民
法
研
究
l』
五
四
買
、
格
「
問
題
点
」
同
山
首
六
七
l
八
頁
)
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
民
法
典
の
理
解
と
し
て
正
し
く
、
諸
規
定
が
債
務
の
性
質
論
と
は
無
関
係
だ
と
す
れ
ば
、
諸
規
定
を
不
真
正
連
帯

に
も
類
推
す
べ
し
と
結
論
ε

つ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
結
論
が
具
体
的
な
妥
当
性
を
欠
く
な
ら
ば
、
類
推
を
否
定
す
る
解
釈

を
工
夫
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
は
そ
の
債
務
が
真
正
連
帯
の
性
質
を
も
た
な
い
か
ら
で
は
な
い

。

む
し
ろ
、
規
定
自
体
が
妥

当
性
を
欠
く
と
考
え
て
、
例
外
規
定
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
不
真
正
連
帯
に
当
た
る
債
務

に
つ
い
て
は
、

そ
の
類
型
を
問
わ
ず
連
帯
債
務
規
定
の
類
推
を
排
除
で
き
る

こ
と
に
な

ろ
う
。

5 

問

題

の

外

延

負

担

部

分

型

絶

対

効

事

由
に
つ
い
て

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
議
論
で

も
、
債
務
消
滅
事
由
に
関
す
る
諸
規
定
に
つ
い
て
は
、
該
事
由

の

性
質
や
求
償
関
係
へ
の
配
慮
と

い
っ
た
点
が
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の

一
方
で
、
理
論
的
な
検
討
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
の
は
債
権
担
保

(
債
権
強
型

の
観
点
で
あ
る

(山

中
康
雄
「
本
質
」

『私
法
学
の
認
附
題
I
』
三
九
O
頁
。
ま
た
、
権
舟
上
人
「
附
随
占
…
」

『民
法
研
究
I
』
六
七
l
八
頁
は
、
「
内
部
関
係
に
す
ぎ
な
い
災
似
部
分
を
も
っ
て
対
外
関
係
を

も
広
汎
に
律
せ
し
め
る
法
制
は
、
た
と
え
債
務
者
の
決
済
の
使
宜
が
理
由
と
し
て
一
己
わ
れ
て
い
て
も
、
利
一
保
制
度
の
理
論
と
し
て
は
邪
道
」
だ
と
い
う
。
極
端
に
い
え
ば
、
こ
の
観

点
だ
け
を
考
慮
す
べ
し
と
い
う
主
渡
で
あ
る
か
に
も
読
め
る
)
。

不
真

正
連
帯
債
務
の
場
合
に
お
い
て
、

債

権

者
に
満
足
を
与

え
な
い

事
由
は
原
則
と
し

(
5
)
 

て
相
対
効
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
主
張
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

満
足
効
な
き
事
由
に
つ
い
て
絶
対
効
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
に
と
っ
て
連
帯
債
務
の
実
益
が
少
な
く
な
る
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
債
権
強
効

と
い
う
観
点
自
体
は
尊
重
す
べ

き
も
の
で
あ

っ
て
、

本
稿
も
こ
の
観
点
を
無
視
せ
よ
と
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い

。
問
題
に
し
た
い
の
は
、
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、
、

、

債
権
強
効
の
観
点
を
重
視
す
べ
し
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
強
効
と
い
う
観
点
の
対
援
に
は
求
償
関
係
へ
の
考
慮
と
い

う
観
点
が
あ
り
、
双
方
と
も
重
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
い
う
と
、
債
務
消
滅
事
由
が
生
じ
て
、
相
連
帯
債

務
者
の
利
益
と
債
権
者
の
利
益
が
対
立
し
て
い
る
局
面
で
は
、
相
互
の
利
益
調
整
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
前
述
の

よ
う
に
、
利
益
調
整
と
い
う
考
え
自
体
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
規
定
の
説
明
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
議
論
は
民
法

の
利
益
調
整
を
批
判
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
と
い
え
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
弁
済
者
代
位
に
関
し
て
、
法
定
代
位
権
者
に
は
担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
が
認
め
ら
れ
、
求
償
期
待
が
保
護
さ
れ
て
い

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

る
(
五
O
四
条
)
。
免
除
や
時
効
に
つ
い
て
負
担
部
分
型
絶
対
効
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
五

O
四
条
の
考
え
方
を
適
用
し
た
も
の
に
す
ぎ

(
6
)
 

な
い
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
も
し
連
帯
債
務
に
つ
い
て
債
権
強
効
の
観
点
だ
け
を
強
調
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
し
て
も
、
五

O
四
条
が
あ

る
た
め
に
そ
の
強
調
は
無
意
味
で
あ
る
(
於
保

『債
権
総
論
〔
新
版
〕
』
二
八
六
|
七
頁
註
三
参
照
)
。

も
し
連
帯
債
務
に
つ
き
債
権
強
効
の
観
点
だ
け
を

強
調
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
担
保
全
般
に
わ
た
っ
て
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
連
帯
債
務
を

考
え
る
さ
い
の
観
点
如
何
は
、
担
保
法
全
般
に
関
係
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
玉
O
四
条
の
系
諸
研
究
・
比
較
法
研
宛
と
し
て
す
で
に
、
凶
村
信
雄

『継
続
的

保
証
の
研
究
』
一
一
一一一
|
五
O
頁
、
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説
(二)」

法
雑
二
O
巻
二
号
二
二
一
|
四
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
共
同
保
証
人
の
一
人
に
対
す
る
免
除
の
効
)
 

果
に
関
し
て
、
本
稿
と
同
じ
く
担
保
保
存
義
務
逃
反
抗
弁
の
観
点
か
ら
英
米
法
、
ロ
オ
7

法
、
ド
イ
ツ
法
を
仲
間
討
す
る
も
の
と
し
て
、
辻
昨
明
「
共
同
保
証
と
免
除
効
果
H
、
二
完」

法
雑
一
一
一
一
巻
一
号
二
八
九
頁
以
下
、

二
号
四
九
七
頁
以
下
、
同
「
ロ
!
?
法
に
お
け
る
共
同
保
証
と
免
除
効
果
」
法
械
三

一
巻
三
H

白
号
六
三
八
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け

る
共
阿
保
証
と
免
除
効
果
H
」
法
維
三
二
巻
二
号
二
三
五
頁
以
下
が
あ
る
)
。

第

目

具
体
的
な
検
討
方
法
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2見

本
稿
で
は
、
主
と
し
て

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
対
象
と
す
る
。
系
譜
研
究
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、

ド
イ
ツ
普
通
法
と
な
ら
ん
で
最

も
影
響
を
受
け
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
普
通
法
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
た
い

。
先
に
フ
ラ
ン
ス
法
を
選
ん
だ
理
由
は
、

三子ι
長岡

従
来
の
議
論
が
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
前
に
、
法
典
編
纂
前
に
お
け
る
ポ
チ
エ
の
見
解
を
検
討
す
る
。
民
法
典
お
よ
び

一
九
世
紀
の
議
論
に
大

(7
)
 

き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ポ
チ
エ
お
よ
び

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
の
研
究
は

、
す
で
に
労
作
が
み
ら
れ
る

(紘
聞
が
犬

「連
祈
債
務
論
序
説
」

『民
法
研
究
I
』
四
七
|
五
一一一

頁
、
淡
路
剛
久

『連
帯
債
務
の
研
究
』
六
九
l

一
四
O
頁
、
一
六
七
l
一
一一一
七
頁
、
浜
上
則
雄
「
連
情
債
務
の
本
質
と
免
除
」け
仏
セ
ミ
二
O
O
号
一
O
三
頁
、
同

『現
代
共
同
不
法

行
為
の
研
究
』
一一一
一一一九
l
五
七
頁
、
四

o=了
一一一一至。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
業
績
を
基
に
し
て
、
改
め
て
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
。
屋
上
屋
を
重

ね
る
こ
と
に
も
な
る
が
、

あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
連
帯
債
務
と
保
証
を
対
比
し
つ
つ
、
特
に
そ
の
理
由
づ
け
に
拘
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
行
業

績
と
は
別
の
観
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
保
証
と
の
対
比
を
行
う
理
由
は
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
に
お
け
る
相
互
保
証
理
論
の
正
当
性

を
検
証
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い

。

ロ
オ
マ
法
に
お
い
て
連
帯
債
務
と
保
証
が
未
分
離
で
あ
っ
た
情
況
か
ら
、

二
つ
が
分
離
し

た
過
程
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
、

ま
た
、

そ
も
そ
も
連
帯
債
務
の
議
論
を
み
る
だ
け
で
は
議
論
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
政
策
的
見
地
か
ら
相
債
務
者
が
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
場
合
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
不
法
行
為
者
の
損
害
賠
償
債
務
と
契
約
上

の
損
害
賠
償
債
務
と
が
不
真
正
連
帯
の
関
係
に
立
つ
場
合
で
あ
る
。
契
約
上
の
債
務
を
負
う
者
が
弁
済
し
て
も
、
不
法
行
為
者
は
解
放
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
不
法
行
為
債
務
が
残
る
か
ら
、
四
二
二
条
に
よ
り
弁
済
者
は
債
権
者
に
賠
償
者
代
位
す
る
と
い
う
。
ま
た
、

そ
の
さ
い
に
は
損
害
保
険
に
つ
い
て
は
、
賠
償
者
代
位
の
適
用
例
と
し
て
保
険
代
位

(刻
商
法
六
六
二
条
H
残
存
物
代
位
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
す
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

る
(
末
川
博
「
不
真
正
連
常
債
務
に
関
す
る
妓
問
」

『民
法
に
於
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
第
二
巻
』

究
2
』一

七
七
|
八

一
頁)。

(
2
)
山
中
説
の
論
旨
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
帯
債
務
は
不
可
分
債
務
と
効
果
を
同
じ
く
す
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
済

・
供
託

・
代
物
弁
済

・
相
殺
・
受
領
遅
滞
に
つ
い
て
は
一
体
型
絶
対

効
を
生
ず
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
ま
た
、
他
の
事
由
に
つ
い
て
は
相
対
効
と
す
べ
き
だ
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
(
山
中
康
雄
「
辿
祁
債
務
の
本
質
」

『私
法
学
の
諸
問
題
I

(
石
田
文
次
郎
泣
腐
)
』
三
九
O
賀
、
阿
「
い
わ
ゆ
る
連
情
と
い
う
こ
と
の
怠
義
」
民
間
三
三
巻
三
号
三
三
九
頁)。

も
っ
と
も
、
両
者
が
全
く
同
じ
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
真
正
連
常
の
場
合
に
は
、
債
務
者
相
互
間
に
主
観
的
共
同
関
係
が
存
在
す
る
と

い
う
点
に
特
徴
を
も
っ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
可
分
債
務
の
場
合
に
お
い
て
真
正
連
帯
と
同
機
の
主
観
的
共
同
関
係
が
あ
る
の
は
意
思
に
よ
る

不
可
分
の
場
合
に
限
ら
れ
る
(
民
間
三
三
八
頁
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
意
思
に
よ
る
不
可
分
債
務
と
れ
正
連
帯
と
は
本
伎
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
o

『
広
法
学
の
諸
問
題
l
』

三
九
三
頁
、
民
商
=
一四

一頁
)。

そ
し
て
、
主
観
的
共
同
関
係
の
中
身
は
相
互
保
証
に
あ
る
。
連
帯
債
務
や
不
可
分
債
務
に
お
い
て
は
弁
済
等
の
他
に
つ
い
て
は
相
対
効
と
な

る
の
だ
が
、
真
正
連
帯
や
意
思
に
よ
る
不
可
分
の
場
合
に
は
、
相
互
保
証
の
効
力
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
対
効
事
由
の

一
部
が
絶
対
効
を

生
ず
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
所
説
に
動
M
M
が
み
ら
れ
る
。
旧
必
で
は
、

H
ハ
川
の
免
責
を
作
る
と
い
う
共
同
事
業
を
J
H

向
す
る
関
係
が
依
務

者
相
互
間
に
あ
る
場
合
を
宍
正
連
川
市
と
し
て
、
こ
の
関
係
を
主
倒
的
叫
ん
同
関
係
の
巾
身
と
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
任
代
型
に
頒
似
す
る
附
係
を
念
引
に
お
い
て

い
た
の
で
あ
る
。
山
中
成
雄

『依
椛
総
論
』
一

六
九
l
七
一
二
円円、

一
七
五
l
六
頁
。
ま
た
、
制
可
代
州
の
関
係
と
州
可
保
証
の
聞
係
を
悦
ぜ
ん
け
わ
せ
た
説
明
も
み
ら
れ
る
。

『私
法
学
の
諸
問
題
]
』
三
七
八
|
八
O
頁、

三
八
六
買
、

三
九
O
頁
、
三
九

m
l
五
頁
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
改
泌
さ
れ
て
い

る
。
民
尚
三一
四
O

一
豆
。
具
体
的
に
は

保
証
の
場
合
に
お
い
て
、
弁
済

・
供
託

・
代
物
弁
済

・
相
殺

・
受
領
遅
滞

・
更
改
以
外
の
事
的

(免
除
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
)
に
つ
い

て
は
、
主
債
務
者
に
そ
れ
が
生
ず
れ
ば
保
一
証
人
に
効
力
が
及
ぶ
け
れ
と
も
、
保
証
人
に
生
じ
て
も
主
債
務
者
に
は
効
力
が
及
ば
な
い
。
こ
れ
と

同
様
に
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
事
由
が

一
人
に
生
ず
れ
ば
、
相
債
務
者
に
は
負
担
部
分
引
絶
対
効
を
生
ず
る
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
は
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
請
求
に

つ
い
て
は
悉
無
律
が
働
く
た
め
に

一
体
型
絶
対
効
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
未
援
用
相

殺
に
つ
い
て
は
、
主
債
務
者
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
こ
と
か
ら
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
負
担
部
分
の
限
度
で
抗

弁
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
れ
ば
、
混
同
の

一
体
地
絶
対
効
を
説
明
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
規
定
自
体
が
立
法
論
と
し

て
不
当
な
の
で
あ
っ
て
、
本
来
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る

(民
間
三
山

一
一
二
E
。
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一
八
四
l
八
頁
、
勝
本
正
晃
「
不
同
一
一
正
連
指
債
務
に
就
い
て
」
『
民
法
研



自党

こ
れ
に
対
し
て
、
不
真
正
連
帯
に
関
し
て
は
、
不
真
正
連
帯
と
さ
れ
て
い
る
債
務
の

一
部
が
不
可
分
債
務
と
同
じ
に
な
る
(
民
潟
三
四
六
七
頁
。

議
論
の
進
め
方
か
ら
す
れ
ば
、
不
真
正
連
帯
に
お
い
て
は
主
観
的
共
同
関
係
が
な
い
か
ら
常
に
不
叶
分
債
務
と
同
じ
に
な
る
と
い
う
結
論
が
山
山
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
論
旨
を
誤
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
)
。

こ
れ
ら
の
叙
述
の
な
か
で
は
、
相
互
保
証
と
い
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
民
法
上
の
保
証
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
民
前
三
四
三

四
頁
、

『私
法
学
の
諸
問
題
l
』
二
一
八
五
頁
、
三
八
七
l
八
頁
)
。

こ
れ
ら
山
中
説
の
論
旨
の
う
ち
、
相
互
保
証
説
が
克
服
す
べ
き
は
、
こ
の
最
後
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
相
互
保

証
と
い
う
と
き
の
保
証
の
中
身
が
、
経
済
的
な
実
質
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
法
律
上
の
保
証
を
指
す
の
か
、
ま
た
法
律
上
の

保
証
を
指
す
と
し
て
保
証
が
も
っ
性
質
の
う
ち
と
の
点
に
着
目
し
て
保
証
に
類
似
す
る
と
い
う
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
解
明
さ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
連
帯
債
務
と
保
証
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
占
…
の
解
明
を
も
目
指
し
た
い
。

(
3
)
フ
ラ
ン
ス
法
が
参
照
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
法
が
参
照
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
連
帯
債
務
に
関
し
て
は
、

特
に
ド
イ
ツ
法
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
法
の
検
討
に
ま
で
は
及
び
え
な
い

。
将
来
の
課
題
と
し
て
お
く
。

(
4
)
格
教
授
の
諸
業
績
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
知
り
え
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
対
外
的
効
力
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
内
部
関
係
と
の
関
連
で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
方
向
を
定
め
得
る

(「
連
滞
債
務
論
序
説
」

『民
法
研

究

1
』
五
四
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
事
由
が
絶
対
効
か
相
対
効
か
に
関
す
る
法
則
は
、
債
権
者
の
便
宜
を
図
る
か
、
そ
れ
と
も
債
務

者
相
互
間
に
お
け
る
決
済
の
簡
便
を
主
眼
と
す
る
か
の
違
い
に
帰
着
す
る
(
「
連
指
依
務
論
の
問
題
点
」
同
書
六
七
l
八
至
。

ロ
も
っ
と
も
、
内
部
関
係
が
対
外
関
係
へ
広
汎
な
影
響
を
及
ほ
す
制
度
は
担
保
の
観
点
か
ら
す
る
と
邪
道
で
あ
っ
て
、
立
法
論
と
し
て
は
疑

問
で
あ
る
(
「
問
題
点
」
問
告
六
七
l
八
頁
。
ま
た
、
「
序
説
」
同
書
五
回
|
五
頁
も
参
附
)
。
ま
た
、
二
当
事
者
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
理

論
(
特
に
債
務
消
滅

・
変
更
の
事
的
に
つ
い
て
)
は
、
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
修
正
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
不
法
行
為
連
帯
に

つ
い
て
は
、
契
約
連
帯
と
異
別
の
扱
い
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
(
「
問
題
占
じ
同
音
六
八
|
九
頁
)
O

ハ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
真
正
連
帯
債
務
論
の
意
義
は
、
求
償
が
本
質
的
に
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
「
全
額
単
独
責
任
の
競
合
」
を
排
除
す
る
た

め
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
不
真
正
連
帯
債
務
の
概
念
は
求
償
を
認
め
得
る
た
め
の
も
の
と
し
て
意
味
を
も
っ
(
「
問
題
点
」
同
書
七

一

五
頁
)
。
と

こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
民
法
典
は
単
純
連
帯
型
の
制
度
を
と
っ
た
た
め
に
、
二
分
論
を
否
定
す
る
説
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
二

分
論
の
論
者
で
あ
っ
て
も
、
対
外
効
の
点
で
は
二
分
論
を
維
持
し
え
ず
、
真
正
と
不
真
正
の
差
異
は
も
っ
ぱ
ら
内
部
関
係
に
お
け
る
負
担
部

北法47(5・18)1222
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

分
の
有
無
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
お
け
る
求
償
と
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
賠
償
者
代
位
と
は
違
う

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
法
典
上
の
制
度
が
共
同
連
帯
に
近
く
、
連
帯
二
分
論
が
存
立
す
る
余
地
は
あ
る
。
ま
た
、

特
に
共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
つ
い
て
単
純
連
帯
型
の
概
念
が
必
要
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

不
真
正
連
帯
に
お
い
て
は
、
求
償
を
債
務
の
属
性
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る

(「
不
六
正
連
刊
依
務
の
観
念
」
同
書
九
四
l
八
頁
、
格

『注
釈
民
法

一一

巻
』
六一
一一l
四
頁
)
。

以
上
の
三
点
か
ら
導
か
れ
る
椿
教
授
の
結
論
は
、
特
に
共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
つ
い
て
、
対
外
効
の
点
で
は
単
純
連
帯
型
で
、
内
部
関
係

で
は
求
償
を
生
ず
る
よ
う
な
債
務
を
認
め
る
べ
し
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
類
型
論
の
観
点
か
ら
債
務
の
性
質
を
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
主
張
も

あ
り
え
よ
う
。
本
稿
が
こ
の
、
主
張
と
異
な
る
の
は
次
の
点
に
あ
る
。

本
稿
は
対
外
的
な
効
力
を
債
務
の
性
質
論
か
ら
で
は
な
く
、
個
々
の
債
務
消
滅
事
由
か
ら
考
え
る
可
能
性
を
探
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
の
違

い
は
、
椿
教
授
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る
決
済
の
簡
便
」
と
い
う
点
や
「
二
当
事
者
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
発

展
し
て
き
た
債
務
消
滅

・
変
更
の
事
由
に
関
す
る
理
論
を
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
と
の
程
度
ま
で
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
か
」
と
い
っ
た

点
に
重
点
を
お
い
て
連
帯
債
務
論
を
検
討
し
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
連
帯
債
務
を
保
証
と
比
較
す
る
こ
と
も
、
担
保
の

視
点
か
ら
こ
の
比
較
の
必
要
性
を
説
か
れ
た
椿
教
授
の
指
摘
に
沿
う
も
の
で
あ
る

{「
序
必
」

『民
法
研
究
l
』
五
五
頁
)
。

(
5
)
債
権
担
保
の
観
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
別
の
情
況
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的
免
除
と
い

う
概
念
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
三
七
条
に
よ
る
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
排
除
す
る
主
張
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

(絡
が
犬

『注
釈
民
法

二

巻
』

九
四
l
五
頁
)
。

(
6
)
本
稿
で
主
張
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
最
終
的
に
は
次
の
よ
う
な
発
想
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
文
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
免
除
や
時
効
に
つ
い
て
は
不
真
正
連
帯
に
あ
た
る
債
務
で
あ
っ
て
も
該
債
務
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
相

債
務
者
も
債
務
を
免
れ
る
と
解
す
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
し
か
に
、
負
担
部
分
と
は
債
務
者
相
互
間
に
お
い
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
の
に
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
対
外
関
係
(
債
権
者
に
対
す
る
関
係
)
で
も
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
、
こ
う
い
っ
た
指
摘
が
負
担
部
分
型
絶
対
効

に
つ
い
て
み
ら
れ
る
。
負
担
部
分
の
確
定
に
さ
い
し
て
債
権
者
は
関
与
せ
ず
ま
た
そ
の
認
識
が
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
と
い
う

(さ
し
あ
た
り
、

平
井

『僚
機
総
論
第
二
版
』
三
三
七
頁
。
詳
し
く
は
第
三
市
で
約
介
す
る
)
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
そ
れ
は
五

O
四
条
に
い
う
債
権
者
の
「
故
意
又
ハ
慨

ム
忠
」
の
判
断
に
禾
女
ね
る
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
(
五
O
四
条
に
関
す
る
判
例
則
命
か
‘
り
す
れ
ば
、
こ
の
発
忽
も
突
飛
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
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説

す
な
わ
ち
、
物
上
担
保
の
目
的
物
が
廷
換
え
ら
れ
た
後
に
、
茶
摘
間
後
の
利
一
保
物
に
つ
い
て
側
仰
が
下
孫
し
で
も
、

-K換時
に
お
け
る
利
一
保
評
価
が
適
正
で
あ
れ
ば
、
債
権
者

に
故
意
重
過
失
な
し
と
さ
れ
て
い
る
。
日
航
削
平
成
二
年
四
月

一
二
日
会
法
二
五
五
号
六
頁
。
放
出
品
話
過
失
が
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
旧
刊
保
保
存
義
務
免
除
特
約
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
)
。

例
え
ば
、
不
法
行
為
者
が
複
数
い
る
と
き
に
、

示
談
に
よ
る
免
除
が
あ
っ
て
も
負
担
部
分
型
絶
対
効
が
生
じ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

そ
の
理
由
は
、
裁
判
等
が
あ
る
ま
で
債
権
額
や
負
担
部
分
額
が
確
定
し
な
い
こ
と
に
求
め
る
。

そ
し
て
、
理
論
構
成
と
し
て
は
、
五

O
四
条
を

用
い
て
、
求
償
侵
害
に
つ
き
債
権
者
に
「
故
意
又
ハ
慨
怠
」
な
し
と
い
え
ば
足
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
解
釈
論
と
し
て
主
張
す
る
に
は
、

系
譜
的
な
研
究
よ
り
も
、
現
実
の
裁
判
例
に
則
し
た
比
較
法
的
観
点
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
却
問
題
と
し
て
お
く
。

(
7
)
本
文
に
述
べ
る
ほ
か
に
、
ポ
チ
エ
を
検
討
す
る
理
由
と
し
て
次
の
事
情
も
あ
る
。

一
般
に
民
法
の
規
定
を
系
譜
的
に
み
る
と
、
過
去
に

具

体
的
な
問
題
処
理
の
過
程
で

下
さ
れ
た
判
断
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
そ
の
諸
判
断
を
抽

象
化
し
た
も
の
が
規
定
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
民
法
制
定
に
さ
い
し
て
参
照
さ
れ
た

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
連
帯

債
務
者
の
一
人
に
あ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
債
務
者
が
そ
の
事
由
を
も
っ
て
抗
弁
す
る
と
い
う
事
件
は
多
く
な
い

。

そ
う
だ
と

す
る
と
、
近
世
あ
る
い
は
中
世
の
法
を
手
繰
っ
て
、
最
終
的
に
は

{と
い
い
さ
れ
る
か
に
は
縦
聞
も
あ
る
が
)
ロ
オ
マ
法
ま
で
行
き
つ

く
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
オ
マ
法
源
で
あ
る
市
民
法
大
全
に
お

い
て
は
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
若
干
の
法
文
が
み
ら
れ
る
に
す
さ
な
い
。
む
し
ろ
、
連
帯

債
務
と
比
較
し
て
目
立
つ
の
は
保
証
に
関
す
る
法
文
で
あ
る
(
保
証
に
つ
い
て
は
、
凸
3

洗
礼
索
引
恥
四
六
巻

一
市
に
七
三
法
文
、
勅
法
円
札
竹
林
八
巻
四
O
常
に
二
九
法
文

あ
る
の
に
対
し
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
学
説
紫
纂
四
五
巻
二
平
に
一
九
法
文
、
勅
法
公
纂
八
巻
三
九
市
に
四
法
'
え
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
こ
の
情
況
は
、

連
帯
債
務
と
保
証
が
未
分
化
で
あ
っ
た
と
い
う
事
前
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
船
田
亨
二

『
ロ
1
7
法
第
一二
巻
』
六
四
=
一l
五
頁
、
椿
「
連
帯
債
務
論
序
説
」

『民
法
研
究
l
』
八
九
頁
、
淡
路

『連
刊
依
務
の
研
究
』
四
一
丁
六

一
頁
参
照
)
O

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
す
る
と
、
近
代
の
法
典
編
纂
に
お
い
て
、
連
帯
債

務
に
関
す
る
諸
規
定
が
ロ
オ
マ
法
文
か
ら
如
何
に
し
て
抽
出
さ
れ
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う

(椿

・
前
州
五
四
|
五
頁
)
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
同
じ
ロ
オ
マ
法
を
基
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
が
分
か
れ
た
過
程
を
知
る
資
料
を
得
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ド
イ
ツ
法

に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
す
る
。
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第
一
章

ポ
チ
エ

序

は
じ
め
に

本
章
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
古
法
に
お
け
る
ポ
チ
エ
の
議
論
を
紹
介
・
検
討
す
る
。
ポ
チ
エ
の
議
論
に
着
目
す
る
の
は

二
つ

の
理
由
に
よ
る
。

第
一
に
、

ポ
チ
エ
の
議
論
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
制
定
に
さ
い
し
て
土
台
と
な
っ
て
お
り
、

か
つ
ポ
チ
エ
の
見
解
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
民
法

典
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ポ
チ
エ
の
議
論
は
中
世
以
来
の
法
学
、
特
に
ク
ジ
ヤ
ス

5
2
5
m
p」
E
)

一九世紀フランス法における連荷債務と保証(1)

や
デ
ユ
ム
ラ
ン

(2主
2
0
5
2一5
)
の
議
論
を
土
台
に
し
た
も
の
で
あ
る

(大
川
四
郎
「
ロ
ベ
ー
ル

・
ジ
ョ
セ

フ
・
ポ
チ
エ
の
邪
利
息
論
に
つ
い
て
の
一
試
論
付」

名
大
法
政
論
集
一
一

四
回万五
八
頁
、
七
O
l
一
一
良
註
(
お
)
、
金
山
市
樹

「ポ
チ
エ

の
法
律
バ
千
」
航
路
法
学
三
号
一二
五
頁
註

(
2
)
参
附
ハ
)
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
ポ
チ
エ

の
議
論
を
通
し
て
あ
る
い
は
直
接
あ
た

っ
て
参
酌
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
考
え
る
。
第
二

の
理
由
は
、

ポ
チ
エ
の
著
作
が
も
っ

二
つ

の
特
徴

は
本
稿
の
検
討
に
と
っ
て
便
宜
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
扱
う
分
野
に
つ
い
て
、
ポ
チ
エ
は
広
範
囲
か
つ
詳
細
な
著
作
を
残
し

て
い
る
。
同
時
代
の
学
者
は
個
別
の
制
度
に
限
定
し
て
、
あ
る
い
は
簡
潔
な
形
で
し
か
議
論
を
し
て
い
な
い
茶
山
・
前
倒

E
5頁
註

(7
)
参
照
)。

の
よ
う
に
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
関
す
る
著
作
が
あ
る
一
方
で
、

い
ま
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、

『
債
務

論
』

『
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
』

や

ロ
オ

マ
法
に
関
す
る
体
系
書
『
パ
ン
デ
ク
タ
エ

』

を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
観
点
を
異
に
す
る
著
作
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ポ
チ
エ

が
ロ
オ
マ
法
源
を
如
何
な
る
形
で
フ
ラ
ン
ス
法
に
取
り
入
れ
た
の
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
特
に
重
要
な
の
は
、
時
折
ポ
チ
エ
が

北法47(5・21)1225 

ロ
オ
マ
法
の
厳
格
さ

(E
E
z
g
-
ω
Z
U
F
-
一志
)
を
理
由
に
し
て
、

ロ
オ
マ
法
文
か
ら
雌
れ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

茶
山
・
前
倒

一
二
三

-
四
賀
、
二
一
五
頁
註

(
3
)
、
一二
九
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
ポ
チ
エ
の
処
本
的
な
発
惣
の
仕
む
や
付
会
品
目
以
等
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
祁
業
絞
を
参
照
さ
れ
た
い
。
大
川
「
ロ
ベ
l

ル
-
ジ
ョ
セ
フ
ポ
チ
エ
の
邪
利
息
論
に
つ
い
て
の
一
試
論
同
」
各
大
法
政
論
集

一一

凶
号
凹
-
頁
以
下
、
小
川
泊
三

「
ジ
ヤ
ン

・
ド
?
の

一0
5
号

Ez--岡田宮
と
一。
昌
宏

Z
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貸
与
委
任

(
E
E宣
言
甘
2
5
5
3
E己
主
・
他
人
の
債
務
の
支
払
約
束

S
E
E
n
2
2
5
3
2
5
2
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
他
人
の

債
務
の
支
払
約
束
に
つ
い
て
は
、
ポ
チ
エ
の
説
明
を
み
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

(
o
u
r
聞き
O
B
コ
ム
印
∞
)
。
残
る
信
命
と
金
額
貸
与
委
任

に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
扱
う
問
題
と
の
関
係
で
相
異
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
く
。
簡
単
に
い
え
ば
、
信
命
と
は

今
日
で
い
う
保
証
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
額
貸
与
委
任
は
、
主
債
務
者
へ
の
与
信
を
内
容
と
す
る
委
任
が
、
債
権
者
と

保
証
人
の
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
保
証
債
務
に
あ
た
る
も
の
が
債
権
者
H
受
任
者
の
費
用
償
還
請
求
権

(ロ
オ
マ
法

の
用
語
で
い
え
ば
、
委
任
反
対
訴
権
)
で
あ
っ
て
、
ニ
れ
が
金
額
貸
与
委
任
者
の
受
領
物
引
渡
請
求
権

(委
任
正
訴
権
)
と
双
務
契
約
上
の
牽
連
関
系

(ポ

チ
エ
自
身
は
か
よ
う
に
は
表
現
し
な
い
が
)
に
立
つ
点
で
、
信
命
と
異
な
る
。
信
命
は
問
答
契
約
と
い
う

一
方
的
な
債
務
負
担
行
為
で
あ
っ
て
、
債

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (1)

権
者
に
対
す
る
反
対
債
権
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
主
要
な
差
異
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
従
た
る
債
務
と
し
て
の
共
通
点
も
あ
る

ポ
チ
エ
の
説
明
に
は
共
通
点
に
着
目
し
た
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
と
が
混
在
す
る
。
こ
の
た
め
に
、

以
下
で
の
紹
介
・
検
討

こ
と
か
ら
、

に
さ
い
し
て
は
、
従
た
る
債
務

一
般
に
当
て
依
ま
る
記
述
に
つ
い
て
は
単
に
保
証
と
表
示
し
、
金
額
貸
与
委
任
と
の
対
比
に
お
け
る
記
述
に

つ
い
て
は

ロ
オ
マ
法
で
い
う
信
命
に
関
し
て
は
保
証

2
5
2
2
5
)
あ
る
い
は
保
証
人

(『-EZ321
)等
と
表
示
す
る
。

(
1
)
本
文
に
挙
げ
る
も
の
ほ
か
に
、
本
稿
の
問
題
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
草
稿
を
遺
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

(但
し
未
公
刊
o
E
n
z
g
v

ロ
ロ
ロ
O
〈

2
・
回
一

ω
η
r
2
0
ロ
伺
E

T

O戸

Ez--
日一
w
N
吋

司

自

缶

百

印

∞

I
U
長
沙
問
…
)
。

、
吋
『
回
一
広
∞
=
「
一
山
田
己

σ『
O
間
白
門
】

D
=

∞
〕
言
。
古
田
目印
守
山
口
け
白
宮
田
玄
D

一-E
2
〔
]
巾
己
-
〈

-EC巾
士
コ
己
】
〈

-E
C
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5見

弁
済

第

項

音'l>
f叩1

ポ
チ
エ
の
説
明

弁
済
の
効
果
は
債
務
の
消
滅
に
あ
る

(2
2号
2
2
2
-
z
S
E
L
コ∞

J
N出

D'oczz。コ
ω

ロ
印
包
)。

多
数
当
事
者
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
弁
済
に
よ
っ
て
複
数
の
債
務
が
消
滅
す
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
債
務
か
ら
の
解
放
を
受
け
る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
物
が
別
の
債
務

の
目
的
物
自
体
で
あ
る
場
合
に
そ
う
な
る
。
具
体
的
に
は
、
金
額
貸
与
委
任
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
借
主
が
弁
済
す
れ
ば
借
主
の
債
務
と

と
も
に
金
額
貸
与
委
任
者
の
債
務
も
消
滅
す
る
。
ま
た
、

ロ
オ
マ
法
に
お
い
て
特
有
財
産
訴
権
に
よ
り
訴
求
を
受
け
た
奴
隷
の
主
人
が
敗
訴

し
て
弁
済
す
れ
ば
、
奴
隷
の
た
め
の
信
命
者
も
解
放
さ
れ
る
と
の
ロ
オ
マ
法
文
(
〉
P

U

品
目・

ω
・ω
∞e
N
)

を
挙
げ
て
い
る

(2
E
E芦
円
三
-
U

品目

三
ω
コ
∞
由
司
N
∞
C
H
E
=σ

印()門
戸門戸叶ロ

Z
Oム
司
叶
白
N
-
o
u
--
S
5
2
ω

ロ印印
N
E
印
Z
特
有
財
涼一
応
権
に

つ
い
て
は
以
回
殴
市

『
ロ
!
?
法
』一一一

六
1

七
頁
、
船
田
享
二
『
ロ
l

マ
法
第
三
巻
』
七
O
一
-|
二
頁
参
照
。
ま
た
、
右
ロ
オ

マ
法
文
に

つ
き
、
船
田

『
ロ
1
7
法
第
二
巻
』一

o
oー
一
頁
註

一
凶
参
照
)
。

さ
ら
に
ポ
チ
エ
は
い
う
。
あ
る
債
務
が
弁
済
さ
れ
た
場
合
に
、
別
個
の
債
務
の
債
務
者
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
な
お

さ
ら
の
こ
と
、
同
一
債
務
に
つ
い
て
の
複
数
債
務
者
(
こ
こ
で
は
、
保
証
人
主
主

5
5こ
を
合
ん
で
い
る
)
の
一
人
が
弁
済
す
れ
ば
、
当
該
債
務
に

つ
い
て
の
相
債
務
者
は
当
然
に
解
放
さ
れ
る
。
相
債
務
者
が
主
債
務
者
(
こ
こ
で
は
、
連
術
債
務
者
を
合
ん
で
い
る
)
で
あ
る
か
保
証
人

(
E
3
5
ω
2
)

の
如
き
従
た
る
債
務
者
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い

(O
E
Z
Eロ
:
日
目
。
ま
た
、

εnE
ロ
N

叶ι
・
3
E
2
5
2
ω
一HU
品目円
Z

M

P
叶一》同

ω
o
s
--5
0
門
戸
己
叶
ロ
ニ
印

ω

ロ。
g
』
司
叶
一
円
吋
も
参
照
)
。

も
っ
と
も
、
主
債
務
者
の
弁
済
に
よ
っ
て
保
証

{E
2
E
O
)
債
務
が
消
滅
す
る
理
由
と
し
て
、
保
証

(E
2
5
0
)
の
附
従
性
(
従
た
る
も
の
の

性
質
か
ら
し
て
主
た
る
も
の
な
く
し
て
は
存
続
し
符
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
箇
所
も
み
ら
れ
る

(O
U
--
間巳

5
5
=
ω叶ご。
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右
に
紹
介
し
た
の
は
、
弁
済
者
代
位
に
関
す
る
説
明
を
除
い
た
部
分
で
あ
る
。
弁
済
者
代
位
に
つ
い
て
も
債
務
の
単
複
で
わ
け
て
次
の
よ

う
に
い
、
っ
。

「
別
個
の
原
因

(nEE)
に
由
来
す
る
二
つ
の
債
務
が
目
的
物
を
同
じ
く
す
る
場
合
に
お
い
て
、

一
方
に
つ
い
て
の
弁
済
は

二
つ

の
債
務
を

消
滅
さ
せ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
が
当
て
依
ま
る
場
合
は
限
定
さ
れ
る
。
弁
済
し
た
債
務
者
が
、
他
方
債
務
の
債
務
者
に
対
し
て
債
権
者
が

も
つ
訴
権
に
つ
い
て
、

そ
の
訴
権
を
譲
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
済
者
が
譲
受
の
権
利

を
も
っ
場
合
に
は
、
弁
済
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
は
弁
済
者
の
債
務
だ
け
で
あ
る
。
他
方
の
債
務
は
存
続
す
る
。
こ
れ
は
、
債
権
者
が

二
重

弁
済
を
受
け
る
た
め
で
は
な
く
、
弁
済
者
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
弁
済
後
で
あ
っ
て
も
訴
権
を
譲
渡
で
き
る

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

(OU
Z
S
5
2
2
印印品

ま
た
、
。
百
円
ユ
コ

立
田
守
司
自
己
命
2
2
-
門

ω

一-U
ム

町

三

ω
ロ∞叶司
N
E
H
も参加日)。

同
一
債
務
の
場
合
に
お
い
て

一
人
が
弁
済
す
れ
ば
相
偵
務
者
も
解
放
さ
れ
る
と
の
準
則
に
は
例
外
が
あ
る
。
共
同
債
務
者
ま
た
は
保
証
人

(
『

-
B
E
E
-
)
の
一
人
が
弁
済
す
る
さ
い
に
権
利

・
訴
椛
の
譲
渡
を
受
け
た
場
合
に
は
、

そ
の
一
昨
椛
の
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
は
債
務
が

消
滅
し
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

(
O
Z
聞き

OBD
印印由

ま
た
、
。
百

n
Z
2
N
∞C
3

E

E
宮
戸
ω

一-
z
m
z
-
D』
印。戸印
C
Z
N
品由

imZニ
-U
印c
t
己
プ
乙
ω
叶D

(l
)
 

司
叶
印
∞
)
。
こ
の
代
位
は
法
の
擬
制
に
よ

る

5
-ZE-
-
5
2
5
5
:
z
E
5
8
=
ま
』
ご
。

こ
の
場
合
に
は
、
弁
済
時
に
譲
渡
が
行
わ
れ
る
か
ま
た
は

譲
渡
の
要
求
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ

れ
な
く
ば
、
債
権
者
の
債
権
や
訴
権
は
弁
済
に
よ
り
消
滅
す
る

(
32
号
2
自
Fω
一
】

Z
m
t己
ロ
ι
由

E
2
6
H
m門一
-
u
g
z
コ
コ
ド
ω
寸ω
司寸

g
o
u
--伺忠一
O

コω
コ日∞
0
2
印印∞)
。
ポ
チ
エ
は
弁
済
の
効
果
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
い
う
。

2 

検
討

弁
済
者
代
位
に
関
す
る
説
明
か
ら
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

連
帯
債
務
者
の

一
人
が
弁
済
す
れ
ば
全

員
に
つ
い
て
債
務
が
消
滅
す
る
。
連
帯
債
務
は
同

一
の
目
的
物
に
つ
い
て
の
単

一
の
債
務

2
2

北法47(5・25)1229



説

(
2
)
 

ω
2
一2
2
5
ι
・
z
z
z
z
n
Z
Z
)
だ
か
ら
で
あ
る

(OU
--s
t
o
E
ロ
N

ど
)。

こ
の
こ
と
は
、
主
債
務
と
保
証

(E

2
2
5
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
主
債
務
者
の
弁
済
に
よ
る
保
証

(
E
2
2
5
)
債
務
の
消
滅
に
つ
い
て
は
附
従
性
も
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
附
従
性

論

は
附
加
的
な
理
由
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
第

一
に
、
主
伯
、
務
者
の
弁
済
に
よ
る
保
証

({=ZE
E
-。)
債
務
の
消
滅
に
つ
い

附
従
性
を
い
わ
ず
と
も
債
務
の
単

一
性
か
ら
説
明
で
き
る
。
第
二
に
、
も
し
保
証

(E
2
5
2
0
)
債
務
の
消
滅
理
由
が
附
従
性
だ
け
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
保
証
人

(E古
田
町
三
が
弁
済
し
た
場
合
に
主
債
務
が
消
滅
す
る
根
拠
を
債
務
の
単

一
性
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な

て
は
、

ら
な
い
。
ポ
チ
エ
に
お
け
る
債
務
の
単

一
性
と
は

一
方
の
債
務
者
か
ら
み
れ
ば
債
務
は
単

一
だ
が
、
他
方
の
債
務
者
か
ら
み
れ
ば
複
数
で

あ
る
と
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
(
後
述
す
る
債
務
単
一
性
に
つ
い
て
の
分
析
を
参
照
)
。
そ
し
て
、
保
証
人

E
Z
5
2
E
)
の
弁
済
に
よ
る
主

債
務
の
消
滅
に
つ
い
て
、
債
務
の
単
一
性
以
外
の
根
拠
を
挙
げ
る
叙
述
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
保
証

(E

2
5
。)
の
附
従
性
は

付
加
的
な
理
由
だ
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
債
務
の
単

一
性
と
は
何
を
意
味
す
る

の
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
二
つ
の
叙
述
が
参
考
に
な
る
。
第

一
に
、
目
的
物
は
同
じ

だ
が
債
務
の
単

一
性
を
欠
く
場
合
に
関
す
る
叙
述
で
あ
る

(債
務
単

一
刊
に
よ
る
説
明
は
、
後
述
す
る
吋
効
中
断
の
ほ
か
に
、

一
人
の
過
賞
に
よ
る
ま
た
は
遅
滞
中

の
後
発
的
履
行
不
能
に
つ

い
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ou
--開
R
E
E
D
N叶
ω
)
。

保
証

(『】己2
5
0
)
債
務
は
主
債
務
へ
単
に
加
わ
っ
た
も
の

(5
2
2
Z
2
2
g
o
--m)

に
す
ぎ
ず
、
主
債
務
の
原
因

(E
zg
)
が
保
証

(E
2
5
E
O
)

債
務
の
原
因
と
な
る
。
例
え
ば
、
主
債
務
が
消
費
貸
借
債
務
ま
た
は
売
買
代
金
債
務
で
あ
れ
ば
、
保
証

(E

2
2
5
)
債
務
の
原
因
は
消
費
貸

借
ま
た
は
売
買
と
な
る
。
金
額
貸
与
委
任
の
場
合
は
こ
れ
と
異
な
る
。
金
額
貸
与
委
任
者
の
債
務
は
、
借
主
の
債
務
へ
単
に
加
わ
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
金
額
貸
与
委
任
者
の
債
務
は
借
主
の
債
務
と
は
原
因
を
異
に
し
、
委
任
者
と
受
任
者
H
債
権
者
聞
に
お
け
る
委
任
契
約
を
原
因

と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
金
額
貸
与
委
任
者
の
債
務
と
保
証
宮
内
Z
E
E
-。)
債
務
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
弁
済
者
が
訴
権
譲
渡
を
求
め
う
る
時
期

(3
)
 

に
差
異
が
あ
る
と
い
う

(
O
笠
宮門
5
5
2
品品自
)。
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一
誹
権
譲
渡
の
要
求
時
期
に
関
す
る
差
異
に
つ
い
て
、
こ
の
叙
述
で
は
、
債
務
の
原
因
が
問
題
だ
と
し
て
い
る
が
、

ー
で
紹
介
し
た
説
明
で

は
債
務
の
単
複
が
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
弁
済
に
よ
る
債
務
の
単

一
性
と
は
、
債
務
原
因
の
同

一
性
を
指
す
と
は
い
え

ま
い
か
。
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
は
第
二
の
叙
述
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
準
則
。
共
同
債
務
者
の
債
務
は

一
個
で
あ
り
、
金
額
も

一
個
で
あ
る
。
」
「
(依
務
が

一
側
で
あ
る
と
は
)
対
象
す
な
わ
ち
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
の
人
格
に
関
し
て
は
複
数
で
あ
る
。
各
人
が
自
己
に
固
有
の
債
務
に
つ
い
て

義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
」
「
派
生
準
則
。
二
人
に
よ
っ
て
等
し
く
な
い

Z
E
)債
務
が
引
受
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、

二
人
の
債
務
者
は

一九世紀フランスi去における連帯債務と保証(1)

生
じ
な
い
と
い
う
の
が
よ
り
正
し
い

。
」
「
等
し
く
な
い
と
は
、
物
(
目
2
)
ま
た
は
原
因

(
2
己主
の
点
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
例
え

ば
、
二
人
の
受
寄
者
の
一
方
が
故
意
だ
け
に
つ
い
て
、

他
方
が
過
失
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
っ
た
な
ら
ば
、
二
人
が
共
同
債
務
者
に
な
る
こ

と
は
な
か
ろ
う
。
二
人
が
異
な
る
こ
と

(号
さ
ω
と
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
て
、

そ
の
こ
と
が
共
同
義
務
者
の
債
務
の
本
質
に
反
す
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
本
質
は
、

同
じ
こ
と

(-
号
ヨ
)
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
点
に
存
す
る
。
し
か
し
、
履
行
期
ま
た
は
履
行
地
の
点
で
共
同
債

務
者
の
債
務
が
等
し
く
な
い
こ
と
は
可
能
で
あ
る

(:
)。

同
じ
こ
と
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
さ
え
お
れ
ば
、
異
な
る
態
様
で

(己
-Z
3
5
0
E

そ
の
義
務
を
負
う
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
」
宅
宮
島
町

2
2
2
-
U
印O
Z

こ
叶
コ
】
ω
印ω
5
E
2
2
。=
二

Z
印
司
叶
印
叶
こ
れ
に
類
似
す
る
記
述
は
多
々
み
ら
れ
る
。

。司門戸門
=
U
A
m
E

門N
コ∞
-
H

印向【

]{叶司
N
ω
G
H

戸内ゆ同[匡命戸口。円
hw

円
。門司
ω
ω
N
Zwk

門戸H
め
F

2
0

【m
w
ω
O
U
E
間
m
E
O
ロ
ω
コN
白

ω
)

。

こ
の
叙
述
か
ら
い
え
る
の
は
、
連
帯
債
務
は

一
価
の
債
務
で
あ
っ
て
、

一
個
の
債
務
で
あ
る
と
は
、
目
的
物
お
よ
び
原
因
が
同

一
で
あ
る

の
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
明
か
ら
、
目
的
物
が
同

一
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
債
務
の
単
複
を
わ
け
て
い
る
の
は
原
因
の

異
同
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

ー
で
紹
介
し
た
部
分
と
併
せ
考
え
る
と
、
原
因
の
同

一
性
が
連
帯
債
務
や
保
証
の
本
質
だ
と
す
る
理

解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
原
因
の
意
味
に
つ
い
て
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

ポ
チ
エ
は
具
体
的
な
考
え
を
明
示
し
な
い
。
こ
こ
で
は
次
の
こ
と
を

北法47(5・27)1231



説

指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
時
効
中
断
に
関
す
る
説
明
(
後
述
第
八
現
註

(
3
こ
を
み
る
と
、
先
に
紹
介
し
た
箇
所
の

「
債
務
原
因
」
が
「
債
権

の
権
原
」
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

吾ふ
白岡

(
1
)
こ
れ
は
、
ポ
チ
エ
の
擬
制
説
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説
(
二
)
」
法
雑
二

O
巻
二
号
二

O
八

|

九
頁
参
照
。

(
2
)
淡
路
剛
久

『
連
帯
債
務
の
研
究
』
八
一
頁
は
、
ポ
チ
エ
に
お
い
て
債
務
単

一
性
は
実
質
的
な
理
由
づ
け
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
確
か
に
、

ポ
チ
エ
の
利
益
衡
且
一
旦
を
引
出
す
に
さ
い
し
て
役
立
つ
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
法
律
構
成
や
法
律
上
の
理
由
づ
け
に
拘
る
立
場
を

と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ポ
チ
エ
に
お
い
て
は
債
務
単

一
性
が
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
足
り
よ
う
。

(
3
)
債
務
原
因
を
基
準
と
し
て
債
務
の
単
複
を
わ
け
て
、
こ
れ
に
訴
権
譲
波
の
要
求
時
期
を
連
動
さ
せ
る
考
え
方
は
、
現
代
の
ロ
オ
マ
法
学
説
に

も
み
ら
れ
る
。
開
『
口
印
門
戸
巾
〈
〕
〉
印
宮
口
回
目
。
-PM百円ロヨ目的印
-
0
・
P凶
2
5
ω
5
-
∞
N
O
∞
N
O

こ
の
考
え
方
の
背
景
に
は
、
次
の
事
情
が
あ
る
。
ロ
オ
マ
法
文
で
は
訴
権
譲
渡
の
利
益
や
争
点
決
定
さ
れ
に
つ
い
て
は
、
船
田
享
二
『
ロ
1
7
法
第

五
巻
』
一
四
回
|
六
九
頁
、

春
木
一
郎

J
o
-
-
z
E
訴
訟
ニ
付
テ
叶
一
一
一
完
L

法
協
三
八
巻
六
号
八
号
、
川
村
重
雄

「
ウ
ラ
サ
ク
の
一
回
E
E三
E
Z
2
0
論
付

三

完
」
民
商

六
六
巻
三
号
|
五
号
参
照
)
の
訴
権
消
耗
効
に
関
し
て
保
証
人

(
E
2
2
2
)
と
金
額
貸
与
委
任
者
を
区
別
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
諸
法
文
を
整

合
的
に
説
明
す
る
解
釈
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
今
日
の
通
説
は
、
右
の
区
別
を
訴
権
の
種
類
の
差
異

(
保
証
人

(E
2
m
g「)

に
対
す
る
訴
権
は
厳
正
訴
権
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
傾
げ
う
委
任
者
に
対
す
る
訴
権
は
誠
怠
一
許
権
で
あ
る
)
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
日ハ目
的巾
「噂

U
8
5ヨ
目
的
円
吉
可
コ

〈恒門『巾円

Z
-
H
〉

σ
印
M
-
〉
E
2
4
m
G
印
∞
'
匂
卓
琴
昭
…
。
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第

項

弁
済
提
供
後
の
供
託

(
$
5
2
5
2
2E四
E

E
ロ
オ
マ
法
上
の
供
託
に
つ
い
て
は
、
原
田
鹿
士口

『
ロ
1
7
法
』
二
四
三

四
頁
、
船
田
享
二
『ロ
l

マ
法
第
三
巻
』
四
八
六
l
七
頁
参
照
)、

、
、
、
、
、
、

、、

、

供
託
と
は
、
債
務
者
が
裁
判
所
の
権
威
を
介
し
て
第
三
者
に
目
的
物
ま
た
は
金
銭
を
寄
託
す
る
こ
と
で
あ
る

(ou
--2
5ロ
:

印

叶

N

傍
点
は
福
田
。

そ
の
意
味
は
後
述
)。

供
託
は
真
の
弁
済
で
は
な
い
。
弁
済
と
は
、
弁
済
す
る
物
の
所
有
権
を
債
権
者
へ
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

所
有
権
の
移
転
に
は
、
原
則
と
し
て
取
得
者
の
行
為
砕
き

と
取
得
の
意
思

(心
き

を
要
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
債
権
者
が
還
付
を
受
け

る
ま
で
は
供
託
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
し
な
い
か
ら
で
あ
る

S
百

円

=

コ

印

叶

ω

O

ユ
2
5
z
g
E
2
5
2
2
5
2
N
ご
H
G
叶
)
O

し
か
し
、
弁
済
提
供

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

後
の
供
託
は
、
弁
済
と
同
じ
く
完
全
に
債
務
者
を
解
放
し
、
債
務
を
消
滅
さ
せ
る

(03
2
2
3
E
E
E
e門
ω

一-Z
目
立
己
コ

ω
百

M
2
2
--u
m
o
t
こ寸

z
g
m
三田
N
)

。
厳
密
に
い
え
ば
、
債
権
者
が
還
付
を
受
け
る
ま
で
は
、
供
託
金
の
所
有
者
は
債
務
者
の
ま
ま
で
あ
る
。
但
し
、
供
託
金
の
危

険
は
債
権
者
に
帰
す
る
。
債
権
者
は
、

あ
る
金
額
に
つ
い
て
の
債
権
者
か
ら
当
該
供
託
金
に
つ
い
て
の
債
権
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

供
託
所
が
債
務
者
に
な
る
と
い
う

(O

豆
電
5
2
g
C
)。

多
数
当
事
者
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

債
務
者
が
供
託
金
を
取
戻
し
た
場
合
に
は
、
供
託
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
保
証
人
や
相
債
務
者
は
な
お
債
務
を
負
う
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
説
が
わ
か
れ
る
。

一
旦
消
滅
し
た
債
務
を
復
活
さ
せ
る
権
限
は
債
務
者
に
な
い
と
す
る
説
と
、
供
託
に
よ
っ
て
債
務
が
消
滅
す
る

に
は
供
託
の
継
続
を
要
す
る
と
の
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
場
合
を
わ
け
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
供
託
に
さ
い
し
て
は
、
供
託
前
に

供
託
を
許
す
オ

ル
ド
ナ
ン
ス

2
2
2
ι
o
E
E
Z
E
E
-

か
供
託
後
に
供
託
を
有
効
と
す
る
判
決
が
要
る

(0
5
2
5
D
2
印
叶
∞

-
0
3
0
二
U
U
)

。
右
の

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
な
く
し
か
も
判
決
が
出
る
前
に
供
託
金
が
取
戻
さ
れ
た
場
合
に
は
、
供
託
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
保
証

北法47(5・29)1233



説

人
は
解
放
さ
れ
な
い
。
供
託
自
体
は
弁
済
で
は
な
く
、
供
託
が
弁
済
と
同
じ
債
務
消
滅
効
を
も
つ
の
は
裁
判
官
の
権
威

(-E
Eコ
芯
含
三
%
)

北法47(5・30)1234

に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
も
判
決
も
な
い
供
託
が
取
下
げ
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
供
託
が
債
務
消
滅
効
を
も
つ
こ
と
は
あ
り

自命

得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
あ
る
場
合
ま
た
は
判
決
後
に
取
戻
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
取
一
戻
に
よ
っ
て
保
証

人
や
相
債
務
者
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
(O

U

一-四号
。
ョ
:
日
き
)。

こ
の
説
明
は
、
供
託
に
よ
っ
て
債
務
が
消
滅
す
る
の
を
認
め
る
と
同
時
に
、
裁
判
所
の
関
与
を
供
託
に
よ
る
債
務
消
滅
効
の
確
定
要
件
と

す
る
も
の
で
あ
る
(
前
頁
に
挙
げ
た
供
託
の
定
義
を
参
附
)。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ポ
チ
エ
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
に
は
、

別
の
法
律
構
成
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
裁
判
所
の
関
与
が
あ
れ
ば
、
供
託
物
取
戻
に
よ
っ
て
債
務
は
復
活
す
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
相
債

務
者
等
は
害
さ
れ
な
い
と
構
成
す
る
の
で
あ
る

(取
戻
に
よ
る
依
務
の
相
対
的
復
活
。
し
か
し
、

ポ
チ
エ
は
こ
の
構
成
を
と

ら
ず
、
相
債
務
者
や

保
証
人
以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
当
然
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
も
し
、
取
戻
に
よ
っ
て
債
務
は
復
活
す
る
が
、
相
債
務

者
等
は
害
さ
れ
な
い
と
す
る
構
成
を
と
る
な
ら
ば
、
担
保
物
権
等
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
後
順
位
担
保
権
者
や
一
般
債
権
者
の
利
害
関
係
も

問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
に
保
護
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
が
相
債
務

者
や
保
証
人
と
同
じ
く
保
護
す
べ
き
か
の
判
断
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典

二

エハ
三
条
は
後
順
位
担
保

権
者
だ
け
を
保
護
し

一
般
債
権
者
を
保
護
し
な
い
と
す
る
相
対
的
復
活
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
か
に
読
め
る
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
の
学
説

は
ポ
チ
エ
と
同
じ
構
成
を
と
っ
て
、

一
般
債
権
者
を
も
保
護
し
て
い
る
玉
章
第
三
節
第
二
項
参
照
)
。

こ
の
ほ
か
に
、
保
証
人
が
供
託
し
た
場
合
が
問
題
と
な
り
う
る
。
右
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
主
債
務
者
が
供
託
し
た
場
合
と
同
じ
に
考
え

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
弁
済
提
供
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
弁
済
提
供
に
よ
っ
て
債
権
者
は
受
領
遅
滞
に
陥
る
。
こ
れ
は
供
託
が
弁
済
と
同
じ
効

果
を
も
つ
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
い
う

(
O
F

一長
さ
o
E
コ印叶品)
。
そ
し
て
、
保
証
人
が
弁
済
提
供
し
て
保
証
人
と
債
権
者
と
の
間
で
は
債
権
者



が
受
領
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
が
、
主
債
務
者
と
債
権
者
間
で
は
主
債
務
者
が
履
行
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
情
況
を
示
す
ロ
オ
マ
法
文

(司E
U

品
目
・
「
∞
∞
)
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(32号
E
2
2
-
z
m
c己
コ
ニ

ω
司
N∞
白
叶
)
。
し
か
し
、
履
行
遅
滞
後
の
目
的
物
滅
失
に
関
す
る
文
脈
で
あ
る
。

」
の
た
め
に

一
人
が
弁
済
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て
相
債
務
者
等
が
如
何
な
る
情
況
に
お
か
れ
る
か
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

第
三
項

更
改

更
改
の
効
果
は
、
現
実
の
弁
済
が
あ
っ
た
の
と
同
様
に
旧
債
務
が
消
滅
す
る
こ
と
に
あ
る

(3
E
0
2
2
ω
一-E
町
三

N
コ
N
ご
N白
z
z
-z
m
E
ω

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

ロ
ω'ム司
N自
弁
。
σ
一-四
ωC02ω
ロ印
U
U
-
]戸
山一)。

連
帯
債
務
者
の

一
人
ま
た
は
主
債
務
者
が
旧
債
務
を
更
改
し
て
新
債
務
を
負
担
し
た
場
合
に
は
、
相
債
務
者
ま
た
は
保
証
人
は
債
務
を
免

れ
る
。
保
証
債
務
の
消
滅
に
つ
い
て
は
附
従
性
が
理
由
と
な
る

3
2号
E
E
ω
一-
z
m
=
【
戸
口
宮
古
M

印
?
ou
--悶巳
5
2
ω
叶
∞
こ
れ
は
、
金
額
貸
与
委
任

者
や
他
人
の
依
務
の
支
払
約
束
者
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
o
O
F
一-聞き
O

ロ
;
主
E
E
品∞∞
)
O

但
し
、
更
改
に
さ
い
し
て
相
債
務
者
等
が
新
債
務
に
加
わ
る
こ

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
別
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

更
改
契
約
の
条
件
が
不

(l
)
 

成
就
と
な
り
、
更
改
が
成
立
し
な
い
た
め
で
あ
る

(O
E
2
5コ
:
印由
也-
M

ご
こ

Z
一
ま
た
、
=
印
叩
印

も
参
照
)。

と
を
条
件
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
の
こ
と
は
、
旧
債
務
に
つ
い
て
抵
当
権
や
質
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
い
え
る
。
原
則
と
し
て
、
抵
当
権
等
は
更
改
に
よ
り
消

滅
す
る
が
、
留
保
が
あ
れ
ば
新
債
務
の
た
め
に
存
続
す
る
。

そ
れ
に
は
目
的
物
所
有
者
の
承
諾
を
要
す
る
。
(
司自己
。2
2

こ

北法47(5・31)1235 

も
っ
と
も
、

一-FNDCFm
ロ
叶
司
自
ω印
。円円

ω
一-U
品目門戸円

N
コ同日百

N白戸
eou=-同
ωEOコ
ω
ロ
印
由
也
-
印
]C
ω一-zv
司
OFFA叩且戸高ロ戸
∞
叶
)。

ポ
チ
エ
の
説
明
は
以
上
で
あ
る
。
右
の
説
明
に
つ
い
て
、

ロ
オ
マ
法
の
立
場
か
ら
指
摘
を
加
え
て
お
く
。
ポ
チ
エ
は
、
相
連
帯
債
務
者
や



説

保
証
人
が
新
債
務
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
う
た
め
の
要
件
と
し
て
、
相
債
務
者
等
が
更
改
に
加
わ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、
更
改
に

北法47(5・32)1236

加
わ

っ
た
者
に
よ
る
新
た
な
債
務
の
設
定
を
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

一
方
で
、
担
保
物
権
の
場
合
に
は
、
所
有
者
の
同
意
が
あ
れ
ば

吾ふ
白岡

新
債
務
の
た
め
に
元
の
順
位
が
保
存
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
と
、
更
改
の
債
務
消
滅
効
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
し
て
い
る
こ
と
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
今
日
の
ロ
オ
マ
法
学
説
か
ら
は
次
の
よ
う
に
い
え
る
。

ロ
オ
マ
法
で
は
、
更
改
に
よ
り
旧
債
務
は
消
滅
し
、

そ
れ
に
従
た
る
担
保

(保
祉
や
立
も
消
滅
す
る
。
新
債
務
の
た
め
に
は
新
た
な
担
保

の
設
定
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

ボ
チ
エ
が
更
改
に
よ
る
債
務
の
消
滅
効
を
弁
済
と
同
じ
だ
と
し
て
い
る
こ
と

と
合
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

ロ
オ
マ
法
学
説
に
よ
れ
ば
、
留
保
あ
る
場
合
に
順
位
保
存
効
が
働
く
の
は
、
担
保
物
権
に
特
有
の
法
原
理
に
よ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
後
の
新
債
権
の
た
め
に
債
権
者
が
所
有
者
の
同
意
を
得
て
お
け
ば
、
元
の
順
位
を
襲
位

(吉一

2
5

宮
内
向
。
号
耳
)
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(提
供
お
よ
び
袋
伎
の
権

(E
ω
O『『
雪

S
E
2
2
3
E
S
E
後
胤
佼
利
保
権
者
が
先
順
位
判
保
権
者
に
弁
済
し
て
、
先
順
位
担

保
権
者
の
地
位
を
取
得
す
る
権
利
。
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説
(
二
ご
法
雑
二
O
巻
二
号
二
O
一
ーl
二
頁
参
照
)
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
}〈宮内戸

。
E
S
E
-
R
E
m
-u=
ー

Z
2
2
z
-
H
〉

σω

印品目∞

-
E∞-
R
忠
男

C
Z「
Z
Z
Z
E
m
f
-司
『

Ed巳
ロ
コ
同

5
5
E
R
Z
E
同

2
F
F
'
m
z
n
r
5
0
2
2
品目。

C
3
2
0〈
O三
百
印
印

E
Z
S
参
照
)
。
こ
の
ロ
オ

マ
法
学
説
に
し
た
が
え
ば
、

ポ
チ
エ
は
所
有
者
の
同
意
に
よ
り
担
保
物
権
が
保
存
さ
れ
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
担
保
物
権
自
体
の
保

存
で
は
な
く
、
新
た
な
担
保
物
権
に
更
改
前
の
順
位
だ
け
を
移
す
作
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

担
保
物
件
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
者
の
う
ち
所
有
者
の
同
意
が
あ
る
だ
け
で
、
更
改
前
の
順
位
が
保
存
さ
れ
る
と
し
、

よ
り
強
い
利
害
関
係

を
も
っ
と
も
い
え
る
後
順
位
担
保
権
者
の
意
思
表
示
を
要
求
し
な
い
こ
と
も
う
ま
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ポ
チ
エ
は
、
明
示
的
に
は
言
及
し
な
い
。
そ
し
て
、
更
改
の
効
力
は
弁
済
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
説
明
と
、

所
有
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
担
保
物
権
が
保
存
さ
れ
る
と
い
う
一
見
し
て
矛
盾
す
る
説
明
だ
け
が
残
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
後
世
の
学
説
は
、
こ

の
矛
盾
に
如
何
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。
こ
れ
が
次
章
の
課
題
と
な
る
。
結
論
を
先
取
す
れ
ば
、

ポ
チ
エ
の
説
明
に
み
ら
れ
た
矛
盾
は
一
九
世



と
す
れ
ば
、
系
譜
研
究
の
課
題
は
、
今
日
か
ら
み
て
、

日
本
の
起
草
過
程
に
お
い
て
も
、
不
明
確
な
相
官
自
説
明
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
だ

か
よ
う
に
矛
盾
が
あ
る
な
か
で
可
能
な
限
り
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
。

紀
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

そ
れ
か
ら
先
の
当
否
の
問
題
は
系
諮
問
研
究
か
ら
は
で
て
こ
な
い
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

(
1
)
『
パ
ン
デ
ク
タ
エ
』
で
は
、
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
に
更
改
が
生
じ
た
場
合
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。
こ
れ
は
、
関
係
す
る
ロ
オ
マ
法
文
が
な

い
た
め
で
あ
ろ
う
(
同
日
声
。
E
S
E
-
R
Z
-
J
-
Z
可

R
E
--
〉

g
m
m
印∞

2
5
は
〈
E
C
一
口
怠
N

ω

「
-
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
綾
数
要
約
者
に
関
す
る
法
』X
で
あ

る
)
。
し
か
し
、
ポ
チ
エ
が
ロ
オ
マ
法
文
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
で
異
な
る
理
解
を
と
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
文
に
紹
介
し
た
叙
述
を
す

る
に
さ
い
し
ポ
チ
エ
は
、
更
改
お
よ
び
条
件
に
関
す
る
準
則
か
ら
推
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
準
則
に
つ
い
て
ロ
オ
マ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と

で
異
な
る
理
解
を
示
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
四
項

代
物
弁
済

(己主
5
5
8
Z
Eヨ

E
-
o
:
:
3
2
2円ロ
オ
マ
法
上
の
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
、
川
町
田
慶
市

『
ロ
1
7
法
』
二
四
二
頁
、
船
田
享
二
『
ロ
l

マ
法
第
三
巻
』
五
六
O
1
三
頁
参
照

代
物
弁
済
に
よ
る
債
務
消
滅
の
態
様
に
関
し
て
、
本
格
的
な
叙
述
は
な
い

。
債
権
者
が
目
的
物
以
外
の
物
を
弁
済
と
し
て
受
領
す
れ
ば
、

債
務
者
は
詐
欺
の
抗
弁

(
2
2百

E
E
-
)
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
る

(E
三
2
5
2
ω

一-
z
f
z
ω
コ
目
印
司

N

叶由
)。

議
論
が
み
ら
れ
る
の
は
、
債
権
者
が
受
領
物
を
追
奪
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

一
般
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
受
領
物
の
所

有
者
が
債
務
者
で
な
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
債
権
者
は
受
領
物
を
提
供
し
た
う
え
で
債
務
者
に
本
旨
弁
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

北法47(5・33)1237
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(ご
ロ品
。nz
z
ω

一-E
白

戸

ユ

ω
ロ

a
E∞印一一
}
N

寸∞

lg
)。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
債
権
者
は
真
の
所
有
者
か
ら
現
に
追
奪
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
要
し
な

(l
)
 

い

2
2
2
2
ω
)。
こ
れ
と
は
別
に
、
追
奪
を
受
け
た
債
権
者
は
購
買
準
一
許
権

{E-
一-;
2
5
2
2
3
}
を
取
得
す
る
。
こ
れ
は
、
代
物
弁
済
が

論

売
買
に
類
似
す
る
た
め
で
あ
る
。
債
権
者
は
こ
の
訴
権
に
よ
り
次
の
も
の
を
訴
求
で
き
る
。
第

一
に
、
元
の
債
務
が
金
銭
債
務
で
あ
れ
ば
、

そ
の
額
を
訴
求
で
き
る
。
こ
れ
は
、
売
買
の
場
合
に
お
け
る
代
金
の
返
還
請
求
権
に
相
当
す
る
。
第
二
に
、
損
害
賠
償
を
訴
求
で
き
る
。
眺
隅

買
準
訴
権
で
あ
れ
ば
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
点
で
、
本
旨
弁
済
を
求
め
る
元
の
訴
権
よ
り
も
債
権
者
に
有
利
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う

(。
下
円ユ
ロ
由
。
ω
ム
代
物
弁
済
と
売
買
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
。
百
三
ロ

ω
c
c
ω
お
よ
び
次
章
第
三
節
第
四
項
参
出
'
)
O

元
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
人
が
い
た
場
合
に
お
い
て
、
保
証
人
は
右
の
訴
権
に
つ
き
義
務
を
負
う
か
。
ポ
チ
エ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

し
た
が

っ
て
、
主
債
務
は
存
続
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
保
証
債
務
は
当
然
に
存

物
の
所
有
権
が
移
転
し
な
い
か
ら
弁
済
は
有
効
で
な
い

。

続
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ

の
趣
旨
の
判
決
が
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
債
権
者
が
代
物
弁
済
を
受
領
し
て
か
ら
長
期
間
経
過
し
た
後
に
追
奪

を
受
け
、

そ
の
聞
に
主
債
務
者
が
無
資
力
と
な
れ
ば
、
保
証
人
に
対
す
る
訴
権
は
受
理
さ
れ
な
い
と
す
る
判
決
も
あ
る
。
そ
の
理
由
は
衡
平

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
他
人
の
行
為
に
よ

っ
て
重
荷
を
背
負
わ
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
意
味

で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
主
債
務
者
に
資
力
の
あ
る
う
ち
に
保
証
人
は
債
権
者
へ
弁
済
し
た
う
え
で
主
債
務
者
か
ら
償
還
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
債
権
者
が
代
物
弁
済
契
約
を
し
た
た
め
に
、
保
証
人
は
こ
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
理

由
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
債
権
者
が
主
債
務
者
に
期
限
を
猶
予
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
問
に
主
債
務
者
が
無
資
力
に
な
れ
ば
保
証
人
は
弁
済
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
情
況
が
全
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
代
物
弁
済
の
場
合
に
は
、
追
奪
が
あ

る
ま
で
は
債
務
は
外
観
の
う
え
で
弁
済
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
と
え
主
債
務
者
の
資
力
が
危
う
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
て
も
、
代
物
弁
済
契
約
が
あ
る
た
め
に
保
証
人
は
な
す
術
を
も
た
な
い

。
外
観
の
う
え
で
主
債
務
者
は
保
証
人
を
保
証
債
務
か

ら
解
放
し
て
お
り
、
保
証
人
は
主
債
務
者
に
対
し
て
解
放
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
期
限
が
猶
予
さ
れ
て

北法47(5・34)1238



も
債
務
が
弁
済
さ
れ
た
外
観
は
生
ぜ
ず
、
主
債
務
者
の
資
力
が
危
う
く
な
っ
て
き
た
と
思
え
ば
、
保
証
人
は
主
債
務
者
に
対
し
て
訴
求
で
き

る
(
事
前
求
償
権
)
。
こ
の
た
め
に
、
保
証
人
は
期
限
の
猶
予
を
非
難
で
き
な
い
の
で
あ
る

(OZ岡
山

E
コ
ω
Z
D自
他
に
多
数
当
事
者
関
係
に
つ
い
て
の
叙
述

は
み
あ
た
ら
な
い
)
。

保
証
債
務
に
関
す
る
説
明
か
ら
は
指
摘
で
き
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
。

第
一
に
、
追
奪
に
も
拘
ら
ず
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
に
お
い
て
ポ
チ
エ
は
代
物
弁
済
後
・
追
奪
前
に
主
債
務
者
が

無
資
力
と
な
っ
た
と
き
を
想
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
保
証
人
と
債
務
者
の
利
害
が
先
鋭
に
対
立
す
る
の
は
、
主
債
務
者
が
無
資
力
の
場

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

た
と
え
ば
代
物
弁
済
の
時
点
で
す
で
に
主
債
務
者
が
危
機
状
態
に
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
ポ
チ
エ
の
議
論
が
定
型
的
に
保
証
人
を
保
護
す
る
趣
旨
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
な
お
、

合
で
あ
る
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
二

O

三
八
条
は
代
物
弁
済
が
追
奪
さ
れ
れ
ば
常
に
保
証
人
を
解
放
す
る
。
こ
の
点
の
差
異
は
、
代
物
弁
済
の
法
律
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に

由
来
す
る
(
次
章
第
三
節
第
四
項
で
詳
述
す
る
)
。

第
二
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
代
物
弁
済
以
外
へ
の
射
程
で
あ
る
。
ポ
チ
エ
は
、
弁
済
の
場
合
に
お
い
て
引
渡
さ
れ
た
物
が
債
務
者
の
所

有
物
で
な
け
れ
ば
、
追
奪
ま
た
は
受
領
物
の
提
供
を
要
件
と
し
て
債
権
者
は
改
め
て
履
行
を
要
求
で
き
る
と
い
う

(OF
--
2
5
E
Z
由自

-
S∞
Z

20)
。
そ
の
一
方
で
、
代
物
弁
済
の
場
合
に
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
保
証
人
の
求
償
権
に
実
効
性
が
な
く
な
っ
た
の
は
代
物

弁
済
契
約
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
理
由
づ
け
は
弁
済
の
場
合
に
も
当
然
に
当
て
絞
ま
る
と
は
い
え
な
い
。
弁
済
と
異

北法47(5・35)1239 

な
り
、
債
務
者
は
債
権
者
に
対
し
て
目
的
物
以
外
の
物
の
受
領
を
強
制
で
き
な
い

(。
古
内
エ
ロ
己
白
)。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
受
領

し
た
点
に
帰
責
(
失
権
)
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
民
法
典
下
で
も
判
例
学
説
は
、
弁
済
物
が
追
奪
さ

れ
で
も
保
証
人
は
解
放
さ
れ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
理
由
づ
け
は
異
な
っ
て
い
る

(次
市
第
三
郎
第
四
玖
参
照
)。



説

指
摘
で
き
る
第
三
点
は
、
保
証
人
以
外
の
場
合
へ
の
射
程
で
あ
る
。
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
と
い
う
さ
い
に
、

ポ
チ
エ
は
事
前

・
事
後
の

求
償
権
に
着
目
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ポ
チ
エ
の
議
論
は
連
帯
債
務
者
に
も
及
ぶ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
連
帯
債
務
者
に
も
事
後
求
償
権

自命

は
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(1
)
ポ
チ
エ
は
、
本
旨
弁
演
を
求
め
る
元
の
訴
権
と
購
買
準
訴
権
を
請
求
権
競
合
の
形
で
認
め
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
事
情
と
し
て
、
ロ
オ
マ
法

文
の
中
に
は
元
の
訴
権
を
認
め
る
法
文
言
E
d
E
ロ
品
目
-
戸
品
目
胃
-
・

3
z一
U

品目
一ω
一
也∞

古山

)
と
購
買
準
訴
権
を
認
め
る
法
文

(
C
S

U

E

-

プ
ピ

司
『
-
〉

2
0
ロ(リ∞

-t-
ム
)
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
う
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
う
ち
り
己
-

J

ア
N

A
H

刀
「
・
は
購
買
準
一
許
権
を
認
め
る
一
方
で
、

元
の
訴
権
は
消
滅
し
た
と
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
ポ
チ
エ
が
そ
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、

二
つ
の
訴
権
の
競
合
を
認
め
た
の
は

ロ
オ
マ
法
文
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
な
る
(
回
高
E
0
2
5
2
T
O
F
F
-他国門
ω
司

Nム
D
S
Z
]
は
そ
の
よ
う
に
い
う
)
。
し
か
し
、
訴
権
の
競
合
を
認
め
る
考
え

方
は
古
法
に
お
い
て
支
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
お
2
5
8
p
↓E
F
2
0
Z
E官
。
聞
き

ge
与
さ
印
コ
ピ

12)
。
こ
の
点
に
つ
き
今
日
の
ロ
オ
マ
法

学
説
に
お
い

て
は
次
の
よ
う
に
い
う
の
が
有
力
で
あ
る
。
古
典
ロ
オ
マ
法
で
は
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
元
の
一品
維
を
認
め
る
も
の
と
購
買
準
訴

権
を
認
め
る
も
の
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

2
0ロ
ω己
て

7
2
3
喜一
て
E
C
目
zznZω
同

2
2
門ム

E
2
M
N
2
2
ご
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
背
景

に
あ
る
事
情
と
し
て
、
代
物
弁
済
の
更
改
に
つ
き
学
派
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料

S
E
ω
e
H
m
∞
)
の
発
見
が
あ
る
。

第
五
項

免
除
(
ロ
オ
マ
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
け
る
免
除
と
多
数
当
事
者
関
係
に
お
け
る
効
果
に
つ
い
て
、
辻
同
明
「
ロ

1
7
法
に
お
け
る
共
同
保
証
と
免

除
効
果
」
法
雑
=
二
巻
三
H
四
号
六
五
二
l
六

一
頁
、
問
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
共
同
保
証
と
免
除
効
来
」
法
統
三
二
巻
二
号
二
四
O
l
六
頁
参
間
口
)

ポ
チ

エ
は、

ロ
オ

マ
法
に
お
け
る
免
除
の
種
類
と
し
て
、
要
式
免
除
契
約

・
合
意
免
除

・
不
訴
求
約
束
の

三

つ
を
挙
げ
る
。
そ
の
一
方
で
、

北法47(5・36)1240



フ
ラ
ン
ス
法
の
説
明
に
さ
い
し
て
は
免
除
だ
け
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
次
の
事
情
に
よ
る
。

ロ
オ
マ
法
で
は
、
反
対
行
為
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
、
債
務
が
市
民
法
の
上
で
消
滅
す
る
に
は
、
債
務
消
滅
行
為
が
債
務
設
定
行
為
と
同
じ
種
類
で
あ
る
こ
と
を
要
し
た
(
2
5
2
5
1
2
5
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
原
田
慶
士
口

『
ロ
1
7
法
』
二
三
八
頁
、
船
田
享
二
『
ロ
!
?
法
第
三
巻
』
五
五
一
四
頁
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
ポ
チ

エ
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
厳
格
さ
(
E
u
t
--Z
)
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
法
は
要
式
免
除
契
約
の
方
式
を
知
ら
な
い
。

す
べ
て
の
債
務
は
、
そ
の
中
身
や
設
定
形
式
に
関
わ
ら
ず
、
債
権
債
務
者
間
に
お
け
る
単
な
る
合
意
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
消
滅
す
る

(OU
士宮門
戸O
ロω
コ
自
己
寸
ま
た
、
E
E
E完・

5

一-E
目
立
己
主
l

∞
E
2
1
Z
こ
-
U
印
C
門
戸門
戸ご
乙
ω
∞
∞
吉
田
D
も
参
照
)
。
以
下
で
は
免
除
の
種
類
ご
と
に
、

ポ
チ
エ

の
議
論
を
紹
介
す
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

第
一
款

要
式
免
除
契
約
(
2
2
E
E
5
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
田
鹿
吉
『
ロ
1
7
法
』
一
三
八
頁
、
船
田
享
二
『ロ
1
7
法
第
三
巻
』
五
六
八
七
一
頁
参
埋

(
1
)
 

要
式
免
除
契
約
の
効
果
は
債
務
の
消
滅
に
あ
る
(
E
E
E
Z
円
ω

一-z
m
z
Z
コ
N
J
N
由
自
)
。
も
っ
と
も
、
消
滅
す
る
の
は
言
語
契
約
債
務
に
限

ら
れ
る

(
O

百
2
;
N
百
巴
N
E
-
U
印
D
t
己
プ
乙
品
目
∞
ミ
2
)
。
違
う
種
類
の
債
務
を
要
式
免
除
契
約
で
消
滅
さ
せ
る
に
は
、
更
改
し
て
債
務
を
言
語

契
約
債
務
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
(
。
百
円
二
一
-z
m
戸
=
ご

γ
ご
二
日
ロ
o
g
N
百
N
U
N
ω
Z
N
g
z
=
σ
印
C
Z
コ
コ
ロ
∞
∞
2
Z
5
2
2
2
叶
出
品
)
。
但
し
、

更
改
が
な
く
と
も
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
不
訴
求
約
束
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
(
3
E
Z
E
E
-
一
-U
N
t
己
品
ロ
∞

-ztご
ω
=
σ
印
D
Z
H
叶

ロ
一戸ム(凶日目
U

斗由印)。

多
数
当
事
者
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

債
務
者
の
一
人
が
要
式
免
除
契
約
を
す
れ
ば
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
も
債
務
関
係
が
解
消
さ
れ
る
二
虫
色
ロ
品
目
'
N
4
N
E
E
R
門
出
円
ω

一彦品目
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説

円目円
N
コ印百
N
ω
D
Z
一-Z
E
E
-ご
Z
N
N
司
ぷ
ム
)。

要
式
免
除
契
約
を
し
た
債
務
者
が
、

あ
た
か
も
弁
済
し
た
か
の
如
く
に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(
C
S
U

品目-ム

e
E
F
E
R
E
m
-二
一-F
品目
t
F
品ロ
H
m
u
N
泊
四
ま
た
、

8
2
5
8
Z
コ
コ
』
品
】
町
古
叶
巴
参
照
)。

吾ι
白岡

保
証
人

(
E
2
5
5
)
が
要
式
免
除
契
約
を
し
た
場
合
に
も
、
主
債
務
者
は
解
放
さ
れ
る
(
。
百
三

一-E
自
主
ム

コ
N
N
百
N
c
m
)
。
要
式
免
除
契
約
が

弁
済
の
代
わ
り
に
な
る
か
ら
で
あ
る

(
O

百
2
こ
-
U

印

D=こ
叶
コ

Z
-
∞
E

Z

N

2
出品
)。

こ
の
場
合
に
は
、
主
債
務
が
言
語
契
約
債
務
で
あ
る
こ
と
を

要
し
な
い
ま
の

η
Z
E
E
Z

町
三
ι
コ
ω
古
M
U
N
ω
)
。

主
債
務
者
が
要
式
免
除
契
約
を
し
た
場
合
に
も
、
保
証
人

(=
ι
2
ω5
)
に
対
し
て
訴
求
で
き
な
く
な
る
。
保
証
人

E
B
E
E
S
-
)
の
債
務
は
、

主
債
務
に
附
従
す
る
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
主
債
務
が
せ
め
て
自
然
法
の
上
で
は
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る

(
O

官。

=
=E
G
E門ム

ロ
∞∞コ
O
R凶
由

司

N

印日)。

こ
の
説
明
に
お
い
て
は
、
主
債
務
者
が
要
式
免
除
契
約
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
附
従
性
を
理
由
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
該
当
箇
所
が
附

従
性
を
説
明
す
る
部
分
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
附
従
性
だ
け
で
な
く
、
要
式
免
除
契
約
が
弁
済
類
似

の
効
力
を
も
っ
点
に
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う

(前
述
二
六
頁
参
照
)。

第
二
款

合
意
免
除
(
円

2
3
5
)

合
意
免
除
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。
示
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
諸
点
に
と
ど
ま
る
。

裸
の
合
意
(
諾
成
契
約
)
に
よ
る
債
務
関
係
は
、
裸
の
合
意
で
あ
る
合
意
免
除
に
よ
る
解
消
さ
れ
る

(
2
ζ
2
5
2
ω

--F
品
目
立
門
ご
ご
二
百
N

宝
ふ

E
5
8
2
H
Z
H
Z∞
1
8
)
。
売
買
契
約
の
当
事
者
間
で
合
意
免
除
が
あ
れ
ば
、
契
約
上
の
債
務
関
係
は
解
消
す
る
。
売
主
に
保
証
人

Z
Z
5
0「)

北法47(5・38)1242



が
お
れ
ば
、
こ
れ
も
当
然
に
解
放
さ
れ
る

(
O

宮内ユ

一
-Z
2門ご
m
g
z
Z
N
2
)。

第
三
款

不
訴
求
約
束

S
E
E
d
巳

:
0
2
2
2
0
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
原
田
鹿
古
『
ロ
l
マ
法
』
二
五
一
頁
、
船
田
享
二

『ロ
1
7
法
第
三
巻
』
五
七
四
|

ハ
頁
参
照
)

第
一
目

不
訴
求
約
束
に
よ
る
直
接
の
効
果
と
し
て
債
権
者
に
及
ぼ
す
影
響

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

裸
の
合
意
に
よ
っ
て
解
消
で
き
る
市
民
法
上
の
債
務
は
、
裸
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
も
っ

と
も
、
他
種
の
債
務

不
一
誹
求
約
束
に
よ
っ
て
債
務
者
は
抗
弁
を
取
得
す
る

E
E
2
z
i
-
--U
N

(2
)
 

三
ニ
コ

∞
ζ
富

市

=ω
一-Z
E-
円

ω己目
。
斗
司

N
2ふ
)。

要
式
免
除
契
約
や
合
意
免
除
と
の
違
い
は
、
債
務
が
存
続
す
る
点
に
あ
る
。

(
具
体
的
に
は、

言
語
契
約
債
務
と
要
物
契
約
債
務
を
指
す
)
で
あ
っ
て
も
、

多
数
当
事
者
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

一
般
に
約
束
は
、
約
束
の
当
事
者
以
外
の
者
に
利
益
や
不
利
益
が
及
ば
な

い
こ
と
を
原
則
と
す
る

(EE
Z
Z
Z
二
F
N

t

こ
ム
コ
ム∞百∞也)。

も
っ
と
も
、
こ
の
原
則
に
は
例
外
が
あ
る
。
例
外
の
う
ち
、
連
帯
債
務
や
保
証
に
関
係
す
る
の
は
次
の

二
つ
で
あ
る
。

第
一
の
例
外
は、

約
束
の
内
容
と
求
償
権
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
証
の
場
合
か
ら
み
て
い
く
。

主
債
務
者
が
不
訴
求
約
束
を
す
れ
ば
、
保
証
人

5
5
5
2
乙

も
約
束
の
抗
弁
を
取
得
す
る
。

こ
れ
は
、
保
証
人

一E
⑦

E
g
o
-)
が
訴
求
を
受

け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
主
債
務
者
に
利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
こ
に
い
う
利
害
関
係
は
、
保
証
人

(『喜
E
g
o
-)
が
主
債
務
者
に

北法47(5・39)1243 



説

対
し
て
委
任
反
対
訴
権

(
実
定
法
で

い
う
、
費
用
償
泣
請
求
篠
)
を
も
つ
た
め
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

も
し
保
証
人
公
正
宮
5
8吋)
が

北法47(5・40)1244

債
権
者
か
ら
の
訴
求
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
主
債
務
者
が
委
任
訴
権
の
行
使
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
利
害
関
係

壬ふ

ロ""

が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
保
証
人

(
E
2
5
5
)
が
委
任
訴
権
を
も
た
な
い
場
合
に
は
(
例
、
贈
与
の
趣
旨
で
す
る
保
証

(
E
2
5
0
)
)
、

約
束
の
抗
弁
を
も
た
な
い

。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
人

C
M
E
z
z
o
--)
が
不
訴
求
約
束
を
し
た
場
合
に
は
、
主
債
務
者
や
相
保
証
人

(
2
E
2
5
ω
号
)

は
約
束
の
抗
弁
を
も
た
な
い
。

以
上
の
こ
と
は
、
共
同
諾
約
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
諾
約
者
相
互
間
に
組
合
関
係
が
あ
れ
ば
、
諾
約
者
全
員
に
約
束
の
抗
弁
が
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
組
合
関
係
が
な
け
れ
ば
、
債
権
者
か
ら
訴
権
譲
渡
を
受
け
な
い
限
り
、

一
人
が
弁
済
し
て
も
求
償
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る。
但
し
、
以
上
の
こ
と
が
当
て
般
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
不
訴
求
約
束
の
趣
旨
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
債
務
者
に
は
訴
求
し
な

(3
)
 

い
が
保
証
人

(E
2
5
2こ
に
は
訴
求
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
保
証
人

(
E
2
5
5
)
は
約
束
の
抗
弁
を
も
た
な
い

(司
自己
2
5タ
己

一-UN

門戸門戸ムロ印
De
印凶百
C
C
命門-】
U
A
品
門
戸
円
同
コ
叶
百
円
印
坦

mM門一
-U
印
D
E円同叶ロ也∞
ω
百吋日叶
-OU一-四
ωE02ω
ロ
ω∞
CMω
巾門凶品川
w

一)。

第
二
の
例
外
は
、
約
束
の
内
容
だ
け
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
い
う
。
。

詐
欺
の
抗
弁

(
2
2
3
0
己
主
は
約
束
の
抗
弁
を
補
完
す
る
も
の

E
F
E
E
-
-
E
)
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
が
守
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
た
し
か
に
、
厳
格
法

(ω
E
E
E
E
ω)
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
保
証
人

{E2mgHa)
が
不
訴
求
約
束
を
し
て
も
主
債
務
者
は
約
束
の
抗

弁
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
詐
欺
の
抗
弁
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
約
束
の
趣
旨
が
、
主
債
務
者
に
対
し
て
も
訴
求
し
な
い
と
い

(4
)
 

う
点
に
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
保
証
人
や
組
合
関
係
な
き
複
数
諾
約
者
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る

3
2号
E
E
H
Z
F
N
Z己
品
コ
印
N

百
由
。
)
。



こ
の
よ
う
に
、
約
束
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

第
三
者
が
も
っ
固
有
の
求
償
権
(
委
任
訴
権
組
合
訴
権
)

を
侵
害
す
る
場
合
(
ロ
オ
マ
法
で
は
、
間
有
の
求
償
関
係
は
常
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
委
任
や
組
合
と
い
っ
た
法
律
関
係
を
要
す
る
。
後
述
第
二
日
2
参
照
)
や
債

権
者
に
詐
欺
が
あ
っ
て
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
場
合

(詐
欺
の
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
以
回

『
ロ
1
7
法
』
八
五
頁
、
二
一
九
O
頁
、
船
田

『ロ
1
7
法
第
三
巻
』
四

?
7
三
頁
参
照
)
で
あ
る
。

で
は
、
相
諾
約
者
(
述
術
債
務
者
)
が
抗
弁
で
き
る
場
合
に
、
抗
弁
の
範
囲
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の
点
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
求
償
権

に
着
目
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
負
担
部
分
の
限
度
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

第
二
日

不
訴
求
約
束
に
起
因
す
る
種
々
の
法
律
関
係

約
束
の
趣
旨
が
全
員
に
対
し
て
訴
求
し
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
債
務
者
が
抗
弁
で
き
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
約
束
の

趣
旨
が
そ
れ
と
異
な
る
場
合
に
は
、
如
何
な
る
法
律
関
係
を
生
ず
る
か
。
相
債
務
者
等
は
約
束
の
抗
弁
や
詐
欺
の
抗
弁
を
行
使
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
先
に
紹
介
し
た
叙
述
か
ら
わ
か
る
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
次
の

二
点
に
あ
る
。
第

一
に
、
債
権
者
に
対
し
て
主
張
で
き
る
抗
弁
は

他
に
な
い
の
か
。
第
二
に
、
約
束
を
し
た
債
務
者
に
対
し
て
、
相
債
務
者
等
は
求
償
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
保
証

(
E
2
2
5
)
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
主
債
務
者
や
共
同
保
証
人
の
う
ち

一
人
が
不
訴
求
約

束
を
し
た
場
合
に
お
け
る

相
)
保
証
人
で
あ
る
。

1 

債
権
者
に
対
す
る
関
係

第
一
に
、
保
証
人
が
債
権
者
に
対
し
て
主
張
で
き
る
抗
弁
は
三
つ
考
え
ら
れ
る
。
催
告

・
検
索
の
利
益
、
八
刀
別
利
益
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
で

北法47(5・41)1245 



説

あ
る
。

北法47(5・42)1246

催
告
・
検
索
の
利
益
に

つ
い
て
、

ポ
チ
エ
は
こ
れ
を
認
め
る

(O
U
Z

問主
O
H
5
2

ω

∞D
ω

C

巳
)。

ク
ジ
ヤ
ス
を
引
用
し
て
い
る

そ
の
さ
い
に
、

王手ι
日間

(わ

E
R
E
ω-
n
o
E
ヨ
2
5
コ
5
邑

=
E
-z
E
色。
宮内戸
-ω
E
O
N
-
ιeN
一
日
次
の
刊
本
を
参
照
し
た
o
n
E
。-E
〉
ロE
Cω
一勺
P
U
E
F
C
ω
a
-」
P
S
F
-
n
z』常
=
o
ヨ
z
o
-
-
P
5
E
E

。F
一口品
mMeZRW
官。-M
eH
吋
印
∞
(
門戸司
由
ω
白))。

分
別
利
益
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い

。
右
に
引
用
し
た
箇
所
で
、

ク
ジ
ヤ
ス
は
分
別
利
益
も
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
否
定
し
て
い
る

箇
所
も
あ
る
。
不
訴
求
約
束
を
し
た
保
証
人

(E
宮

FEE-
)
は
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
(
包

一-U
印
H
0日間
E
E
E
ヨ
∞
号
こ
E
E
Z
E
E
-
2
2

吉
一2
2
ω

包
ロ
怠
-
Y
H
印
同
(0
3
ω
O
E
E
P
E
百

ω
怠
ふ))。

こ
の
た
め
に
、

ク
ジ
ャ
ス
の
叙
述
か
ら
ポ
チ
エ
の
考
え
方
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き

な
し、

(次
頁
参
照
)。

訴
権
譲
渡
抗
弁
に
つ
い
て
、
ポ
チ
エ
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
そ
の
さ
い
に
、

二
通
り
の
説
明
を
示
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
債
権
者
が
不

訴
求
約
束
に
よ
っ
て
訴
権
を
放
棄
し
た
の
は
、
債
権
者
の
過
責
で
は
な
く
寛
大
さ

(tum
-ω一-E
)
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
寛
大
さ
は
処
口

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
明
で
あ
る

(E
E
E完
-
5
5
怠

E

Z

弐
E
E
品
工
日C
)

。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
訴
権
保
存
の
義
務
を
債

(
5
)
 

権
者
は
保
証
人

ZECE--
)
に
対
し
て
負
っ
て
お
ら
ず
、
弁
済
時
に
有
す
る
訴
権
を
譲
渡
す
れ
ば
足
る
と
い
う
説
明
で
あ
る

(
O

U

一宮
5

2

(
6
)
 

ク
ジ
ャ
ス
が
別
々
の
箇
所
で
示
す
も
の
で
あ
る

(?
Z
E
E
-
邑

O
N
】
ム

NHe
印

ロ
ω
∞
c-N
印1
U
P
一
ま
た
、
ロ
印
印
叶
e
Hl=
ω
一
も
参
加
…
)
O

こ
れ
ら
の
説
明
も
、

内門
MW己ロ

ι白
eH-Hme--
-o
n
η
E
E
)
。

保
証
人
が
債
権
者
に
対
し
て
抗
弁
を
も
つ
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

ポ
チ
エ
の
説
明
は
以
上
に
と
ど
ま
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

ょ
く

わ
か
ら
な
い

。
同

一
の
論
点
に
つ
い
て
説
明
の
仕
方
を
変
え
て
い
る
う
え
に
、
変
更
の
理
由
を
示
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で

も
次
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。



『
債
務
論
』

に
お
い
て
、

ポ
チ
エ
は
次
の
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
。
不
訴
求
約
束
が
主
債
務
者
と
債
権
者
と
の
間
で
行
わ

れ、

保
証
人
に

は
訴
求
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
場
合
を
考
え
る
。
こ
の
場
合
に
、
主
債
務
は
消
滅
し
な
い
。
主
債
務
者
は
抗
弁
対
抗
で
き
る
に
す
ぎ
な

ぃ
。
こ
の
た
め
に
、
附
従
性
を
持
ち
出
し
て
、
主
債
務
の
消
滅
に
伴
っ
て
保
証
債
務
も
消
滅
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
ま
た
、

主
債
務
者
が
抗
弁
を
も
つ
か
ら
と
い
っ
て
、
保
証
人
に
も
同
じ
抗
弁
が
帰
属
す
る
と
は
い
え
な
い

。
こ
の
場
合
に
お
け
る
抗
弁
は
、
主
債
務

者
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

(以
上
に
つ
き
、
o
Z岡
山

5
5
乙∞
04
ω克
己
主

2
2
2
1
8
ω
一
ま
た
、
一
身

W
属
的
抗
弁
に
つ

い
て
は、

3
z
z
g
p

【

ω

一MU
主
門
戸門
戸
口
町
百
円
印
∞
も
参
照
)
。

前
述
の
よ
う
に
ポ
チ

エ
は
検
索

・
催
告
の
利
益
を
-認
め
て
い
た
が
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る

一九世紀フランス法における連帯{責務と保証(1)

と
、
共
同
保
証
人
の
一
人
だ
け
の
た
め
に
す
る
不
訴
求
約
束
が
あ

っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

ポ
チ
エ
は
分
別
利
益
を
認
め
て
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

そ
の

一
方
で
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
右
の
考
え
方
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
と
い
う
の
も
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
を
否
定

す
る
さ
い
に
、

二
通
り
の
説
明
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
不
訴
求
約
束
に
よ
っ
て
債
務
が
消
滅
し
な
い
と
い
う
考
え
方
と

二
通
り
の
説
明
と

一
方
の
説
明
が
当
然
に
導
か
れ

る
と
か

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

一
方
の
説
明
と
両
立
し
な
い
と
い
う
関
係
は

み
い
だ
せ
な
い

。
ま

た
、
何
れ
か

一
方
の
説
明
と
右
の
考
え
方
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
何
か
が
わ
か

る
わ
け
で
も
な
い
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
不
訴
求
約
束
に
よ
っ
て
債
務
は
消
滅
せ
ず
抗
弁
を
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
方
と
関
係
す
る
の
は
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
の

存
否
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
そ
の
こ
と
自
体
で
あ
る
。
一
訴
権
譲
渡
抗
弁
は
、

一誹
求
を
受
け
た
者
が
債
権
者
の
訴
権
保
存
義
務
違
反
を
問

う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
債
権
者
が
訴
権
を
喪
失
し
ま
た
は
暇
抗
あ
る
も
の
と
し
た
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
こ
こ
で
右
の
考
え
方
を
併

せ
考
え
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
不
訴
求
約
束
に
よ

っ
て

一
身
専
属
的
抗
弁
を
取
得
し
た
者
は
、
訴
権
譲
液
の
方
法

(弁
済
者
代
依
)
に

よ
る
求
償
金
請
求
に
お
い
て
も
求
償
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
れ
が
ポ
チ
エ
の
理
解
で
あ
る
。
右
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
不
訴
求
約
束
が
あ

北法47(5・43)1247



説

つ
で
も
債
務
は
消
滅
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
論
理
的
に
あ
り
う
る
考
え
方
と
し
て
、
不
訴
求
約
束
が
あ
っ
て
も
、
債
権
者

は
訴
権
を
譲
渡
で
き
る
し
、
約
束
の
相
対
効
原
則
か
ら
い
っ
て
、
弁
済
者
が
譲
受
債
権
を
行
使
し
て
も
抗
弁
対
抗
を
受
け
な
い
と
考
え
る
こ

王子ι
白岡

と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
ポ
チ
エ
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
の
で
あ
る

(0
5包
5
2
ロ臼∞
O
N
U
巳
2
コ印日戸

H
N
ω
E
。

2 

求
償
関
係

不
訴
求
約
束
を
し
た
債
務
者
等
に
対
し
て
相
債
務
者
等
は
求
償
で
き
る
か
。
一
訴
権
譲
渡
の
方
法
に
よ
る
求
償
は
否
定
さ
れ
て
い
る

し
か
し
、
固
有
の
法
律
関
係
で
あ
る
委
任
に
よ
る
求
償
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
い
う
。

債
権
者
は
自
己
の
訴
権
を
排
斥
で
き
る
が
、
他
人
の
訴
権
を
排
斥
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

3
2
一
ロ
品
目

H
2
z
。

こ
れ
に

対
し
て
、
約
束
の
趣
旨
が
全
員
に
対
し
て
訴
求
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
れ
ば
、

事
情
は
異
な
る
。
保
証
人
が
抗
弁
で
き
た
の
に
債
権
者
へ

弁
済
し
た
の
は
誤
解
す
「

3
2
)
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
だ
と
い
う

(2
E
2
5
2
ω
一-E白
E

己
コ

2
z
E
E
5
5
N
Z
ω
百日目
印)。

こ
れ
は
委
任
に
よ
る
求
償
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
射
程
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
固
有
の
求
償
権
に
関
す
る
理
解
が
今

日
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
オ
マ
法
に
つ
い
て
ポ
チ
エ
は
、

固
有
の
法
律
関
係
{
組
合

・
委
任
)
が
あ
る
場
合
に
限
り
連
帯
債

務
者
や
保
証
人
の
求
償
権
を
認
め
て
い
る
。
ま
た

フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
は
、

か
よ
う
な
法
律
関
係
が
な
く
と
も
固
有
の
求
償
権
を
認
め

て
い
る
が
、

そ
れ
は
事
務
管
理
準
訴
権
と
し
て
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

(特に
、
共
同
不
法
行
為
者
相
互
問
、
共
同
保
証
人
相
瓦
問
)
O

そ
し
て
、
事

一
人
の
弁
済
に
よ
っ
て
相
債
務
者
や
相
保
証
人
が
債
務
解
放
と
い
う
利
益
を
受
け
た
ま
ま
で
い
る
こ

務
管
理
準
訴
権
を
認
め
る
さ
い
に
は
、

と
が
不
当
だ
と
い
う
点
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る

(O
u
t
聞き
0
2
ω

コ
N

∞
戸
ニ
I
N

巳
え
ロ
ム
品目
e

A
1

叶
巳
こ
れ
は
、

日
本
法
で

い
え
ば
不
当
利
得
に
近
い
)。

こ
れ
を
前
提
に
し
て
不
訴
求
約
束
の
帰
結
を
考
え
る
と
、
被
免
除
者
は
不
一誹
求
約
束
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
後
に
相

債
務
者
等
が
弁
済
し
て
も
、
事
務
管
理
準
訴
権
は
発
生
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
委
任
あ
る
場
合
に
関
す
る
ロ
オ
マ

北法47(5・44)1248
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法
文
の
射
程
は
事
務
管
理
準
訴
権
に
は
及
ば
な
い
、
こ
う
い
っ
た
結
論
を
ポ
チ
エ
の
説
明
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
第

一
目
で
紹
介
し
た

説
明
で
も
、
委
任
や
組
合
関
係
に
基
づ
く
間
有
の
求
償
権
の
存
否
が
、
保
-副
人
や
相
依
務
者
に

つ
い
て
の
効
果
を
わ
け
て
い
る
)。

第
四
款

フ
ラ
ン
ス
法
上
の
免
除

フ
ラ
ン
ス
法
の
説
明
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
免
除
は
一
形
式
だ
け
で
あ
る
(
前
述
三
七
頁
参
照
)
。
も
っ
と
も
、
内
容
に
応
じ
て
、
物
的

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

免
除

(-2
2
-Z
芯
色
。
)
と
人
的
免
除

(-t
2
2
2己
R
E「
間

3
2
ω
O
コロ何
=巾
)
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
 

「
物
的
免
除
は
、
債
務
が
支
払
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
を
債
権
者
が
宣
言
す
る
場
合
に
成
立
す
る
。
ま
た
、
現
実
に
は
弁
済
が
な
い
の
に
受

領
し
た
か
の
如
く
に
受
領
証
書
を
交
付
す
る
場
合
に
も
成
立
す
る
。
こ
の
免
除
は
弁
済
と
等
し
い

。
目
的
物
は
義
務
の
対
象
で
な
く
な
る
。

こ
の
た
め
に
、
債
務
を
負
っ
て
い
る
者
全
員
が
解
放
さ
れ
る
」

(O
F
--
室

-s:色
町
)。

「
人
的
免
除
は
、
債
権
者
が
債
務
者
を
債
務
か
ら
解
放
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
解
放
は
、

債
務
関
係
を
解
消
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
債
務
者
の
人
格
を
債
務
か
ら
引
離
す
も
の
で
あ
る

(こ
れ
は
混
同
に
関
す
る
ロ
オ
マ
法
の
表
現
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
述
第
七
項
参
照
|
|
稲
田
)
。

こ
の
免
除
に
よ
る
債
務
の
消
滅
は
、
免
除
を
認
め
ら
れ
た
者
が
単
独
の
主
債
務
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
結
果
的
に
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い

。

こ
れ
は
、
債
務
者
な
く
ば
債
務
は
存
在
し
得
な
い
こ
と
に
よ
る
」

5
2
F
コ合叶一

】ー
ど
こ
。

免
除
を
二
つ
に
わ
け
た
の
は
、
多
数
当
事
者
関
係
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
で
は
、
当
事
者
に
応
じ
て
場
合

を
わ
け
で
、
議
論
を
紹
介
す
る
。

北法47(5・45)1249



説

第

目

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
す
る
免
除

雪ム
ロI悶

連
帯
債
務
者
の
一
人
と
債
権
者
が
免
除
を
合
意
す
る
場
合
は
、
債
権
者
の
意
思
に
応
じ
て
三
一
つ
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
債
務
の
全
部
を
消
滅
さ
せ
る
意
思
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
相
債
務
者
も
解
放
さ
れ
る
と
い
う
(
O

百
E
門
コ
日
叶
印
'

H

h

M

一)。
第
二
は
、
債
権
者
の
意
思
が
次
の
点
に
あ
っ
た
と
一
評
価
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
免
除
を
受
け
る
債
務
者
(
以
下
で
は
、
使
宜
の
た

め
に
被
免
除
者
と
い
う
)
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
と
も
に
、
残
余
の
分
に
つ
い
て
は
被
免
除
者
の
人
格
を
債
務
か
ら
解

放
す
る
、

と
い
う
の
が
意
思
内
容
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
残
余
の
分
に
つ
い
て
、
相
債
務
者
は
な
お
債
務
を
負
う
と
い
う
(
O

百
三
ど
こ
。

第
三
は
、
被
免
除
者
の
人
格
を
解
放
す
る
に
と
ど
め
て
、

し
か
も
相
債
務
者
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
部
の
保
存
を
明
示
し

た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
相
債
務
者
に
対
し
て
債
務
の
全
部
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
免
除
者
の
負
担
部
分
が
控
除
さ
れ

る
。
ま
た
、
相
債
務
者
の
な
か
に
無
資
力
者
が
い
る
場
合
に
は
、
無
資
力
者
の
負
担
部
分
の
う
ち
被
免
除
者
が
分
担
す
べ
き
で
あ
っ
た
分
に

つ
い
て
も
、
控
除
の
対
象
に
な
る
と
い
う

5
2
ニ
-
E一2
2
印
日
メ
ロ
ム
と
)
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
問
題
点
が
三
点
あ
る
。
第
一

に
、
免
除
の
合
意
に
関
与
し
な
か
っ
た
債
務
者
に
も
影
響
が
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二

に
、
第
三
の
場
合
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
意
思
に
反
す
る
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
故
か
。
第
三
に、

三
つ
の
場
合
の
う
ち
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
に
関
す
る
推
定
法
則
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題

点
の
う
ち
、
こ

こ
で
は
第
二
点
と
第
三
点
を
み
る
こ
と
に
す
る

(第一

点
に

つ
いて
は
第
四
日
で
述
べる
)。

問
題
点
第
二
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

北法47(5・46)1250



「
連
帯
債
務
者
は
期
待
を
も
っ
て
い
る
。
完
済
す
れ
ば
相
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
取
得
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
求
償
の
た
め
に
残
り
の

訴
権
を
債
権
者
か
ら
譲
受
け
る
で
あ
ろ
う
、

と
の
期
待
で
あ
る
。

こ
の
期
待
が
な
け
れ
ば
、
連
帯
し
て
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
く
、
自
己
の

負
担
部
分
だ
け
に
つ
い
て
債
務
を
負
っ
た
で
あ
ろ
う
。
債
務
者
が
連
帯
し
た
場
合
に
は

常
に
訴
権
譲
渡
が
黙
一
亦
の

〔
う
ち
に
債
権
者
の
〕

負
担
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
債
務
者
に
対
す
る
完
済
請
求
権
は
、
常
に
訴
権
譲
渡
と
引
換
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
の

場
合
に
お
い
て
は
、
被
免
除
者
に
対
す
る
訴
権
に
つ
い
て
、
債
権
者
は
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
不
能
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

完
済
を
求
め
る
た
め
の
要
件
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
、
完
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

。
訴
権
譲
渡
の

抗
弁
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」

(
O
U
--四

E
Oコω
コN
叶
戸
ム
包
括
弧
書
は
福
田
。
ま
た
、
コ
印
印
戸
旧
日
ム
ω
一
2
3
白コ一

ω
ふ
ω
一
も
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

ポ
チ
エ
は
、
連
帯
債
務
設
定
契
約
の
な
か
に
訴
権
譲
渡
と
の
引
換
で
あ
る
こ
と
を
読
み
込
む
の
で
あ
る

(以
上
の
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介

が
あ
る
。
淡
路
剛
久

『連
市
依
務
の
研
究
』
七
八
|
九
頁
、
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説
(
二
ご
法
維
ニ
O
巻
二
号
一
一一一一
頁)。

問
題
点
第
三
に
つ
い
て
み
る
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、

三

つ
あ
る
場
合
の
う
ち
、
第
一
の
場
合
と
第
二
の
場
合
の
何
れ
が
推
定
さ
れ
る
か
に

帰
着
す
る
。
と
い
う
の
も
、
第
三
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
相
債
務
者
に
対
し
て
債
権
の
全
部
を
保
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
明
示
あ
る
と
き
だ

と
さ
れ
て
い
る
し
、
効
果
の
点
で
、
第
二
の
場
合
と
第
三
の
場
合
は
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

(8
)
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
は
な
い

。
第
二

の
場
合
が
推
定
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
箇
所
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い

。
証
明
責

任
の
一
般
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
債
務
消
滅
事
由
で
あ
る
免
除
の
範
囲
に
つ
い
て
は
債
務
者
が
証
明
責
任
を
負
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か

(
こ
の
点
の
証
明
責
任
準
則
と
そ
の
適
用
例
に
つ
き
、

oc
--聞き

s:芯
∞
豆
町
宮
参
照
)
。
あ
る
い
は
、
債
権
者
の
意
思
解
釈
に
委
ね
て
い
た
と
ポ
チ
エ
を

位
置
づ
け
た
う
え
で
、
権
利
の
放
棄
は
推
定
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
第
二
の
場
合
が
推
定
さ
れ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

こ
九
川
紀
フ
ラ
ン
ス

法
で
は
、
ポ
チ
エ
が
か
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
U
。ヨ
0
5
ヨ
Z
F
N
E
E
ω

甲町古
ω
ω
O
B
N

円
。
一
ヨ
主
今
凶
E
Z
=
タ
之
山
コ
ニ
』

U
Z
]
一一
》
N
2
e
回

E

己
コ
「
R
m
コ=コヨ吊

E
白
R
a戸
こ
ム
コ
コ
由
同
百

二
∞
ま
た
、
↓
。
=
=】
め「
〈。
一品
』
ヨ
ユ
弓
コ
ω
N也
司

N
m
N
-
7
2
-E
ハ一め三

2
3
C
N
3
E
印
印
も
参
照
)
。

し
か
し
、

ポ
チ
エ
は
免
除
の
成
立
に
つ

北法47(5・47)1251



5見

い
て
は
推
定
を
認
め
て
い
る

(
O
U

一高巳
5
2
ω

ロ
g
∞
ー
ニ
ま
た
、

E
E
E
Z
Z
一-C
M

C

こ
品
乙
白
百
台
も
参
照
)
。

こ
の
た
め
に
、

一
九
世
紀
学
説
の
よ
う

に
ポ
チ
エ
を
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
免
除
の
成
立
と
免
除
の
範
囲
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
を
示
さ
ず
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
点
は
将
来
の
課

さ?l込
film 

題
と
す
る
が
、
免
除
範
囲
に
つ
い
て
ポ
チ
エ
は
推
定
の
問
題
を
意
識
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第

目

主
債
務
者
に
対
す
る
免
除

主
債
務
者
が
物
的
免
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
保
証
人
も
解
放
さ
れ
る
。

附
従
性
か
ら
い
っ
て
、
主
た
る
債
務
関
係
の
消
滅
は
保
証
の
消

滅
を
も
惹
起
す
る
か
ら
だ
と
い
う

(ou
--包
5
5
コ
ω
ゴ
)。

主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
も
同
じ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
債
務
免
除
は
ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
不
訴
求
約
束
と
異
な
る
。
免
除
の
合
意
に
よ
り
、
債
務
者
は
法
律
上
当
然
に
(
且
3
Z
E
E
-
E円
)

解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
及
び
附
従
性
か
ら
、
保
証
人
も
解
放
さ
れ
る

(
O

百
η

ユロ
ω
∞
9
3ゐ
ω
一
口
印
印叶
e

】
由

ω
一

mzmコ
白
色
)
。

第
二
に
、

も
し
保
証
人
が
解
放
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
主
債
務
者
に
と
っ
て
解
放
の
実
効
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
保
証
人
は
弁
済
す

れ
ば
、
主
債
務
者
へ
求
償
で
き
る
か
ら
で
あ
る

(
O

百
2
【
コ
色
叶
-
自
己
)
。

こ
の
よ
う
に
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
評
し
て
、
「
保
証
人
(
『
互
企
5
2
2
「
)
は
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
請
求
を
不
受
理

と
判
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
箇
所
も
あ
る

(
O
司
2
ロ印印戸

5
包
)。

さ
ら
に
、
債
権
者
が
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
留
保
し
て
も
、
留
保
に
は
効
力
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
第
一
の
理
由
に
よ
る
と
い

、つ

(。司

E
門
戸

ω
∞D
ω

∞包

)。
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人
的
免
除
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
問
題
は
、

ポ
チ
エ
が
挙
げ
る
二
つ
の
理
由
は
常
に
当
て
板
ま
る
の
か
、

ま
た
訴
権
譲
渡
抗

弁
は
常
に
可
能
な
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
結
論
は
、
常
に
妥
当
す
る
の
は
第

一
の
理
由
だ
け
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
保
証
人
に
求
償
権

が
な
い
場
合
(
例
、
贈
与
の
政
旨
で
す
る
保
証
)
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受

(
9
)
 

け
れ
ば
保
証
人
は
解
放
さ
れ
る
と
い
う
の
が
ポ
チ
エ
の
理
解
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
の
理
由
づ
け
や
訴
権
譲
渡
抗
弁

と
い
う
法
律
構
成
は
、
射
程
が
求
償
権
あ
る
保
証
人
に
限
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
第
二
の
理
由
は
付
加
的
な
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
こ
と
と
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

(第
四
旦
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

第

目

保
証
人
に
対
す
る
免
除

l 

免
除
の
効
果
に
関
す
る
説
明

保
証
人
が
物
的
免
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
主
債
務
者
も
利
益
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る

(O
E
S
Eコ
ω
ロム

ω
-
Eロ
円
一
巳
ロ
ニ
-
∞
目
印

ω
一
ζ
b
g
一ml

Z
E
H
F-も
っ
と
も
、
求
償
の
局
聞
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
)
O

共
同
保
証
人
に
つ
い
て
は
説
明
が
み
あ
た
ら
な
い

。
主
債
務
者
と
同
じ
に
考
え
る
の
で

あ
ろ
う
。

人
的
免
除
の
場
合
は
ど
う
か
。
主
債
務
者
は
解
放
さ
れ
な
い
と
い
う
。
保
証
債
務
は
主
債
務
に
従
属
し
て
い
る
が
、
主
債
務
は
保
証
債
務

に
従
属
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
す
る

(
O
主
主
5
5
口
町
コ
∞
巳
)
O

共
同
保
証
人
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

一
人
に
対
す
る
解
放
に
よ
っ
て
相
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

。
但
し
、
相
保
証
人
の
保
証
契
約
が
被
免
除
者
の
契
約
と
同
時
で

北法47(5・49)1253



説

あ
る
か
そ
れ
よ
り
後
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
免
除
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
相
保
証
人
は
訴
権
譲
渡
抗
弁
を
主
張
で
き
る
。

ま
た
、
相
保
証
人
の
な
か
に
無
資
力
者
が
お
れ
ば
、
無
資
力
者
の
負
担
部
分
の
う
ち
被
免
除
者
が
負
担
す
る
は
ず
だ
っ
た
分
に
つ
い
て
も
抗

高官

弁
で
き
る
と
い
う

(O
E
聞き
O
B
D
S吋
由

l
E
ω
-
E
コ印印叶・

5
pこ
。

右
の
こ
と
に
つ
い
て
問
題
が
三
つ
あ
る
。
第
一

に
、
物
的
免
除
に
つ
い
て
は
主
債
務
者
や
相
保
証
人
も
解
放
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
人
的
免
除
で
あ
っ
て
も
相
保
証
人
に
抗
弁
が
帰
属
す
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
合
意
の
相
対

効
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
共
同
保
証
人
の

一
人
に
対
す
る
免
除
が
あ
れ
ば
、
場
合
に
よ

っ
て
は
相
保
証
人
も
抗
弁
で
き

る
の
は
何
故
か
。
第
三

に
、
(
共
同
)
保
証
人
(
の

一
人
)
が
免
除
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
免
除
内
容
に
つ
き
証
明
な
く
ば
、
物
的
免

除
と
人
的
免
除
の
何
れ
が
推
定
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
第

一
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

(第四
旦
。
ま
た
、
第
三
点
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
。

2 

相
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
理
由

a 

ポ
チ
エ
の
説
明

問
題
点
第
二
に
つ
き
ポ
チ
エ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
複
数
の
者
が
一
緒
に
保
証
人
と
な
る
場
合
に
は
、

お
互
い
に
求
償
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
契
約
す
る
の
は
求
償
を
信
頼
し
て
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
求
償
へ
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
契
約
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
に
、
債
権
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
相
保
証

人
か
ら
信
頼
を
奪
う
の
は
正
当
で
な
い
」
。
し
か
し
、
「
被
免
除
者
が
相
保
証
人
よ
り
も
後
に
保
証
人
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
・
:
被
免
除
者
に

対
す
る
求
償
を
相
保
証
人
が
期
待
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

(O
Z同
5
0コ
:
印
印
プ
N
O
l
-

と
巴
回
、
コ
町
二

5
E。

考
え
方
と
し
て
は
、
連
帯
債
務
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

{前
述
四
七
頁
参
照
)。

も
っ
と
も
違
い
が
あ
る
。
共
同
保
証
に
つ
い

北法47(5・50)1254



(叩
)

て
は
、
保
証
契
約
の
時
期
が
相
前
後
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
免
除
者
の
保
証
契
約
が
先
行
し
て
い
た
か
、

ま
た
は
相
保
証
人
と
同
時
で
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
一
跡
権
譲
渡
抗
弁
を
認
め
る
。
こ
れ
は
、
保
証
契
約
の
な
か
に
抗
弁
の
根
拠
だ
け
で
な
く

抗
弁
の
内
容

(と
な
る
求
償
期
待
の
内
容
)
を
読
み
込
む
考
え
方
で
あ
る

(共
同
抵
当
の
場
合
に
も
似
た
問
題
が
生
ず
る
。
後
述
七
八
頁
参
照
)
。

b 

訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権
の
範
囲
と
訴
権
譲
渡
抗
弁
の
範
囲
の
関
係

右
の
考
え
方
は
、
具
体
的
な
問
題
と
理
論
的
な
問
題
を
惹
起
す
る
。
具
体
的
問
題
と
は
、

人
的
免
除
が
な
い
場
合
に
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る

求
償
の
要
件
と
し
て
保
証
契
約
の
先
後
関
係
を
問
、
つ
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権
の
範
囲
と
訴
権

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

譲
渡
抗
弁
の
範
囲
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
具
体
的
問
題
は
理
論
的
問
題
に
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ポ
チ
エ
の
説
明
か

ら
は
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
二
つ
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
の
理
解
は
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
の
要
件
と
し
て
保
証
契
約
の
先
後
を
問
う
て
い
る
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

で
み
た
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
関
す
る
説
明
に
着
目
す
れ
ば
、
先
行
す
る
保
証
人
が
後
行
す
る
保
証
人
に
求
償
で
き
な
い
、
こ
う
ポ
チ
エ
は
考
え

て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
理
解
を
と
れ
ば
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
と
訴
権
譲
渡
抗
弁
と
は
、
要
件
効
果
の
点
で
平
灰
が
合
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
理
解
は
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
に
関
し
て
は
、
先
行
保
証
人
か
ら
の
求
償
を
認
め
て
い
た
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
推
測
の

根
拠
は
、
固
有
の
求
償
権
に
関
す
る
説
明
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ポ
チ
エ
は
共
同
保
証
人
相
互
聞
に
お
け
る
求
償
の
根
拠
を
衡
平
に
求
め
て
、

共
に
義
務
を
負
っ
て
い
た
者
が

一
人
の
費
用
で
利
益
を
受
け
る
の
は
衡
平
に
反
す
る
か
ら
、

事
務
管
理
準
一
訴
権
に
よ

っ
て
求
償
で
き
る
と
考

え
て
い
る
(
前
述
四
四
頁
参
照
)
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
弁
済
時
に
保
証
人
で
さ
え
あ
れ
ば
、

一
人
の
弁
済
に
よ
っ
て
保
証
債
務
を
免
れ
た
者
と
し

て
求
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
契
約
時
期
の
先
後
は
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ポ
チ
エ
は
、
共
同
保
証
人
相
互
間
に
お

け
る
負
担
部
分
の
限
度
で
固
有
の
求
償
権
を
認
め
る
と
同
時
に
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
を
同
じ
範
囲
に
限
定
す
る

(O
E
2
5コ
:
g
o
--BN

a 
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説

巳
こ
れ
は
連
帯
債
務
者
相
互
間
で
も
同
じ
で
あ
る

0
8
2
己∞汁
P
E
E
-
-
D
C
O
E
S
S
E
三
2
2
ロ

E
)
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償

北法47(5・52)1256

きι
ロ問

に
関
し
て
は
、
契
約
時
期
の
先
後
を
問
わ
な
い
と
い
う
考
え
を
と

っ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求

(日
)

償
と
訴
権
譲
渡
抗
弁
と
は
要
件
効
果
を
異
に
し
、
契
約
の
先
後
関
係
は
抗
弁
に
つ
い
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
京
倣
に
つ
い
て
は
将
来

の
課
題
と
す
る
。
共
同
保
証
人
相
互
間
に
お
け
る
負
仰
い
部
分
に
つ
い
て
、
ポ
チ
エ
は
有
資
カ
者
に
よ
る
頭
割
と
考
え
て
い
る
)。

ポ
チ
エ
が
ど
ち
ら
の
考
え
を
と
っ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
第
二
の
理
解
を
と
っ
た
場
合
に
生
ず
る
理
論
的
問
題
に
つ

い
て
、
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

第
二
の
理
解
を
と
れ
ば
求
償
と
抗
弁
の
要
件
効
果
が
異
な
る
が
、

そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
。
求
償
は
、
専
ら
保
証
人
相
互

聞
に
お
け
る
負
担
の
釣
り
合
い
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
つ
い
て
は
債
権
者
が
関
与
す
る
。

し
か
も
、
抗
弁
は
保
証
契
約
か
ら
直
ち
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
衡
平
を
理
由
と
し
て
訴
権
保
存
義
務
を
契
約
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

。
こ
の
た
め
に
、
抗
弁
の
要
件
効
果
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
保
証
人
と
債
権
者
と
の
関
係
が
考
慮
さ
れ
る
。
こ

う
い
っ
た
理
白
か
ら
、
求
償
と
抗
弁
と
が
要
件
効
果
を
同
じ
く
す
る
必
然
性
は
な
い
、
こ
う
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

推
測
の
根
拠
は
次
の

二
点
に
あ
る
。

第
一
は
、
保
証
人
主
主

5
2こ
と
金
額
貸
与
委
任
者
に
つ
い
て
、

ポ
チ
エ
が
示
す
対
比
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
額
貸
与
委
任
は
双
務

契
約
で
あ
っ
て
、
債
権
者
は
訴
権
を
保
存
し
譲
渡
す
る
債
務
を
負
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
人

(E
2
5
2
に
こ
の
契
約
か
ら
は
訴
権
の
保

存
を
義
務
づ
け
る
債
務
が
出
て
こ
な
い
と
い
う

(前
述
註

(6
)
参
照
。
こ
の
点
は
す
で
に
初
介
が
あ
る
。
寺
田
正
恭
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説

(二)
」
法
雑
二
O

巻
二
号
二二一

丁
四
頁
)
。
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
関
す
る
説
明
(前
仰
と
、
こ
の
対
比
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
証
人
主
主
5moz--

の
訴
権
譲
渡
抗
弁
は
、
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
解
釈
は
当
事
者
の
内
心
の
意
思
を
探
求
す
る
と



い
う
よ
り
も
、
衡
平
を
理
由
に
意
味
を
持
ち
込
む
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
金
額
貸
与
委
任
の
場
合
と
比
較
し
て
、
保
証
人

(Em吉
田

E)
に
対
す
る
債
権
者
の
訴
権
保
存
義
務
は
程
度
と
し
て
弱
く
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
と
保
証

人
相
互
間
の
関
係
と
の
切
断
に
繋
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
証
人

(
E
3
5
2乙
に
対
す
る
訴
権
保
存
義
務
が
、

衡
平
を
理
由
と
す
る
契
約
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
二
の
根
拠
か
ら
は
よ
り
明
確
に
な
る
。

第
二
の
根
拠
は
、
過
失
に
よ
る
訴
権
喪
失
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
(
連
市
債
務
を
も
合
め
て
説
明
さ
れ
て
い
る
)
。
す
な
わ
ち
、

ポ
チ
エ
は
過
失
の

場
合
に
訴
権
譲
渡
抗
弁
を
否
定
す
る
。
具
体
例
と
し
て
、
債
権
者
が
抵
当
権
を
喪
失
し
、
そ
れ
が
デ
ク
レ
に
対
す
る
故
障
申
立
の
慨
怠
に
よ

(ロ)

る
場
合
、
お
よ
び
第
三
取
得
者
の
取
得
時
効
完
成
を
放
置
し
た
こ
と
に
よ
る
場
合
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
の

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

は
次
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
第
一
は
、
債
権
者
の
作
為
に
よ
っ
て
債
務
者
の

一
人
の
人
格
や
財
産
を
解
放
し
て
、
訴
権
譲
渡
が
不
能

に
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
、
訴
訟
に
お
い
て
債
権
者
が
欠
席
し
、
こ
れ
に
よ
り
請
求
棄
却
の
判
決
が
下
さ
れ
、

そ
こ
に
共
謀
の
疑
い

が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
抗
弁
を
二
つ
の
場
合
に
限
定
す
る
理
由
と
し
て
、

ポ
チ
エ
は
二
点
を
挙
げ
る
。
第

一
に
、
債
権
者
の
訴
権
譲
渡
義
務

は
衡
平
に
基
づ
く
に
す
ぎ
な
い
。
厳
密
な
意
味
で
の
債
務
(
戸
5
2
u
=開き
2
3
2主
と

し

て

、
連
帯
債
務
者
や
保
証
人

(
E
2
5
2
R
)
に
対
し

債
権
者
が
訴
権
保
存
を
約
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
債
権
者
は
訴
権
保
存
に
反
す
る
行
為
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
。
第
二
に
、

相
債
務
者
や
保
証
人

(
E
2
5
ω
2
)
も
抵
当
権
の
保
存
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
債
権
者
へ
催
告
し
て
、
自
己
の
危
険
で
時
効
中
断

(
日
)

や
デ
ク
レ
に
対
す
る
故
障
申
立
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
債
権
者
が
抵
当
権
の
喪
失
を
放
置
し
た
こ
と
に
つ
い
て
相
債
務
者
等

が
主
張
で
き
る
の
は
、
債
権
者
へ
催
告
し
て
い
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
も
し
相
債
務
者
等
も
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者

の
過
失
を
主
張
し
て
も
受
理
さ
れ
な
い
。

そ
の
過
失
は
抗
弁
す
る
者
に
も
共
通
す
る
か
ら
だ
と
い
う

(
O
喜
怒

E
ロ
:
印
印
プ
ピ
ー
∞
ω
一
こ
の
点
に
つ
い

て
は
す
で
に
紹
介
が
あ
る
。
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説
(
二
ご
法
縦
二
O
巻
二
号
二
二
四
頁
)
O
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説

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
い
え
る
。

も
し
、

ポ
チ
エ
が
訴
権
譲
渡
抗
弁
だ
け
に
つ
い
て
契
約
の
先
後
関
係
を
考
慮
す
る
と
の
考
え
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
考
え
方
は

言命

説
明
で
き
る
。
訴
権
譲
渡
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
相
互
間
に
お
け
る
負
担
の
均
衡
よ
り
も
、

む
し
ろ
個
々
の
保
証
人
と
債
権
者
の
関
係

が
重
要
で
あ
る

(ポ
チ
エ
が
右
に
紹
介
し
た
な
か
で
い
う
衡
平
と
は
、
債
権
者
と
の
関
係
を
指
し
て
い
る
と
附
附さ
れ
る
)
。

こ
の
た
め
に
、
各
保
証
人
が
契
約
に
さ

い
し
て
期
待
し
て
い
た
求
償
権
の
範
囲
が
抗
弁
の
内
容
に
な
る
、
こ
う
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
契
約
時
期
を
異
に
す
る
場
合
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

。
も
し
、
時
期
を
異
に
す
る
連
帯
債
務
の
設
定
を
認
め
て
い

た
と
す
れ
ば
、
同
様
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
の
よ
う
に
考
え
て
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
だ
け
に
つ
い
て
契
約
の
先
後
を
考
慮
す
る
な
ら
ば、

ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
の
と
類
似
し
た
問
題
が

生
ず
る
。
後
行
す
る
保
証
人
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
先
行
す
る
保
証
人
が
分
別
利
益
を
主
張
す
る
さ

い
に
、
被
免
除
者
を
頭
数
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
先
行
す
る
保
証
人
は
被
免
除
者
に
対
し
て
固
有
の
求
償
権
を
行
使
で
き

る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

(
前
述
第
三
款
第
二
目
参
間
)。

し
か
し
、

ポ
チ
エ
は
こ
の
問
題
に
言
及
し
な
い

(後
述
六
O
頁
参
照
)
。

第
四
回

合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係

1 

概
説

場
合
に
よ
っ
て
は
免
除
の
合
意
が
、
合
意
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
債
務
者
・
保
証
人
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
み
た
。
こ
の
こ
と
と
合
意
の

相
対
効
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
。

ポ
チ
エ
は
、
原
則
と
し
て
合
意
の
効
力

(主
主
が
当
事
者
間
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
合
意
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
務
関
係
や
権
利
は
、
意
思

北法47(5・54)1258



の
合
致

(-2
0
2
2
Z
E
E
Z
ニ3
0
2
2
3
己

2
5
5広
島

2
3
5
2
)
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
合
意
に
よ
っ
て
、
関
与
し
な

か
っ
た
第
三
者
に
債
務
を
課
し
た
り
権
利
を
付
与
し
た
り
で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
う

(ozgzoロ
:
g
E
当)。

そ
の
一
方
で
、
例
外
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
免
除
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
合
意
の
相
対
効
原
則
は
、
保
証
人
に
つ
い
て
一
種
の
例
外
を
生
ず
る
。
債
権
者
と
主
債
務
者
間
の
合
意
は
、
こ
れ
に
加
わ
ら
な
か
っ
た

保
証
人
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
合
意
に
よ
っ
て
主
債
務
者
が
取
得
す
る
の
と
同
じ
権
利
を
、
保
証
人
は
債
権
者
に
対
し

て
取
得
す
る
」

(
8
2
;
包)。

合
意
の
相
対
効
原
則
と
債
務
免
除
の
関
係
に
関
す
る
言
及
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
説
明
が
網
羅
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

ポ
チ
エ
の
考
え

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1) 

方
は
そ
の
議
論
か
ら
理
論
的
に
推
測
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
ポ
チ
エ
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、
免
除
の
合
意
に
加
わ
ら
な
い
第
三
者
へ

免
除
の
影
響
が
及
ぶ
場
合
は
、

二

つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

物
的
免
除
の
場
合
に
は
、
被
免
除
者
が
連
帯
債
務
者
・
主
債
務
者
・
保
証
人
の
何
れ
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

全
員
が
解
放
さ
れ
る
(
前
述

四
六
頁
、
四
八
頁
、
四
九
頁
)
。

こ
れ
は
、
物
的
免
除
が
弁
済
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る

(四
五
頁
)。

こ
れ
は
、

ロ
オ
マ
法
で
い
え
ば
、
要
式
免
除
契

約
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

(第
一
款
参
加…
)。

こ
れ
に
対
し
て
、
人
的
免
除
の
場
合
に
は
全
員
が
解
放
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
相
連
帯
債
務
者
や
相
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
場

そ
れ
は
免
除
の
効
力
で
は
な
く
、

合
で
あ
っ
て
も
、

む
し
ろ
訴
権
譲
渡
抗
弁
や
附
従
性
の
効
果
で
あ
る

(前
述
四
七
l
八
頁
、
五
O
|
一頁
参
照
)
。

ポ
チ
エ
の
議
論
を
理
論
的
な
観
点
か
ら
意
味
づ
け
れ
ば
、
こ
の
議
論
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
債
権
者
か
ら
訴
求
を
受
け
た
相
連
帯
債
務

者
や
保
証
人
が
訴
権
譲
渡
抗
弁
や
附
従
性
を
主
張
す
る
に
は
、
合
意
の
事
実
を
主
張
立
証
す
れ
ば
た
り
、
合
意
の
効
力
が
自
分
に
及
ぶ
こ
と

北法47(5・55)1259



説

を
主
張
す
る
必
要
は
な
い

。
そ
の

一
方
で
、
合
意
の
相
対
効
原
則
は
合
意
の
効
力
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
合
意
の
事
実
ま
で
も
が

相
対
的
に
捉
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

。
し
た
が

っ
て
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
や
附
従
性
を
理
由
に
解
放
を
主
張
で
き
る
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と

子""-
日間

は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
抵
触
し
な
い
の
で
あ
る
。
ポ
チ
エ
は
保
証
に
つ
い
て
、
間
従
性
を
理
由
に
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
が

成
立
す
る
と
い
う
が

(前
夏
、
免
除
の
効
力
が
保
証
人
へ
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
理
論
的
に
は
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

ポ
チ
エ
は
「

一
種
の
例
外

(E

m
mω

志
向
。
号
祝日
吉
5
2
)
」
だ
と
い
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

京

チ
エ
を
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
も
の
が
あ
る
。
。
。
ョ。
一。ョ

Ze門
N
印
ロ
主
司

ι
由
)。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
合
意
の
相
対
効
原
則
が
問
題
と
な
る
の
は
、
物
的
免
除
の
場
合
だ
け
だ
と
い
え
る
。
物
的

免
除
の
効
果
が
弁
済
と
等
し
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
免
除
の
効
果
が
全
員
に
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
人
的
免
除
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

求
償
の
局
面
で
は
免
除
の
効
力
や
合
意
の
相
対
効
原
則
が
問
題
に
な
り
う
る
。
こ
の

二
点
に
つ
き
さ
ら
に
検
討
す
る
。

2 

物
的
免
除
の
場
合

ま
ず
、
物
的
免
除
と
合
意
の
相
対
効
原
則
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
。
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
ポ
チ
エ
が
挙
げ
る
の
は
、
主
債

務
者
が
免
除
を
受
け
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
外
は
こ
の
場
合
に
限
ら
な
い

。
連
帯
債
務
者
や
共
同
保
証
人
の
一
人
が
物
的
免
除

を
受
け
る
場
合
に
も
例
外
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
主
債
務
者
が
物
的
免
除
を
受
け
る
場
合
に
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
、

例
外
に
あ
た
る
と
い
わ
な
い
で
も
、
附
従
性
を
理
由
に
し
て
説
明
で
き
る
。
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、

む
し
ろ

連
帯
債
務
や
共
同
保
証
の
場
合
だ
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
を
ロ
オ
マ
法
の
説
明
と
対
比
し
て
み
る
。

ロ
オ
マ
法
に
つ
い
て
は
、
免
除
行
為
と
し
て
三
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
要
式
免
除
契
約
と
不
訴
求
約
束
に
つ
い
て
み
る
。

北法47(5・56)1260



ポ
チ
エ
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
物
的
免
除
を
説
明
す
る
さ
い
に
、

ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
ど
の
制
度
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
要
式
免
除
契
約
だ
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、

た
し
か
に
不
訴
求
約
束
で
あ
っ
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
全

員
へ
効
力
が
及
ぶ
と
さ
れ
た
が
(
前
述
三
九
l
四

O
E、
全
員
へ
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
弁
済
に
擬
え
て
い
た
の
は
要
式
免
除
契
約
の
ほ
う
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
物
的
免
除
の
説
明
を
み
る
と
、
要
式
免
除
契
約
に
関
す
る
ロ
オ
マ
法
文
を
挙
げ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

(前
述
討

(
8
)
参
照
)
。

そ
れ
で
は
、

ロ
オ
マ
法
の
説
明
に
さ
い
し
て
、
約
束
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
た
の
は
ど
れ
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
不
訴
求
約

束
だ
け
で
あ
っ
て
、
要
式
免
除
契
約
に
つ
い
て
は
相
対
効
原
則
の
問
題
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
相
対
効
原
則
の
射
程
外
と
理
解
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
前
述
三
七
l
九
頁
参
照
)
。
と
こ
ろ
が
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
説
明
に
さ
い
し
て
は
形
式
に
よ
る
区
別
は
捨
て
ら
れ
て
、

あ
ら

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

ゆ
る
債
務
が
単
な
る
合
意
で
消
滅
す
る
と
さ
れ
た

(前
述
三
六
|
七
頁
、
四
五
頁
参
照
)
。

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
免
除
の
合
意
は
、
す
べ
て
相
対

効
原
則
の
射
程
内
に
あ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
ポ
チ
エ
は
明
言
し
な
い
け
れ
ど
も
、
物
的
免
除
に
つ
い
て
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る

例
外
を
認
め
て
い
る
。
例
外
を
設
け
た
理
由
を
探
せ
ば
、
効
果
が
弁
済
に
等
し
い

こ
と
を
挙
げ
う
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
か
よ
う
な
理
論

は
正
当
か
。
こ
の
点
に
つ
き
ポ
チ
エ
自
身
の
説
明
は
な
く
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
で
も
十
分
な
議
論
は
な
い
五
常
第
三
節
第
五
項
第

一
款
第
二

目
参
照
)。

ポ
チ
エ
と
同
じ
く
ロ
オ
マ
法
を
法
源
と
し
た
ド
イ
ツ
普
通
法
学
を
検
討
す
る
の

が
有
益
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
課
題
と
し
て
お
く
。

3 

人
的
免
除
の
場
合

北法47(5・57)1261 

次
に
、
人
的
免
除
の
場
合
に
お
い
て
、
免
除
が
求
償
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
、
お
よ
び
そ
の
影
響
と
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、

ポ
チ
エ
の
考
え
を
窺
う
こ
と
は
で
き
る
。
場
合
を
わ
け
て
み
て
み
る
。

連
帯
債
務
者
の

一
人
に
対
し
て
人
的
免
除
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、

ポ
チ
エ
は
相
債
務
者
に
訴
権
譲
波
抗
弁
を
認
め
る
。
そ
の
さ
い
に
、



説

債
権
者
は
被
免
除
者
に
対
す
る
訴
権
を
相
債
務
者
へ
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う

一前
述
四
七
頁
参
附
)
。

抗
弁
が
な
い
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、

、
、
、
、
、
、

も
し
訴
権
譲
渡

」
の
説
明
か
ら
す
る
と

訴
権
の
譲
渡
を
受
け
て
も
相
債
務
者
は
被
免
除
者
へ
求
償
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

雪"6.
n冊

ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
不
訴
求
約
束
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

(前
述
間
二
|
問
頁
参
照
)
。

固
有
の
求
償
権
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
ポ
チ
エ
は
明
言
し
な
い
け
れ
ど
も
、
連
帯
債
務
者
相
互
間
に
固
有
の
求
償
維
を
根
拠
ε

つ
け
る
よ
う
な
法
律
関
係
が
あ
れ
ば
求
償
で
き

」
れ
は
、

そ
れ
で
は
、

る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
証
人
は
固
有
の
求
償
権
を

行
使
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
茨
頁
参
照
)、
そ
の
考
え
方
は
連
帯
債
務
に
も
当
て
猷
め
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に

い
う
固
有
の
求
償
権
と
は
、
組
合
や
委
任
に
よ
る
も
の
を
指
し
、
事
務
管
理
準
訴
権
に
よ
る
求
償
権
を
含
ま
な
い

。

そ
う
す
る
と
、
相
債
務
者
が
被
免
除
者
へ
求
償
で
き
な
く
な
る
の
は
、
一
誹
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
と
固
有
の
求
償
権
の
う
ち
事
務
管
理
準
訴

権
に
よ
る
求
償
の
場
合
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
紙
触
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、

の
う
ち
事
務
管
理
準
訴
権
に
よ
る
求
償
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

合
意
の
相
対
効
原
則
に
反
し
な
い
と
い
え
る

(後
述
す
る
共
同

保
証
の
場
合
を
参
照
)。

要
す
る
に
、

ポ
チ
エ
の
考
え
を
と
る
と
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
抵
触
問
題
を
生
ず
る
の
は
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
の

場
合
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
つ
き
相
債
務
者
が
被
免
除
者
に
求
償
で
き
な
い
と
し
て
も
合
意
の
相
対
効
原
則
に
は
紙
触
し
な
い
、

チ
エ
は
こ
う
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
相
債
務
者
が
訴
権
譲
渡
抗
弁
を
主
張
せ
ず
に
弁
済
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
、

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
は

な
い
。
主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
と
同
じ
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か

(次
空
。
も
っ
と
も
、
保
証
の
場
合
に
は
求
償
要
件
と
し

て
の
通
知
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
連
帯
債
務
者
相
互
間
に
つ
い
て
、

ポ
チ
エ
は
通
知
を
求
償
要
件
と
し
な
い
。
こ
の
点
は
将

来
の
課
題
と
し
て
お
く
。

北法47(5・58)1262
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主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受
け
れ
ば
保
証
人
も
解
放
さ
れ
る
、

と
ポ
チ
エ
は
い
う

(前
述
四
八
頁
)。

こ
の
た
め
に
、
保
証
人
が
債
権
者
に
対

し
て
附
従
性
を
主
張
す
れ
ば
、
求
償
問
題
を
生
ず
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
も
し
附
従
性
を
保
証
人
が
主
張
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
保
証
人
は
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場

合
に
主
債
務
者
へ
求
償
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

(ロオ
7

法
で
は
こ
の
問
題
を
生
じ
た
。
第
三
及
第
二
日
参
照
。
こ
の
占
…
の
克
典
は
、
ポ
チ
エ
が
不
訴
求

約
束
と
人
的
免
除
を
浮
つ
も
の
と
し
て
術
成
し
た
結
果
と
し
て
附
従
刊
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
)
。
こ
の
問
題
は
、
合
意
の
相
対
効
原
則
の
射

程
を
探
る
の
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
問
題
は
、
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
弁
済
し
て
も
、
主
債
務
者
へ
求
償
で
き
る
の
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1 ) 

第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
は
主
債
務
者
へ
求
償
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
保
証
人
解
放
の
理
由
と
し
て
、
も
し

、
、
、
、
、
、
、

解
放
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
主
債
務
者
に
と
っ
て
免
除
の
実
効
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(前
述
四
八
頁
参
照
)。

合
意

の
相
対
効
原
則
が
作
用
す
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
ロ
オ
マ
法
と
の
連
続
性
の
な
か
で
捉
え
る
と
、
「
債
権
者
が
他
人

(保

証
人
)
の
訴
権
を
排
斥
で
き
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
考
え
方
の
射
程
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、

保
証
人
が
固
有
の
求
償
権
、

し
か
も
組
合
や
委
任
と
い
っ
た
関
係
に
も
と
ご
つ
く
求
償
権
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
事
務
管
理
準
訴
権
と
訴
機
譲
渡
に
よ
る
求
償
縦
し
か
発
生
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
に

つ
い
て
は
、
保
証
人
が
求
償
権
を
も

っ
て

い

た
と
は
い
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
事
務
管
理
準
訴
権
が
発
生
す
る
に
は
、
弁
済
に
よ
っ
て
求
償
義
務
者
が
債
務
解
放
と
い
う
利
益
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権
は
「
他
人
の
訴
権
」
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る

(前
述
間
四

五
頁
参
附'
)。

第
二
に
、
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
の
に
弁
済
し
た
場
合
は
、
主
債
務
者
に
対
し
て
求
償
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(O
Z
S
5
2

ロ
ム
ω
N
P

印
ま
た
、
前
述
四
四
頁
参
問
…
)
。
し
か
し
、
こ
れ
は
免
除
の
効
力
で
は
な
く
、
求
償
要
件
で
あ
る
通
知
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ポ
チ

エ
の
説
明
を
理
論
構
成
す
れ
ば
、
求
償
権
は
成
立
す
る
が
通
知
慨
怠
に
よ
っ
て
失
格
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
求

北法47(5・59)1263



説

償
で
き
な
い
こ
と
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
抵
触
し
な
い
と
い
え
る
。
通
知
の
問
題
に
つ
き
詳
し
く
は
、
将
来
の
課
題
と
す
る
。

言命

共
同
保
証
人
の
一
人
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
連
帯
債
務
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
説
明
が
示
さ
れ
た

(前
述
四
九
l
五
一頁
参

照
)
。
こ
こ
で
は
、
差
異
に
つ
き
検
討
す
る
。

共
同
保
証
人
相
互
間
の
求
償
関
係
に
つ
い
て
は
、

ポ
チ
エ
の
考
え
を
二
通
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
の
範

囲
が
訴
権
譲
渡
抗
弁
の
範
囲
に
一
致
す
る
と
い
う
理
解
と

一
致
し
な
い
と
い
う
理
解
で
あ
る
(
前
述
第
三
目
2
b
頁
参
照
)
。
も
し
一
致
す
る
と

い
う
理
解
を
と
れ
ば
、
連
帯
債
務
の
場
合
と
同
じ
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
相
保
証
人
は
被
免
除
者
に
対
し
て
求
償
で
き
な
い
が
、

そ
の
こ
と

は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
を
生
ず
る
の
は
、
求
償
範
囲
が
訴
権
譲
渡
抗
弁
の
範
囲
と
異
な
る
と
い

う
理
解
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
求
償
範
囲
と
抗
弁
の
範
囲
が
異
な
る
た
め
に
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
を
主
張
し
て
も
、
被
免
除
者

の
負
担
部
分
に
つ
い
て
相
保
証
人
は
債
務
を
免
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

在

日
)
の
切
吉
川
)
0

こ
の
た
め
に
、

負
担
部
分
に
つ
い
て
、
弁
済
者

は
被
免
除
者
に
求
償
で
き
る
か
と
い
う
問
題
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

も
し
求
償
で
き
る
と
す
れ
ば
、
被
免
除
者
は
免
除
の
実
効

性
を
失
う
こ
と
に
な
る
し
、

ま
た
求
償
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
占
…
に
つ
い
て
、

ポ
チ
エ
の
説
明
は
な
い
が
、
求
償
を
否
定
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
共
同
保
証
人

相
互
聞
に
お
け
る
固
有
の
求
償
権
は
、
事
務
管
理
準
訴
権
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
準
訴
権
が
発
生
す
る
に
は
、
弁
済
に
よ
り
保
証
人
が
解

放
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る

(前
述
四
四
l
五
頁
参
照
)
。
と
こ
ろ
が
、
被
免
除
者
の
解
放
原
因
は
人
的
免
除
で
あ
っ
て
弁
済
で
は
な
い
か
ら
、
被

1
3

免
除
者
に
対
す
る
固
有
の
求
償
権
は
発
生
し
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

固
有
の
求
償
権
が
な
け
れ
ば
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権
も
な
い

(前
述
五

一
頁
参
照
)
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

そ
れ
は
相
保
証
人
へ
免
除
の
効
力
が
及

も
し
被
免
除
者
に
対
し
て
求
償
で
き
な
い
と
し
て
も
、

ぶ
か
ら
で
は
な
く
、
被
免
除
者
が
免
除
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

も
し
求
償
を
否
定

北法47(5・60)1264



し
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
紙
触
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

(
l
)
言
語
契
約
債
務
と
は
次
の
も
の
を
指
す
。
問
答
契
約
債
務
・
解
放
自
由
人
の
宣
誓

(E
E
C
E
含
ヨ

=
Z
E
)

に
よ
っ
て
生
ず
る
労
働
債
務
・
嫁
資

の
宣
誓

(
止
さ
二
目
立
O
)

の
三
つ
で
あ
る

(2
2
Z
E
P
乙
一
-
z
m
F
E
ムコ

N
百日由
Ne
--
F
E
z
-
m
ロ
N
N
D
司自由∞

E
C
こ
叶
乙
合
∞

g
g
H
司叶

2
)
。
後
二
者
に

つ
い
て
は
、
原
因
慶
士
口

『
ロ
l
マ
法
』
一
二

五

六

頁

、

船

田

享

二
『
ロ
l
マ
法
第
三
巻
』
一
一
一
ニ
|
四
一奥
参
照
。

(2
)
債
務
が
消
滅
す
る
か
、
抗
弁
の
働
き
か
け
に
よ

っ
て
防
禦
で
き
る

に
す
ぎ
な
い
か
と
い
う
問
題
は
、
ロ
オ
マ
方
式
書
訴
訟
手
続
に
お
け
る
抗

弁

(
2
2
E
O
)
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
実
体
法
上
の
抗
弁
と
訴
訟
上
の
抗
弁
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ポ
チ
エ
が
ロ
オ
マ
法
に
つ
い
て
は
区
別
を
認
識
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い

て
免
除
を
統
一
し
た
こ
と
は
、
こ
の
区
別
の
放
棄
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(OF
一回開巳
5
5
コ
ωMω

・ム

ω
一
参
附
)。

こ
の
た
め
に
、
こ
の
区

別
に
つ
い
て
は
詳
論
し
な
い

。

な
お
、
ド
イ
ツ
普
通
法
お
よ
び
現
行
法
下
で
の
議
論
に
つ
い
て
、
坂
口
裕
英
「
サ
ヴ
ィ
ニ

l
お
よ
び
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
の
抗
弁
論
に
関
す

る
理
論
に
つ
い
て
」
名
城
法
学
一
五
巻
一

H
二
号
七
六
頁
以
下
、
永
田
真
三
郎
「
抗
弁
権
概
念
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
法
学
論
集
二
二
巻
四
H

六
号
五
八
五
頁
以
下
、
山
崎
敏
彦
『
抗
弁
権
の
永
久
性
論
』
八
四
|
九
九
頁
参
照
。

(
3
)
約
束
の
内
容
が
、
債
務
者
本
人
に
は
訴
求
し
な
い
が
相
続
人
に
は
訴
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
場
合
も
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
債
務

者
の
相
続
人
も
約
束
の
抗
弁
を
も
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
3
E
2
2
こ

--U
N
E
こ
ム
コ
印
ミ
由
)。

(
4
)
『
パ
ン
デ
ク
タ
エ
』
の
該
当
部
分
を
挙
げ
て
お
く
(
傍
線
部
分
は
ポ
チ
エ
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
誌
は
省
略
し
、
改
行
は
慨
視
す
る
)
。

「・
:
対
物
約
束
は
次
の
者
全
員
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
そ
の
者
の
債
務
関
係
の
解
消
が
約
束
し
た
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
債
務
者
の
合
意
は
保
証
人

(E
2
E
o
z
m
)
に
利
益
と
な
る
で
あ
ろ
う

(E
三

O

M

E

N
H
印
)
。
二
人
の
諾
約
者
や
組
合
員
で
あ
る

二
人
の
銀
行
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
宅

E
u
g
ι

日
印
胃

)。

し
か
し

(Z5
5
5
)、
債
務
者
だ
け
に
対
し
て
訴
求
し
な
い
、
保
証
人

(E
E
C
ω巴
「)
に
は
訴
求
す
る
と
の
趣
旨
で
あ
っ
た
場
合
は
別
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
保
証
人

(E
2
5
8
乙

は
抗
弁
を
も
た
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
さ
一
司
ロ

g
己

NN)
」
(3
ロ含円
gm-
己

=
σ
N
E
己
ム
ロ
印
D
司
苫
)。

「
し
か
し
、
保
証
人

(
E
2
2
0乙
の
約
束
が
債
務
者
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
大
概
は
詐
欺
の
抗
弁
が
債
務
者
に
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説

利
益
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
書
い
て
い
る

(
E
E
u
g己
N

印-
N
)

。
す
な
わ
ち
(
〈

E
一百三、

債
務
者
に
も
訴
求
し
な
い
と

の
趣
旨
で
あ
っ
た
場
合
に
そ
う
な
る
。
共
同
保
証
人
(
向
。
ロ

E
め

E
g
o
-
Z
)
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る

(
C
J

0

2
巳

N

出
)。

組
合
員
で
な
い
複
数
諾
約

者
に
つ
い
て
も
〔
同
じ
だ
〕
と
付
加
で
き
る
」

(
O司

2
;む
キ
y

コ
1
3
は
稲
田
)
。

本
文
に
お
け
る
ポ
チ
エ
の
紹
介
・
整
理
は
、
右
の
箇
所
を
中
心
と
し
て
筆

者

福

田
)
な
り
の
ポ
チ
エ
ま
た
は
ロ
オ
マ
法
理
解
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
ロ
オ
マ
法
文

(に
関
す
る
福
田
の
理
解
)
と
ポ
チ
エ
の
説
明
と
は
区
別
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
殴
昧
な
ま
ま

残
し
て
お
く
。
本
稿
は
、
実
定
法
解
釈
論
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
史
的
な
観
点
か
ら
の
厳
密
な
検
討
は
本
稿
の
叙
述
を
複
雑
に
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
5
)
ポ
チ
エ
は
二
通
り
の
説
明
を
す
る
さ
い
に
、
想
定
事
案
を
か
え
て
い
る
。
債
権
者
の
寛
大
さ
は
谷
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
説
明
す
る
さ

い
に
は
、
共
同
保
証
人

(
2
2
2
E
5
2
5
)
の
一
方
だ
け
の
た
め
に
不
訴
求
約
束
が
な
さ
れ
た
場
合
を
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者

に
訴
権
保
存
義
務
が
な
い
と
説
明
す
る
さ
い
に
は
、
主
債
務
者
だ
け
の
た
め
に
不
訴
求
約
束
が
な
さ
れ
た
場
合
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
(
こ
れ
は
、

ポ
チ
エ
が
引
用
す
る
ク
ジ
ャ
ス
で
も
同
じ
で
あ
る
)。

こ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ポ
チ
エ
は
保
証
人

(E
2
2こ
に
訴
権

譲
渡
抗
弁
を
否
定
す
る
さ
い
に
、
不
訴
求
約
束
を
し
た
の
が
主
債
務
者
で
あ
る
か
共
同
保
証
人

E
E己
め

E
g
o
-)
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
理
由
を
使

い
分
け
て
い
る
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
6
)
一
一
通
り
の
説
明
が
生
じ
た
事
情
を
解
説
す
る
。

債
権
者
が
訴
権
を
喪
失
し
た
事
案
に
つ
い
て

二
つ

の
ロ
オ
マ
法
文
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は

一
見
す
れ
ば
矛
盾
す
る
た
め
に
、
調
和
が
試
み
ら
れ
た
。

そ
の
さ
い
に
、
二
法
文
に
お
け
る
事
案
の
差
異
と
し
て
着
目
さ
れ
た
事
実
が
二
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
が
二
通
り
の
説
明
を
可
能
に
し
た
事
情
で
あ
る
。

こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
。

第
一
法
文

(
3
3
0
ム
白

ω

U

印
守
二
)
の
事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
債
権
者
が
主
債
務
者
に
対
し
訴
求
し
た
が
、
債
権
者
の
過
責
に
よ
り
敗

訴
し
た
(
ポ
チ
エ
や
夕
、
ン
ヤ
ス
は
、
敗
訴
し
た
原
因
の
例
と
し
て
過
多
請
求
を
挙
げ
る
。
過
多
請
求
に
つ
い
て
は
船
田
亨
二
『
ロ
1
7
法
第
五
巻
』
二
五
一

ー
二
頁
参
照
)
。

そ
の
後
に
、
債
権
者
は
金
積
貸
与
委
任
者
に
対
し
て
訴
求
し
た
。
ま
た
、
第
二
法
文
(

{

Z

一
口
注
目
】
印
e

]

)

の
事
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
二

O

金
に
つ
い
て
甲
乙
二
人
が
保
証
言
号
F
E
E
-O
)

し
た
。
甲
が
、
訴
求
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
債
権
者
に
対
し
て
五
金
に
つ
き
諾
約
し

た

(
ポ
チ
エ
や
ク
ジ
ヤ
ス
は
、
甲
だ
け
の
た
め
に
不
訴
求
約
束
が
成
立
し
た
と
み
る
)
。
そ
の
後
に
、
債
権
者
は
乙
に
対
し
て
訴
求
し
た
。

以
上
の
事
案
に
お

い
て
、
第
一
法
文
で
は
、
請
求
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
金
額
貸
与
委
任
者
へ
訴
権
を
譲
渡
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
れ
に
対

雪ふ
n問
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

し
て
、

第
二
法
文
で
は
、
乙
に
抗
弁
が
な
い
と
す
る
。

こ
の
二
法
文
を
前
に
し
て
、
ポ
チ
エ
ら
は
次
の

二
点
に
着
目
す
る
。
債
権
者
が
訴
権
を
喪
失
し
た
の
は
、
第
一
法
文
で
は
債
権
者
の
過
責
に

よ
る
も
の
だ
が
、
第
二
法
文
で
は
不
訴
求
約
束
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
事
案
の
差
異
の
第
一
点
は
こ
れ
で
あ
る
。
第
二
点
は
当
事
者
に
着
目
す

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
か
ら
訴
求
を
受
け
て
い
る
の
は
、
第

一
法
文
で
は
金
額
貸
与
委
任
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
法
文

で
は
保
証
人

(
E
2
5
g乙
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
ポ
チ
エ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

金
額
貸
与
委
任
者
は
受
任
者

H
債
権
者
に
対
し
て
委
任
正
訴
権
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
権
者
は
委
任
事
務
の
処
理
に
さ
い
し
て

受
領
し
た
も
の
(
訴
権
)
に
つ
い
て
、
そ
の
引
渡
義
務
を
負
う
。
こ
の
た
め
に
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
訴
権
譲
渡
が
不
能
に
な
れ
ば
、
債
権

者
は
金
額
貸
与
委
任
者
に
対
し
て
委
任
反
対
訴
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
。
保
証
人
(
己
主
5
2乙
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
事
情
が
異
な
る
。
訴
権

を
保
存
す
る
と
い
う
債
務
を
、
債
権
者
は
保
証
人

(E
2
20「)
に
対
し
て
約
し
て
い
な
い
。
弁
済
時
に
債
権
者
が
訴
権
譲
渡
を
拒
め
な
い
の
は
、

衡
平
を
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
債
権
者
は
弁
済
時
に
も
っ
て
い
る
訴
権
だ
け
に
つ
い
て
、
譲
渡
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
(
こ
の
占
…
に

つ
い
て
、
ク
ジ
ヤ
ス
の
理
解
は
は
っ
き
り
し
な
い
)
。

こ
こ
で
で
て
き
た
二
つ
の
ロ
オ
マ
法
文
に
つ
い
て
は
、
数
多
の
説
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
標
準
註
釈
で
は
六
つ
の
説
が
挙
が
っ
て
い
る
お
一
B
g

hw

己
ロ
ム
中

「
回
目
-

H

〈

何

uR
伶百円
5
コ
己
。

(
7
)
「
債
権
者
が
宣
言
す
る
(
念
円
Z
Z
『)」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
単
独
行
為
に
よ
る
免
除
を
認
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
チ
エ
は
、
免
除
の
成
立
に
合

意
を
要
求
し
て
い
る

(
O
E包
C
O
コω
ロ

-EA)
。
但
し
、
遺
言
に
よ
る
免
除
は
認
め
る
よ
う
で
あ
る

(
g
E
Z
Z
?
こ

一回Z
コ
-
こ
コ
印
白
百
日
目
町
一
三
自
己
巳

コ

]
戸

市

W

由

-
ω
，∞

巳
)。

(
8
)
次
の
箇
所
で
あ
る
。

「
連
帯
債
務
者
の
場
合
に
お
い
て
、
債
権
者
は
一
人
に
対
す
る
債
務
免
除
に
よ
り
債
務
を
消
滅
さ
せ
て
、
相
債
務
者
全
員
を
解
放
す
る
こ
と
が

で
き
る

(口
急
-
干
広
)
。
し
か
し
、
債
権
者
が
債
務
消
滅
の
意
思
を
も
っ
て
い
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
当
該
債
務
者
の
人
格
を
解
放

す
る
意
思
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
け
れ
ば
、
被
解
放
者
の
負
担
部
分
を
除
い
て
、
相
債
務
者
は
解
放
さ
れ
ず
い
か
ら
で
あ
る
」

(O
F
-
-聞き
Sω
コ
m
N
H

な
お
、
ロ
ム
m-
ム
は
要
式
免
除
契
約
の
阜
で
あ
る
)
。

こ
の
部
分
か
ら
、
次
の
内
容
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
が
債
務
消
滅
の
意
思
を
も
っ
て
い
た
と
い

う
特
段
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
被
免
除
者
の
負
担
部
分
の
限
度
で
し
か
相
債
務
者
は
解
放
さ
れ
な
い
と
の
考
え
を
読
み
と
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
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5見

も

L
ポ
チ
エ
が
か
よ
う
な
理
解
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
原
則
に
つ
い
て
ポ
チ
エ
自
身
は
理
由
を
示
し
て

い
な
い
。

(
9
)
こ
の
こ
と
は
、
次
の
論
旨
か
ら
い
え
る
と
考
え
る
。

古
い
ロ
オ
マ
法
で
は
、
保
証
人
が
不
訴
求
約
束
を
媛
用
で
き
る
唯

一
の
理
由
は
、
保
証
人
に
対
す
る
請
求
が
主
債
務
者
へ
反
射
し
て
し
ま
う

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
に
、
求
償
権
な
き
保
証
人
は
抗
弁
を
主
張
で
き
な
か
っ
た

(OU--
聞き
0
2
2
g
o
-
N

r
F)
。

こ
の
よ
う
に
い
っ
た
う
え
で
、
ポ
チ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
最
終
的
に
第

一
の
理
由
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
論
旨
か
ら
す
れ
ば
、
人
的
免
除
に
つ
い
て
は
求
償
権
な
き
保
証
人
に
も
援
用
を
認
め
る
の
が
ポ
チ
エ
の
理
解
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
叩
)
裏
を
返
せ
ば
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
契
約
時
期
を
異
に
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
時
期
を
異
に
す
る
こ
と
が
実
務
上

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
時
期
を
異
に
す
る
と
き
は
連
帯
債
務
が
成
立
し
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
な
の
か
。

こ
の
点
は
わ

か
ら
な
い

(
E
E
E
芦
乙
一
-Z

印
Z
N
Z
U
E
H
f
u
N
ω
H
O
N
Z
=
σ
印C
C
乙
プ
乙
ω
2
ミ
印
叶
中
古
川
)
。
一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
契
約
時
期
を

異
に
す
る
場
合
に
完
全
連
帯
が
成
立
す
る
の
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る

(ロ
号
2
0
5
F
L
N
E
Z
印
号

Z

3
問
。
ニ
C
(コ0
5
2
2
Z
2
5
ロω
百四
C
N
)
口
三
宮

戸O
P
【

]FH
2
H
∞∞司
MMH-
叶
o
z
=-
2・
〈

O
一
日
N
司E
C
m
ロ叶
Nω-u
品

品

目

白

〉

Z
U
同町巾戸

河川
WCeFN
旧

宮

-

山

N
U
∞
ロo
zw
N
司
ωム
N
E
片

品

品

舟

己

申

N
U
∞コ
O
Z
N
百戸
ω
ロの言。
一O
E
C
。-

F
N目

=
N
O
m
-
叶
N
ι
λ
0
5
2
巳
命

的

自

5
2
-
E
E
H
2

E

1
J

N
D
叶
-
E
S
E
F
5
2

己
主
5
0
0
コ
印
百
ω由
C
l
H
Z
E何
回
己

P

E

コ
m
O
H
M
-
o
N
印
)。

ト
ゥ
リ
エ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
議
論
は
ヴ
ゥ
ト

(〈
2
;
三

)

品

目

-
N
E
H
)
に
影
響
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(日
)
第
一
の
理
解
と
第
二
の
理
解
と
で
は
具
体
的
な
結
論
が
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
。
甲
乙
丙
が
順
に
連
帯
保
証
し
た

場
合
を
考
え
る
。

こ
の
場
合
に
、
第
一
の
理
解
を
と
っ
て
、
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
の
要
件
と
し
て
も
契
約
の
先
後
関
係
を
考
慮
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
最
後

に
契
約
し
た
丙
は
甲
乙

に
対
し
て
全
部
を
求
償
で
き
る
(
甲
乙
は
丙
に
求
償
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
丙
に
負
担
部
分
は
な
い
)
。
ま
た
、
乙
は
甲
に
対
し
て

全
部
を
求
償
で
き
る
。
こ
の
求
償
権
は
抗
弁
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
甲
乙
丙
の
う
ち
一
人
が
人
的
免
除
を
受
け
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

イ
甲
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合

債
権
者
は
乙
丙
に
対
し
て
請
求
し
て
も
抗
弁
に
よ
り
退
け
ら
れ
る
。
乙
丙
は
契
約
時
に
お
い
て
甲
に
全
部
を
求
償
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

ロ
乙
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合

北法47(5・64)1268
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

債
権
者
は
甲
に
対
し
て
全
部
を
請
求
で
き
る
。
甲
は
乙
へ
の
求
償
期
待
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
甲
は
弁
済
し
て
も
丙
に
求
償

で
き
な
い
。
ま
た
、
債
権
者
は
丙
に
請
求
し
て
も
抗
弁
に
よ
り
退
け
ら
れ
る
。
内
は
乙
に
全
部
を
求
償
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ハ
丙
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合

債
権
者
は
甲
乙
に
対
し
て
全
部
を
請
求
で
き
る
。
甲
乙
は
丙
へ
の
求
償
期
待
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
乙
が
弁
済
す
れ
ば
、
甲

へ
全
部
を
求
償
で
き
る
。
甲
乙
は
弁
済
し
て
も
丙
へ
求
償
で
き
な
い
。

第
一
の
理
解
で
は
こ
の
よ
う
に
な
る
。
第
二
の
理
解
を
と
っ
て
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
だ
け
に
つ
い
て
契
約
の
先
後
関
係
を
考
慮
す
る
と
ど
う
な

る
か
。
甲
乙
丙
の
聞
で
は
頭
割
に
よ
る
求
償
権
を
相
互
に
も
つ
。
そ
の
一

方
で
、
契
約
時
に
お
い
て
有
し
た
求
償
期
待
の
内
容
は
異
な
る
こ
と

に
な
る
。
甲
は
求
償
期
待
を
も
た
な
い
。
乙
は
半
分
を
甲
に
求
償
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た

(
こ
こ
で
の
期
待
と
は
、
各
保
証
人
の
契
約
時
を
恭
準
と
し
て
、

も
し
求
償
問
題
を
生
ず
れ
ば
ど
う
な
っ
た
か
を
問
う
の
で
あ
る
か
ら
、
後
行
契
約
者
の
負
判
部
分
は
先
わ
契
約
者
と
の
頭
訓
と
な
り
、
先
行
契
約
者
が
全
部
を
負
担
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
甲
乙
問
に
お
け
る
甲
の
負
拘
は
、
山
T

か
ら
み
る
と
債
務
の
全
部
に
な
る

一
方
で
、
乙
か
ら
み
る
と
債
務
の
半
分
と
な
る
が
、

こ
れ
は
求
償
期
待
だ
け
の
問
題
だ
か
ら
、
申
が
乙
に
求
償
す
る
と
き
と
乙
が
叩
へ
求
依
す
る
と
き
と
の
均
衡
を
問
う
必
姿
は
な
く
、
こ
の
占
…
で
第

一
の
理
解
を
と
る
場
合
と

考
え
方
が
異
な
る
)
。
丙
は
甲
乙
に
三
分
の
一
ず
つ
を
求
償
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
抗
弁
で
き
る
範
囲
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
結
論
を
一不
す
と
次
頁
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

(
ロ
)
競
売
や
機
除
に
さ
い
し
て
抵
当
権
者
が
配
当
金
や
機
除
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
競
売
の
手
続
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

期
日
に
競
売
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
期
日
か
ら
八
日
間
は
、

三
分
の

一
以
上
の
増
価
を
要
件
と
す
る
買
受
申
出
が
認
め
ら
れ
る

(
O
ユ
E
ロω

z
g
E
3
2
2
2
2
N
H
P
8
2
U∞
一
司
0
2含
Z
コ己目

ω)。
こ
の
申
出
な
く
ば
、

書
記
官
は
競
落
人
の
た
め
に
競
落
正
本
を
作
成
す
る
。

こ
れ
は
デ

ク
レ
の
正
本
(
宏
司
主
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
正
本
は
捺
印
官

(ω2ニ
2
乙
に
送
ら
れ
て
、
二

凹
時
間
留
め
置
か
れ
る
。
そ
の
経
過
後
に
、
捺
印
さ

れ
て
競
落
人
へ
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二

四
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
以
当
権
保
存
の
た
め
に
す
る
故
障
申
立

(0
3
2
5
5
ミ
ヨ
含

2
5号
〈
司
)
が
で
き
る

(ヲ
2
E
Z
Z
ロ
忠
印
)
。
ま
た
、
デ
ク
レ
に
よ

っ
て
掠
当
権
は
す
べ
て
消
除
さ
れ
る

(O
正
E
ω
O百
円
=
ロ
ニ
-
ム
ア

2
E号
。
口
町
ω∞

2
2
H
)
。
競
売
代
金
に
よ
る
配
当
は
、

差
押
申
立
人
と
故
障
申
立
人
に
対
し
て
先
に
行
わ

れ
る

(O
-
-
E
E
O古
内

ユ

コ

叶

ωゐ
E
HN
ω
?
0
2
E
Z

ロ
印
∞
印
。
斗
再
出
品
N
)

。

ま
た
、
機
除
手
続
は
通
常
の
競
売
手
続
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
取
得
者
が
取
得
財
産
に
つ
い
て
自
ら
差
押
を
申
立
て
る
こ

と
に
よ

北法47(5・65)1269



~~一
回岡 田己

a) 甲が人的免除を受けた場合最終的に、乙丙は1/3ずつ負担することになる。 註

aa)乙に対して先に

請求した場合 乙

乙 弁 前

ab)丙に対して先にL丙 ''1 間 求 J 占

請求した場合 同 弁 済 的+丙は1/3につき'1'へ柑できたと抗弁4 線

丙が乙に汁して求償=乙弁涜 1/3 部
分
-A{ 

b)乙が人的免除を受けた場合:最終的に、甲は2/3、丙は1/3負担することになる。 玩
: IIJ "/)1 円仁村して求償 11f

ba)甲に対して先に「
トお~~W~~?1f~;~十丙弁涜 1 /3 イ五

請求した場合 '1' 対 て 間 * 
丙に対して

bb)丙に対して先に
請求した場合 「丙山川こっき乙へ崎できたと制 下丙 弁

|牝対して師求=中州出削 |丙州に対して求償討作済 1/3I 

'1' 弁務|面
で

間

i済

求 |あ

出」る

c)丙が人的免除を受けた場合:最終的に、甲乙は1/2ずつ負担することになる。

'1'が乙に対して求償=乙弁済 1/2

ca)甲に対して先に
全ナ て 師 民 弁 1斉

L Lこ '1 に

c b)乙に対して先に
m Jミ 乙 弁 6向

請求した場合
Lが甲に対して求償=111 1f i斉 1/2

* 1 乙が弁済した1/2は、乙にとっては乙と丙の負担部分にあたる。債権者に対する関係で乙にとって
甲の負担部分とされる分を控除した残部だからである。また、乙が弁済した1/21土、丙にと っても

丙の負担部分を含むことになる。このために、乙は丙に対して求償できる。この場合に求償でき

る範囲は1/6となる。現実に求償する局面においては乙の契約時における求償期待は関係ない。こ

のために弁済した1/2から乙の負担部分1/3を控除した残部1/6を丙に求償できる。

* 2 債権者と乙との問では甲の負担部分が1/2となる。しかし、債権者と丙の問では甲の負担部分は
1/3である。このために、債権者が乙との問では甲の負担部分とされた1/2のうち1/6(J/2と1/3の

差)については、債権者は丙から回収できる。

* 3 依権者と甲の間では全部が甲の負担部分となる。Lかし、債権者と丙の問では、乙の負担部分が
1/3あることになる。甲に対して丙はこのことを王張できる。甲は債権者を代位しているからであ

る。主張できる範聞は1/6になる。甲から求償を受けた1/2のうち、丙が契約l時において自己の負

担部分として認識したのは1/3である。だから、差額の1/6については、本来なら乙へ求償すべき

分だと丙は甲に主張できるのである。

* 4 考え方は*2と同じ。債権者と丙の問では乙の負担部分は1/3になる。しかし、債権者と甲の問で
は乙の負担部分はない。このために、債権者が丙との問では乙の負担部分とされた1/3の全部につ

いて、甲から回~Jlできる 。

北法47(5・66)1270



一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

っ
て
開
始
さ
れ
る
。
第
三
取
得
者
は
取
得
代
価

(問
与
に
よ
る
取
得
で
あ
れ
ば
、
第
三
取
得
者
が
提
示
す
る
価
額
)
で
競
落
す
る
と
い
う
形
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
よ
り
高
額
の
買
受
申
出
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る

(
O
号
S
F
O
百
三
乙

2
1印一
3
0
0
n
E
E
:
目

2
l芯
こ
の
競
売
手
続
に
つ
い
て
は
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。

新
関
輝
雄
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
品
川
除
に
つ
い
て
」
民
商
六
八
巻
五
号
七

O
五
頁
)
。

本
文
で
紹
介
し
た
の
は
、
デ
ク
レ
に
対
す
る
故
障
申
立
の
慨
怠
に
よ
り
抵
当
権
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
抵
当
権
者
の
手
続
慨

怠
に
よ
っ
て
配
当
金
や
機
除
金
を
受
領
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
日
)
ポ
チ
エ
全
集
の
編
者
ピ
ユ
ネ
は
、
保
証
人
が
催
告
で
き
る
と
ポ
チ
エ
が
い
っ
て
い
る
こ
と
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
。
矛
盾
の
理
由
は
、
抵

当
物
件
の
第
三
取
得
者
と
保
証
人
の
双
方
に
検
索
抗
弁
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

(田口問

E-02〈
5
5司
N
N
N

ム

E
二

)。

紹
介
は
省
略

す
る
。ポ
チ
エ
が
訴
権
譲
波
抗
弁
に
つ
い
て
契
約
時
期
を
考
慮
し
た
こ
と
、
お
よ
び
第
三
取
得
者
と
保
証
人
の
双
方
に
検
索
抗
弁
を
認
め
た
こ
と
は
、

一
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
議
論
を
惹
起
す
る
誘
因
と
な
る
。
第
三
取
得
者
と
保
証
人
間
に
お
け
る
弁
済
者
代
位
権
の
行
使
範
囲
に
関
す
る

問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
将
来
の
剖
問
題
と
す
る
。

第
六
項

相
殺

多
数
当
事
者
関
係
に
属
す
る
場
合
ご
と
に
、
議
論
を
紹
介
す
る
。

第
一
款

連
帯
債
務
の
場
合

第

一
日

反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
と
そ
の
効
果

北法47(5・67)1271



説

ポ
チ
エ
は
抗
弁
を
認
め

る
。
そ
の
効
果
に
つ
き
次
の
よ
う
に
い
う
。
こ
の
抗
弁
は
弁
済
に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
連
帯
債
務
者
全
員
に

つ
い
て
、
債
務
が
消
滅
す
る

(O
F
--
聞き
0
2
2

N

叶子
ω
巳)。

論

第

目

相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
ー
ー
そ
の

}

凡
兄

ι附

一
，an
ヨ
ロ

一
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
お
い
て
、
相
債
務
者
は
相
殺
抗
弁
を
出
せ
る
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
ロ
オ
マ
法
文
が
あ
る
。

同

u
同
匂
戸
口
・
円

)

仏

印

-
N
a
]
F
O

コ
一
人
の
諾
約
者
が
組
合
員
で
な
い
な
ら
ば
、
要
約
者
が
一
方
の
諾
約
者
に
対
し
て
金
銭
に
つ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

他
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ

と
は
な
か
ろ
う
。
」

ポ
チ
エ
は
、
こ
の
法
文
の
結
論
を
維
持
す
る
よ
う
で
あ
る
ま
の

E
F
-
3
2
己
主
忠
一
二
Z
白

Z
門

N

D

二百ム
E
E円
ω
=σ印
D

E

こ
叶
ロ
ニ

ω
0
1
2
但
し
、

実
際
上
の
観
点
か
ら

一
定
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
。
後
述
第
三
日
参
照
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ロ
オ
マ
法
文
を
挙
げ
て
い
る
問
所
は
、
即
去一
附
的
な
観
点
か
ら
の
説
明
で
あ
る
と

位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
)
。

も
っ
と
も
、
法
文
を
反
対
解
釈
し
て
、
組
合
関
係
あ
ら
ば
相
殺
抗
弁
で
き
る
と
す
る
。
組
合
関
係
が
あ
る
た
め

に
、
諸
債
務
者
が
一
人

P
E
B
Z
o
E
)
で
あ
る
か

の
如
く
に
み
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う

(
3
E
E
Z
こ一

-Z白
戸
ニ

N
E
叶
Z
u
f
g
Z
ω

なお、

『債
務

論
』
で
も
右
の
ロ
オ
マ
法
文
を
挙
げ
て
い
る
が
、
組
合
関
係
あ
ら
ば
相
殺
抗
弁
で
き
る
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
か
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
や
一
九
世
紀
の
学
説
で
は
こ

の
占
一
を
め
ぐ
る
議
論
が
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
)
。

ポ
チ
エ
は
、
組
合
関
係
あ
る
場
合
に
相
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
で
き
る
範
囲
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
が
、
反
対
債
権
の
全
額
に
つ
い
て
相
殺

抗
弁
を
認
め
る
趣
旨
だ
と
解
さ
れ
る
。
と
い

う
の
も
、
後
に
紹
介
す
る
議
論
に
お
い
て
ポ
チ
エ
は
、
相
殺
抗
弁
を
負
担
部
分
に
限
定
し
て
い

る
け
れ
ど
も、

そ
れ
は
実
務
上
の
観
点
か
ら
相
殺
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
話
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
説
明
と
は
場
合
を
異
に
す
る
と
解

北法47(5・68)1272



さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
第
一
一一
日
参
照
)
。

ポ
チ
エ
の
説
明
を
相
殺
の
一
般
的
な
要
件
論
と
関
係
づ
け
て
み
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
相
殺
の
成
立
に
援
用
を
要
求
し
な
い
こ
と
(
法

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
相
殺
適
状
の
事
実
が
あ
れ
ば
相
殺
が
成
立
し
、
当
事
者
に
よ
る
援
用

(1
)
 

を
要
し
な
い
と
す
る
見
解
が
支
配
的
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
こ
の
点
に
つ
き
深
谷
絡
「
相
殺
の
構
造
と
機
能
H
」
名
大
法
政
論
集

一一
一一
一一一号五

一
l
六
O
頁
参
照
)
。

律
上
当
然
主
義
)
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ポ
チ
エ
も
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
こ
の
考
え
方
を
と
る

(OU--
包

5
コ
:
呂
町
ロ
オ
7

法
に
閲
す
る
ポ
チ
エ
の
理
解
に
つ
い
て
は
紹
介
を
省
く
。
そ
の
理
解
は
、

同
所
お
よ
び

E
E
5
2
a
z
-
-
Z由
同

E

N

コ
N
I
品

Z

U

H

l

N

E

「ω
一-U
印
D
Zコ
乙

ム

日

寸

百

叶

E
に
示
さ
れ
て
い
る
)
。
こ
の
点
に
関
す
る
要
件
論
は
、
先
に
紹
介
し

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

た
説
明
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
事
者
に
よ
る
援
用
を
ま
た
ず
に
相
殺
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
連
帯
債
務
者
の
一
人

に
つ
い
て
相
殺
適
状
の
事
実
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
債
務
は
消
滅
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
説

明
が
一
般
理
論
と
調
和
し
て
い
る
か
を
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

ポ
チ
エ
は
、
法
律
上
当
然
主
義
の
内
容
に
つ
い
て
い
う
。
「
相
殺
が
法
律
上
当
然
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
法
律
の
力
だ
け

に
よ
っ
て
相
殺
が
成
立
し
、
裁
判
官
に
よ
る
宣
告
や
さ
ら
に
は
当
事
者
に
よ
る
援
用
さ
え
も
要
し
な
い
こ
と
に
あ
る
」
(
O
U
一日間巳

5
:
S
F
臼包)。

こ
の
説
明
の
具
体
的
な
意
味
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。
論
点
は
四
つ
あ
る
。

第
一
に
、
訴
訟
に
お
い
て
被
告
と
な
っ
た
者
に
は
、
相
殺
抗
弁
を
出
す
義
務
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
抗
弁
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
裁
判

官
は
反
対
債
権
の
存
在
を
察
知
で
き
な
い
か
ら
、
請
求
全
部
認
容
判
決
を
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
、
抗
弁
の
目
的
は
、
相
殺

の
成
立
を
裁
判
官
に
知
ら
せ
る
こ
と
の
一
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
が
弁
済
し
て
い
た
場
合
に
、
弁
済
の
抗
弁
を
出
す
必
要
が
あ
る
こ

と
と
同
じ
だ
と
い
う

(
O
U
一括主
5
ロω
ロ
色
印
叩
己
主
す
で
に
紛
介
が
あ
る
。
深
谷
・
前
掲
名
大
法
政
論
集
三
三
号
五
八
頁
)
。

第
二
に
、
利
息
の
発
生
停
止
に
つ
い
て
次
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。
利
息
付
債
務
の
債
務
者
が
反
対
債
権
を
取
得
す
れ
ば
、
利
息
の
発
生
が

北法47(5・69)1273



説

止
む
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
不
動
産
の
売
主
が
金
銭
消
費
貸
借
債
務
を
相
続
し
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
不
動
産
売
買
の
場
合
に
は
、
不
動

践
の
引
渡
に
よ
り
、
代
金
債
務
に
つ
い
て
法
定
利
息
ま
た
は
約
定
利
息
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
〈
S
Z
ロ
N

∞ω)
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
法
律
上
当
然
主
義
の
適

きふ

ロ''''

用
が
あ
る
よ
う
な
通
常
の
相
殺
の
場
合
に
お
け
る
効
果
だ
と
い
う
。
相
殺
の
主
張
が
あ
っ
た
時
点
で
相
殺
が
成
立
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

利
息
の
発
生
が
止
む
の
は
援
用
の
日
で
あ
る
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
不
動
産
売
買
代
金
の
債
権
者
が
物
の
引
渡
と
金
銭
支
払
の
選
択
債
務

を
負
い
、
そ
の
選
択
権
が
売
買
代
金
の
債
務
者
に
あ
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(選
択
依
絡
に
つ
い
て
は
、
選
択
権
者
だ
け
が
相
殺
を
玉
栄
で
き
る
。
また、

相
殺
の
成
立
は
選
択
権
の
行
使
時
で
あ
る
。
ou
--聞き
0
2
:
m
N
U
)

。
こ
の
場
合
に
は
、
代
金
債
務
者
が
選
択
権
を
行
使
し
た
日
か
ら
利
息
の
発
生
が
止
む

と
い
、
つ

(
O
U

一回聞き
O

ロω
ロ
呂田)。

第
三
に
、
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
債
務
に
つ
い
て
支
払
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
説
明
が
あ

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
支
払
っ
た
者
が
有
す
る
の
は
、
非
債
弁
済
を
理
由
と
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
支
払
っ
た
者
が
有
し
た
反
対
債
権
の
た
め
に
担
保
物
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
順
位
を
失
う
の
か
。
ポ
チ
エ
は
場
合
を

わ
け
る
。
支
払
に
さ
い
し
て
、
反
対
債
権
の
存
在
に
つ
き
善
意
で
あ
れ
ば
、
相
殺
の
成
立
を
否
定
す
る

(例
、
支
払

っ
た
者
が
先
取
特
権
っ
き
反
対
依

権
を
相
続
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
)。

と
い
う
の
も
、
相
殺
は
両
当
事
者
に
よ
る
相
互
の
弁
済
を
法
律
が
擬
制
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

こ
の
擬
制
は
両
当
事
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
事
者
に
損
失
を
も
た
ら
し
た
り
、
錯
誤
に
引
き
込
む
よ
う
な
場
合
に
は
、

擬
制
は
成
立
し
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
支
払
っ
た
者
が
悪
意
で
あ
れ
ば
、
相
殺
の
成
立
を
否
定
で
き
な
い
と
い
う

(O
Z
S
5
2

口
町

ω
U
)

。

第
四
に
、
訴
訟
に
お
い
て
被
告
が
相
殺
抗
弁
を
出
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
方
の
債
権
に
つ
い
て
請
求
認
容
判
決
が
下
さ
れ
て
、

そ
の
判

決
が
執
行
さ
れ
た
場
合
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
非
債
弁
済
は
成
立
し
な
い

。
判
決
が
市
民
法
上
の
債
務
を
形
成

す
る
か
ら
で
あ
る
宅
芸
品
:
2
2ヨ
ま

E
Z印坦
)
。
そ
し
て
、
法
の
厳
格
さ

(
E
E円ニ
-広

ハ一E
己目。ニ
)
か
ら
い
え
ば
、
相
殺
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、

北法47(5・70)1274



相
殺
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
だ
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
衡
平
の
う
え
か
ら
い
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
原
告
の
債
権
に
つ
き
相

殺
の
効
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
被
告
の
反
対
債
権
に
つ
き
相
殺
の
効
力
が
存
続
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
だ
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
反
対
債
権
の
た
め
に
担
保
物
権
が
あ
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
反
対
債
権
に
閲
す
る
被
告
の
善
意
・
悪
意
あ
る
い
は
相
殺

抗
弁
を
主
張
立
証
す
る
さ
い
の
軽
率
さ
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
す
べ
し
と
い
う

(
O
U
--
室
5
=
:
2
0
)。

具
体
的
効
果
に
関
す
る
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
相
殺
は
当
然
に
生
ず
る
の
が
本
則
だ
と
す
る
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
関
す
る
説
明
は
、
こ
の
理
解
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
つ
い
て
本
則
か
ら
離

れ
る
理
由
は
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
説
明
は
み
あ
た
ら
な
い
(
後
述
第
三
款
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
抗
弁
の
可
否
ー
ー

そ

の

負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
抗
弁

第
三
目

ポ
チ
エ
は
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
関
し
て
理
論
的
に
は
相
債
務
者
に
よ
る
抗
弁
を
否
定
し
た
う
え
で
、
実
務
上
の
観
点
か
ら
反
対
債
権
を

も
っ
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
抗
弁
を
認
め
る
。
そ
の
さ
い
に
、
結
論
を
同
じ
く
す
る
ド
マ
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

二
人
の

説
明
を
紹
介
す
る
。

負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
理
由
と
し
て
、

ド
マ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
債
権
者
と
の
間
で
相
殺
を
な
す
べ
き
で
あ
る
よ

う
な
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
、

そ
の
支
払
を
相
債
務
者
に
強
い
る
の
は
正
義
に
適
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

も
し
相
殺
が
成
立

し
か
も
該
債
務
者
が
自
己
の
名
で
相
殺
で
き
る
の
に
無
資
力
と
な
れ
ば
、
相
債
務
者
が
弁
済
し
て
も
、
な
す
術
が
な
く
な

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
該
債
務
者
が
す
で
に
義
務
を
負
っ
て
い
な
か
っ
た
、
そ
う
で
は
な
く
と
も
正
義
に
し
た
が

っ
て
相
殺
で
き
た
は

(
2
)
 

ず
の
分
を
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
」

(傍線
福
田
)
O

そ
し
て
、
第
二
目
で
挙
げ
た
ロ
オ
マ
法
文
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
負
担

し
な
い
と
し
て
、

北法47(5・71)1275 



5見

部
分
を
超
え
て
相
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
意
味
に
解
す
べ
し
と
い
う

5
2
2
Z
1
0
5
2
5
一B
E
E
-2
2
0号。

ロ
凶
門
戸
田『
何
?

円

N

N

A叩
己

同

町

甲

山

-

』

回
(
リ
。
日
間一
コ

E
P
-
v
E
-ω
百

N
由

ω
Bム

Z
M
Z
伶
円
コ

O
E
D
(同
百

ω『
C
。
一
-
〈

ω
F
ユ
ω
ωめ
AUF
-
ω
『
円
∞
)
)
。

高命

こ
れ
に
対
し
て
、

ポ
チ
エ
は
、

ま
ず
ド
マ
の
考
え
方
を
紹
介
し
、
次
い
で
そ
れ
を
批
判
す
る
。
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
相
殺
を
主
張
で
き

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
者
は
も
は

や
負
担
部
分
に
つ
き
義
務
を
負
わ
ず
、

そ
の
た
め
に
相
債
務
者
が
弁
済
義
務
を
負
う
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
が

ド
マ
の
理
由
づ
け
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、

さ
ほ
ど
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い

。
と
い
う
の
も
、
連
帯
債
務
者
は
そ
の
相
互
間
で
は
各
自
の

負
担
部
分
に
つ
い
て
し
か
義
務
を
負
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
債
権
者
に
対
し
て
は
債
務
の
全
部
に

つ
い
て
義
務
を
負
う
。
こ
の
た
め
に
、
相
殺

抗
弁
で
き
る
の
は
、
自
分
の
反
対
債
権
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

ド

マ
の
考
え
に
立
っ
て
い
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ド
マ
の
考
え
を
と
れ
ば
、

一
誹
権
循
環
を
回
避
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
相
債
務
者
は
完
済
す
れ
ば
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
対
し
て
負
担
部
分
に
つ
き
求
償
で
き
る
。
そ

し
て
、

そ
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
、
弁
済
者
は
反
対
債
権
を
差
押
さ
え
て
、
債
権
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
考
え
れ

ば
、
実
務
上
は
ド
マ
の
説
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る

(O
U
--聞き
2

2
N叶
ム

ι

ご
こ
。

」
の
議
論
か
ら
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
ド

マ
と
ポ
チ
エ
は
結
論
を
同
じ
く
す
る
。
ま
た
、
理
由
づ
け
が
理
論
で
な
く
、
実
質
論
に
あ
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、

厳
密
に
は
同
一
で
は
な
い
。
ド
マ
は
、

一
人
が
相
殺
で
き
る
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
相
債
務
者
が
弁
済
を
強
い

ら
れ
る

こ
と
の
不
当
さ
、

お
よ
び
相
債
務
者
が
無
資
力
の
危
険
を
背
負
う
こ
と
の
不
当
さ
を
理
由
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ポ
チ
エ
は
、
訴
訟
の

手
間
を
軽
減
で
き
る
点
を
い
う
。
も
っ
と
も
、

そ
の
裏
に
は
、

ド
マ
と
同
じ
く
無
資
力
危
険
へ
の
配
慮
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

指
摘
の
第
二
点
は
、

ポ
チ
エ
に
よ
る
ド
マ
批
判
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ポ
チ
エ
は
ド
マ
を
批
判
す
る
さ
い
に
ド
マ
の
主
張
の

一
面
だ
け
を
取

り
出
し
て
、
そ
れ
が
理
論
的
に
お
か
し
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
ド
マ
の
主
張
は
、
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
相
殺
の
既
成
立
を
認
め
る

こ
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と
に
あ
る
と
紹
介
す
る
(
ド
マ
の
叙
述
の
う
ち
傍
線
部
分
が
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
)
。
そ

の
上
で
、

ド
マ
批
判
と
し
て
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は

相
債
務
者
に
と
っ
て
債
務
の
全
部
が
自
己
の
債
務
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
相
殺
主
張
者
に
つ
い
て

二
債
権
の
対
立
が
な
い
点

を
衝
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
(
ポ
チ
エ
ヤ
ド
マ
に
お
け
る
相
殺
の
相
冗
件
要
件
に
つ
き
、
深
谷
絡

「
相
殺
に
お
け
る
相
互
性
要
件
に

つ
い
て
L

西
南
法
学
論
集
二
六
巻
一
H

二

号
二
九
七
九
頁
参
照
)
。
し
か
し
、

ド
マ
の
主
張
は
理
論
的
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
無
資
力
危
険
に
配
慮
し
て

二
債
権
の
成
立
と
い

う
要
件
を
緩
く

(
相
殺
主
娯
者
に
つ
き
対
立
が
な
く
と
も
相
連
片
山
債
務
者
に
つ
き
対
立
が
あ
れ
ば
よ
い
)
理
解
し
よ
う
と
い
っ
た
に
す
ぎ
な
い

(
指
摘
の
第

一
点
参
照
)
。

そ
し
て
、
実
質
論
か
ら
要
件
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う
の
は
ポ
チ
エ
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ポ
チ
エ
が
ド
マ
の
理
由
づ
け
を
「
さ

ほ
ど
決
定
的
で
な
い

(の
Z
E
E
-
E
ロロ
-E司
B
E
E
-
z
=
2
2
E
E
E
)」

と
評
し
た
の
は
、

ド
マ
や
自
分
の
説
が
相
殺
の
理
論
か
ら
は
説
明
が
困

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

難
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か

(
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
法
過
程
で
は
、
こ
の
ド
マ
批
判
に
岩
目
し
て
い
る
。
次
章
第
三
節
第
六
項
第

一
款
第

一
回
参
照
)
。

第
二
款

保
証
の
場
合

ポ
チ
エ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

保
証
人
が
相
殺
抗
弁
を
出
す
場
合
に
は
、
自
分
が
も
っ
反
対
債
権
の
ほ
か
、
主
債
務
者
が
も
っ
反
対
債
権
に
つ
い
て
も
主
張
で
き
る
。

こ

れ
は
例
外
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
相
殺
抗
弁
は
、
両
当
事
者
間
で
対
立
す
る

こ
債
権
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
外
が
成
立

す
る
理
由
は
、
保
証
の
性
質
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
人
が
主
債
務
者
よ
り
も
重

い
債
務
を
負
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

。

こ
の
た
め
に
、

主
債
務
者
が
も
っ
抗
弁

一
般
に
つ
い
て
、
保
証
人
は
そ
れ
を
行
使
で
き
る
。
そ
し
て
、
主
債
務
者
は
、
自
分
の
反
対
債
権
で
も
っ
て
相
殺
抗

弁
を
出
せ
る
か
ら
で
あ
る

(
O
F
一宮
C
O
Z
E
2
3足
。2
E
L
F
-
-
z
m
Z
N
Z
]
m
Z
E
E
円
三
】『印
C
Z
コロニ
ωC
百叶目印)。
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説

こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
人
の
反
対
債
権
で
も
っ
て
、
主
債
務
者
が
相
殺
抗
弁
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

(O
E
--聞き

2
2
2
】)。

自命

第
三
款

小
括

|
|
|
多
数
当
事
者
関
係
に
お
け
る
法
律
上
当
然
主
義
に
つ
い
て

ポ
チ
エ
に
よ
れ
ば
、
保
証
人
が
抗
弁
で
き
る
の
は
、
主
債
務
者
が
抗
弁
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
さ
い
に
引
用
し
て
い
る
の
は
、

主
債
務
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
け
る
附
従
性
の
説
明

(OE宣
言

:ω
ゴ
そ
こ
で
は
、
弁
済
や
債
務
免
除
の
ほ
か
に
、
相
殺
に
よ

っ
て
主
債
務
が
消
滅
し
た
場
合

も
扱
わ
れ
て
い
る
)
で
は
な
く
、
主
債
務
者
が
も
っ
抗
弁
の
援
用
権
に
関
す
る
説
明

(OZ聞き
o=:ω
∞
白
)
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
主

債
務
者
に
つ
い
て
相
殺
適
状
が
あ
る
場
合
に
、
主
債
務
が
当
然
に
消
滅
す
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
法
律
上
当
然
に
相
殺
が
成
立
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と

(前
述
六
八
頁
参
照
)
と
も
平
灰
が
合
う
こ
と
に
な

る
(
も
し
保
証
の
場
合
に
附
従
性
に
よ
っ
て
主
債
務
の
消
滅
と
と
も
に
保
証
債
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
連
帝
債
務
の
場
合
に
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
債
務
と
と

も
に
相
債
務
者
の
債
務
が
消
滅
す
る
と
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
い
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
相
殺
に
関
す
る
法
律
上
当
然
主
義

(前
述
六
九
頁
)
は
、
本
稿

が
扱
う
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
字
義
通
り
の
内
容
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

一
人
に
つ
い
て
相
殺
適
状
が
あ

れ
ば
、
相
債
務
者
や
保
証
人
の
債
務
が
当
然
に
消
滅
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
保
証
と
連
帝
債
務
の
差
異
は
、
主
債
務
が
存
続
す
る
状
態
に
お
い
て
、
保
証
人
が
主
債
務
者
の
抗
弁
を
行
使
で
き
る
の

に
対
し
て
、
連

帯
債
務
に
つ
い
て
は
類
似
の
関
係
が
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
れ
ば
ポ
チ
エ
の
理
解
だ
と
い
え
る
。

(1
)
今
日
で
は
、

こ
の
見
解
は
ロ
オ
マ
法
を
誤
解
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
深
谷

・
前
掲
名
大
法
政
論
集
一
一
一
一
一
一
一
号
四
二
頁
、
お
よ
び
四
九

頁
註
(
臼
)
、
(
臼
)
、
六
四
頁
註
(
お
)
所
引
の
文
献
を
参
照
。
ま
た
、
ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
相
殺
一
般
に
つ
い
て
は
、
原
因
慶
吉
『
ロ

l
マ
法
』
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二
四
七
|
五

一
頁
、
船
田
享
二
『
ロ

l
マ
法
第
三
巻
』
五
九
七
|
六

O
八
頁
、
深
谷
・
前
掲
名
大
法
政
論
集
三
三
号
三
八

l
五
O
頁
、
同
「
相

殺
に
お
け
る
相
互
性
要
件
に
つ
い
て
」
西
南
法
学
論
集
二
六
巻
一

H
二
号
二
九
六
|
七
頁
参
照
。

(2)
文
章
を
異
に
す
る
刊
本
が
あ
り
、
傍
線
以
下
の
部
分
の
主
語
が
「
反
対
債
権
を
も
っ
者
」
で
は
な
く
、
「
相
債
務
者
」
に
な
っ
て
い
る

(5
5

百回「

P
E
-
0
2
2
2
2ヨ百
-22
品。
」ロ

0
5
2
品目
∞Nω

百
ピ

コO
Z
F
)

。
し
か
し
、
ド
マ
の
主
張
が
実
質
的
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り

も、、。

右
し第

七
項

混
同

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

「
混
同
の
効
果
は
、
混
同
を
生
じ
て
い
る
者
が
債
務
か
ら
引
離
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る

B
5
2
5
2コ『
5
5
2
:
巳

E
3
E
o
s
-
二
E
E
Bミ
E
P
ち

(1
)
 

O
F
--
宮門

5
2
2ヨ
丘
三
)」
。
そ
の
結
果
と
し
て
債
務
を
負
う
者
が
い
な
く
な
れ
ば
、
間
接
的
に
債
務
は
消
滅
す
る

(E
E
E
E
円

ω一-Z町
三

ω
Z
E

H
N
U
司

N
出品
E
N
U
H
O
二日
U
印D
F

H

門
戸
ご
乙
ムN
印百
叶
E
e
o
u
--岡山門戸
0
2
ω

口出品
ω)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
き
混
同
を
生
じ
た
場
合
の
効
果
は
、

ロ
オ
マ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
で
異
な
る
。

ロ
オ
マ
法
で
は
、
連
帯
債
務
者
相

互
聞
に
お
け
る
組
合
関
係
の
有
無
に
よ
り
区
別
さ
れ
る
。
組
合
関
係
が
あ
れ
ば
債
権
者
が
相
債
務
者
に
対
し
訴
求
で
き
る
の
は
負
担
部
分

(
司
『

0
3ユ
命
)
に
限
ら
れ
る
が
、
組
合
関
係
な
く
ば
全
額
に
つ
き
訴
求
で
き
る
弓
E
号

E
命
己

一-Z
自門
戸乙
三
ω
D
E
U
H

こ
れ
は
ロ
オ
マ
法
文
に
よ
る
。

rc-O
品目
-

H

コ
ヨ
)
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
債
権
者
が
訴
求
で
き
る
の
は
該
債
務
者
の
負
担
部
分
を
控
除
し
た
残
部
に
常
に
限
定

さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
負
担
部
分
と
は
、
相
債
務
者
の
中
に
無
資
力
者
が
お
れ
ば
、
無
資
力
者
の
負
担
部
分
に
関
す
る
分
担
分
を
含
む

(O
Z
S
5
2

ロ
オ
マ
法
が
組
合
関
係
の
有
無
で
区
別
す
る
理
由
、

お
よ
び
ロ
オ
マ

ロ
N

斗
町
内
円
安
印
阪
に
紹
介
が
あ
る
。
淡
路
剛
久

『速
洲
市
依
務
の
研
究
』
七
九
頁
参
照
)。

法
と
フ
ラ
ン
ス
法
が
異
な
る
理
由
は
、
何
れ
も
固
有
の
求
償
権
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
基
本
的
な
発
想
と
し
て
、
弁
済
者
が
取
得
す
る
は

北法41(5・75)1279



説

ず
の
求
償
権
が
混
同
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
の
は
正
当
で
な
い
た
め
に
、
相
債
務
者
が
債
権
者
H
債
務
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
の
は
そ
の
負

担
部
分
を
控
除
し
た
残
額
に
限
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
岡
有
の
求
償
権
が
常
に
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

安ふ
白岡

ロ
オ
マ
法
で
は
組
合
関
係
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
叙
上
の
よ
う
な
差
異
が
生
ず
る
と
い
う

(O
Z
長
さ
。
ロ
:
出
品
目
'
守
二
三
。

保
証
に
関
し
て
は

ロ
オ
マ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
で
差
異
は
な
い

。
主
債
務
者
に
つ
き
混
同
を
生
ず
れ
ば
保
証
債
務
も
消
滅
す
る
。
こ
れ
は
、

同
一
人
の
た
め
に
同
一
人
に
対
し
て
義
務
を
負
う
ま
た
は
委
任
者
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
保
証
人
が
義
務
を
負
つ

て
や
る
べ
き
債
務
者
が
い
な
い
、

さ
ら
に
、
主
た
る
原
因
が
存
続
し
な
け
れ
ば
こ
れ
に
従
属
す
る
も
の
も
存
続
し
な
い
と
い
っ
た
理
由
に
よ

る
(
司
自
己
m
己
目
己

一MF
ム自己門
ω
ロ
HNU
ム
D

司
N
U
H
Z
一-U
印O
E

門戸叶ロ

H
N
E
百叶印叶

-oz-四回
円

5
2
2
ω
叶由一

}ω

一
旦
ロ
目
立
ま
た
、

-uE去の戸旬。
-Fω

一-U
品
目
亡
門
戸
口

NH
官
立
印

2
--
U
印D
E

門
戸
寸
ロ
ム
印
も
参
照
)
。

こ
れ
に
対
し
、
保
証
人
に
つ
き
混
同
を
生
じ
て
も
主
債
務
者
は
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
い

(E
E
2
5
-
【

ω
一-
z
m
t
F
ω

乙
ωC
司
N
由
H
E
-
-
U
印。

門戸門戸叶ロド品
N

印司叶出品喧
O
F
一回開釦門戸
O
D
ω
D

昂品印'戸'品川己

)。

ま
た
、
担
保
物
権
の
設
定
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
権
債
務
者
間
で
混
同
を
生
ず
れ
ば
担
保
物
権
も
消
滅
す
る

(C
H
E
S
-
-2
5
E
5
2
2

2
2
8
ロ
g
-
5
3
5
Z
Z
ロ
日
∞
∞
)
。
も
っ
と
も
次
の
例
外
が
あ
る
。

日

u
白
己

-
u
ω
⑦
白
]
「
⑦
]
戸
(
印
匂
)
-

H

勺
「
・

「
質
の
負
担
っ
き
の
債
務
者
が
、
債
権
者
を
相
続
人
に
指
定
す
る

一
方
で

、
自
分
の
、
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
娘
に
相
続
財
産
を
返
戻
す
る

(
2
)
 

よ
う
に
と
債
権
者
へ
請
託
し
た
。
〔
債
権
者
は
相
続
財
産
の
資
力
が
〕
疑
わ
し
い
の
で
相
続
承
認
を
欲
し
な
か
っ
た
の
に
、
法
務
官
の
命
に

よ
り
強
制
さ
れ
て
相
続
を
承
認
し
、
〔
相
続
財
産
を
娘
に
〕

返
戻
し
た
。
〔
債
権
者
は
〕
質
の
貿
主
を
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
の
で
、
所
有
者
の

権
利
に
よ
る
質
の
占
有
に
つ
い
て
許
し
を
求
め
た
。
予
は
解
答
し
た
。
た
し
か
に
、
相
続
承
認
に
よ
り
債
務
は
混
同
し
た
。
し
か
し
、
自
然

(3
)
 

法
上
の
債
務
が
除
か
れ
て
質
も
解
か
れ
な
か
っ
た
の
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
債
権
者
兼
[
原
告
兼
]
相
続
人
が
質
物
を
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占
有
し
て
い
る
場
合
と
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
質
物
の
効
力
に
つ
き
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
占
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、

(
4
)
 

〔
債
権
者
が
〕
信
託
遺
贈
受
遣
者
か
ら
如
何
な
る
訴
権
に
よ
っ
て
も
訴
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
質
の
訴
権
は
相
続
財
産
に
属
す
る

(5) 

一
許
権
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も

〔
訴
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
〕
。
ま
た
、
〔
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
〕

十
分
に
は
返
還
を
受
け
な

か
っ
た
か
の
如
く
に
、
信
託
遺
贈
の
履
行
請
求
も
有
効
で
は
な
か
ろ
う
。
信
託
遺
贈
の
履
行
請
求

(
H
質
物
の
引
波
請
求
)
が
生
ず
れ
ば
、
そ
れ

は
質
が
全
く
介
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
質
物
を
手
に
し
て
い
て
も
、

(
6
)
 

そ
の
場
合
で
も
セ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
訴
権
が
生
じ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
金
銭
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た

(
H
被
担
保
債
権
の
弁
済
が
な
い
)
の
は
事
実
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
訴
権
が
抗
弁
に
よ
り
失
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
〔
質
物
〕
保
持
の

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

権
利
だ
け
で
な
く
、
質
の
名
義
で

〔
質
物
〕
請
求
権
さ
え
も

〔
相
続
人
に
〕
帰
属
す
る
。
ま
た
、
支
払
わ
れ
た
も
の
に
つ
き
返
還
請
求
さ
れ

る
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
質
の
た
め
に
自
然
法
上
の
債
務
が
残
っ
て
い
る

(後
略
。
ブ
ラ
ケ
y

ト
は
版
文
の
7
7
)
」。

こ
の
法
文
は
信
託
遺
贈
義
務
者
(
相
続
人
)
と
受
遺
者
聞
に
お
け
る
質
物
の
争
い
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
争
点
は
、
義
務
者
が
質
権
者
で

あ
る
た
め
に
相
続
承
認
に
よ
っ
て
債
権
債
務
の
混
同
を
生
じ
、
そ
れ
に
伴
い
質
権
も
消
滅
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
本
法
文

で
は
、
混
同
が
生
ず
る
け
れ
ど
も
債
務
は
自
然
債
務
と
し
て
残
り
、
そ
れ
を
被
担
保
債
権
と
し
て
質
権
が
存
続
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

(
7
)
 

債
権
債
務
の
混
同
が
自
然
債
務
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
や
、
自
然
債
務
を
被
担
保
債
権
と
す
る
質
権
設
定
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と

(
3
E
2
g
p
己一
-
σ
N
O
S
H

ロ
叶
司
自
己
申
ま
た
、

O
】一宮口
ω
Z
Z
Oヰ
C
2
5
2
2片
山
門

Z

N

O

ロN
印
国
ヨ
2
Z
2
5
コ
印
∞
も
参
照
)
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ポ
チ
エ
が
こ
の
法
文
の
射
程
(
特
に
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
)
を
加
何
に
理
解
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
被
担
保
債
権
の
混
同
消
滅
に
伴
、
っ

抵
当
権
の
帰
趨
を
述
べ
る
さ
い
に
、
こ
の
問
題
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る

2
3
2
Z
2
5
ロ
-g
ロ
オ
7

の
信
託
迫
糊
は
フ
ラ
ン
ス
法
で

も
信
託
的
縦
伝
処
分
(
一
ω
E
g
t
z
c
g
E
2
2
Eヨ
2
2
2
)
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

一
九
仰
紀
に
も
こ
の
間
題
は
混
同
の
解
消
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
次
章
第
三
節
第

七
項
参
照
)
。
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5見

ま
た
、
共
同
抵
当
物
件
の

一
部
を
債
権
者
が
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
当
権
に
つ
き
混
同
を
生
ず
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

ポ
チ
エ
は
、
訴

権

譲
渡
に

よ
り
求
償
で
き
る
第
三
取
得
者
が
複
数
い
て
、

そ
の
一
人
が
債
権
者
で
あ
る
場
合
に
つ
き
次
の
よ
う
に
い
う
。
取
得
の
先
後
に

よ

=-b. 
日間

り
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
抵
当
権
者
の
取
得
が
先
で
あ
れ
ば
第
三
取

得
者

に
対
し
全

額

に
つ
き
抵
当
訴
権
を
行
使
で
き
る
。
第
三
者
の
取
得

時
点
で
は
抵
当
権
者
の
取
得
財
産
上
の
抵
当
権
が
既
に
消
滅
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
き
第
三
取
得
者
が
代
位
の
期
待
を
も
つ
こ
と
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。

し
か

し、

第
三
者
の
取
得
が
先
で
あ
れ
ば
、

そ
の
者
は
一訴
権
譲
波
の
抗
弁
を
主
張
で
き
、

こ
れ
に
よ
り
被
担
保
債
権
の

一
部
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
第
三
者
の
取
得
時
に
お
い
て
他

の
物
件
上
の
抵
当
権
の

一
部
を
行
使
で
き
る
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
の

に、

抵
当
権
者
の
物
件
取
得
に
よ
っ
て
そ
の
期
待
が
害
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る

S
E
E
d
E
5
a
E
-
S
E
E
m
N
D
コ
E
e

ヱ
『
3
5
2
5
ロ
H
O
品
印
も

っ
と
も
、
該
川相
当
物
件
を
誰
か
ら
取
閉
門
し
た
か
に
よ
っ
て
区
別
し
て
お
り
、
ポ
チ
エ
の
必
明
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
将
米
の
課
題
と
す
る
)
。

(1
)
債
権
債
務
者
間
で
相
続
が
あ
っ
て
も
、
相
続
人
が
限
定
承
認
し

て
財
産
目
録
を
作
成
す
る
場
合
に
は
債
務
の
混
同
を
生
じ
な

い

(O
E
g
g
z

コ
自
己
)。

こ
の
た
め
に
、
担
保
物
権
は
消
滅
し
な
い

(E
丘
2
5
2
2

Z
町
三
ω
乙
ωω司
N由
N
o
u
--聞き
Oロ
ω
コ
ω
昇
ご
一
・
3
3
5
2
2
2
日∞∞)
。

(
2
)
本
件
で
は
、
債
務
者
が
娘
へ
の
財
産
返
戻
(
目2
5E
O)
を
請
託

(E向き
O)
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
託
遺
贈
(
口
己
2
0ヨヨ
E
E
E
)
が
成
立
し
、
相

続
人
指
定
を
受
け
た
債
権
者
が
相
続
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
効
力
を
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
信
託
遺
贈
義
務
者

(E
P
E
E
P
-
ω)

た
る
債
権
者
は
、
信
託
遺
贈
受
遺
者

(E
2
0ヨ
ヨ
5
5
5
)
た
る
娘
に
財
産
を
返
戻
す
る
債
務
を
負
う
。
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
原
因

『
ロ
ー

マ
法
』
一
二
六
六
|
七

O
頁
、
船
田

『
ロ
l
マ
法
第
四
巻
』
四
二

一
l
三

O
頁
参
照
。

(3
)
R
Z「
e

ポ
チ
エ
は
こ
の
語
が
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
。
事
案
か
ら
い
っ
て
、
信
託
遺
贈
受
泣
者
た
る
娘
が
質
物
の
返
一民
を
請
求
し
た
の

だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ク
ジ
ャ
ス
に
倣

っ
た
も
の
だ
と
い
う

3
E
号
三
百
戸

三日
U

品目=戸

ω
三

ωN
古

M
由

N
E
E
A
)。

(
4
)
白
内

2
0

百
日間
口口『
印門
戸
2
5己
町

内
円

g
e債
務
消
滅
を
理
由
と
し
て
、
質
権
設
定
者
が
質
権
者
に
対
し
て
取
得
す
る
質
物
返
還
請
求
訴
権
を
指
す
。
こ
れ

に
つ
き
、
原
因

『
ロ
1
マ
法
』
一

八
一

l
二
頁
、
船
田

『
ロ
ー

マ
法
第
四
巻
』
二
五
六
1
七
頁
参
照
。

(5)
白
円

g
Z『
E

E
コ
血
相
続
人
が
相
続
債
務
者
に
対
し
取
得
す
る
訴
権
を
指
す
場
合
と
、
相
続
債
権
者
ま
た
は
受
造
者
が
相
続
人
に
対
し
て
有
す

北法47(5・78)1282



一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

る
訴
権
を
指
す
場
合
が
あ
る

2
2
5
E
e
n
E
-
E
E
一2roロ
N

二
2
C
E
-S
号

:
E
H
E
Z
2
p
n
y
z
f
Z
2
m
e
Nω
印

〈

Z3ι
-E
J
5
参
照
)
。

こ
こ
で
は

前
者
で
あ
ろ
う

(ポ
チ
エ
も
同
旨
)。

し
か
し
、
ポ
チ
エ
は
、
「
質
の
訴
権
は
相
続
財
産
に
属
す
る
訴
権
で
は
な
い
の
で
」
と
否
定
辞

(自
己
を
補
っ

て
読
む
。
こ
れ
は
ク
ジ
ャ
ス
に
倣
っ
た
も
の
で
、
相
続
財
産
に
属
す
る
訴
権
と
は
被
相
続
人
が
死
亡
時
に
も
っ
て
い
た
訴
権
に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

質
物
返
還
請
求
権
の
要
件
た
る
弁
済
が
な
い
以
上
は
被
相
続
ふ
が
こ
れ
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る

(3
E
E
2・
z
z
z
fZ
コ】

ωN

百

N由
N20Zω
印

mH
寸
)
。

(
6
)
R
Z
D
P
2
5
E
e
質
権
者
が
第
三
質
物
占
有
者
に
対
し
質
物
の
返
還
を
求
め
る
訴
権
を
指
す
。
こ
れ
に
つ
き
、
原
因

『
ロ
l
マ
法
』
二
六
三
頁
、

船
田

『
ロ
l
マ
法
第
四
巻
』
六
七
四
|
五
頁
、
六
八
三
|
四
頁
参
照
。

(
7
)
そ
の
根
拠
と
な
る

ロ
オ
マ
法
文
は
本
法
文
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
宗
宮
市
『
U
S
Z
ヨ
日
早
巾
主
〈
号
日
宮
〉

Z

ニロ
ω
立
∞
同
『
コ
ピ
)。

し
か
し
、
混

同
に
よ
る
自
然
債
務
化
は
、
「
債
務
者
の
人
格
を
債
務
か
ら
引
離
す
」

(E

C
-
O

品
目
「
ご
百
円
)
と
の
考
え
方
と
も
平
灰
が
あ
っ
て
お
り
、
そ
れ
か

ら
い
っ
て
も
本
文
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。

第
八
項

時
効

時
効
の
効
果
は
、
債
権
者
の
訴
求
を
不
受
理
と
す
る
よ
う
な
抗
弁
を
債
務
者
に
-認
め
る
こ
と
に
あ
る

(O
Z
£
巳
5
コ
ω
22
ご
。

多
数
当
事
者
関
係
に
関
し
て
言
及
が
あ
る
の
は
、
時
効
中
断
や
時
効
利
益
の
放
棄
に
つ
い
て
で
あ
る
。
時
効
完
成
の
効
果
に
つ
い
て
言
及

が
な
い
の
は
、
中
断
に
一
体
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
債
務
者
に
よ
っ
て
時
効
期
間
が
異
な
る
場
合
を
考
慮
し
な
か
っ
た

た
め
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

時
効
中
断
の
効
力
を
も
つ
の
は
、
債
務
者
に
よ
る
債
務
承
認
お
よ
び
債
務
者
に
対
す
る
裁
判
上
の
請
求
で
あ
る

(0
5
聞き
O

コ
:
g
N
)。
連

帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
き
中
断
が
あ
れ
ば
、
全
員
に
対
す
る
関
係
で
中
断
効
を
生
ず
る
。

こ
れ
は
、
各
人
が
全
額
に
つ
い
て
の
債
務
者
で
あ

北法47(5・79)1283



説

そ
の
債
務
が
同
一
の
も
の

(5
2
2古

E
E
Z
二
ぬ
丹
主
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
(
司
自
己
2
z
f
ω
一回U
品目
E
円

N
Z
D
E
三
宮
一
-
聞
き
2
2
2寸
線
拠
と

し
て

-Een
∞
ω
坦
-
土
日
)
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
抑
制
介
が
あ
る
。
淡
路
剛
久

『迎
引
債
務
の
研
究
』
七
五

E
。
ま
た
、
主
債
務
者
に
つ
き
中
断

(2
)
 

が
あ
れ
ば
、
保
証
人
に
つ
い
て
も
中
断
効
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
が
、
保
証
契
約
の
附
従
性

(Z
S
E
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
)

(3
)
 

お
よ
び
主
債
務
と
保
証
債
務
の
単
一
性
か
ら

一
体
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
る

(
O
U
--
2
5
コ

:
S∞
)。

っ
て
、

= 
E間

時
効
利
益
放
棄
の
効
果
を
生
ず
る
の
は
、
時
効
完
成
後
の
債
務
承
認
で
あ
る

5
2
;
S叩
】
包

)
。
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
債
務
者

の
一
人
が
債
務
を
承
認
す
れ
ば
、

そ
の
者
に
限
り
承
認
の
効
果
を
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
時
効
完
成
に
よ
っ
て
不
受
理
の
抗
弁
が
成
立
し
て
お

り
、
そ
の
後
の
債
務
承
認
は
そ
の
権
利
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
放
棄
に
よ
り
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
と

い
う
。
第
三
者
と
し
て
具
体
的
に
は
、
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人

・
承
認
前
に
抵
当
物
件
を
取
得
し
た
第
三
取
得
者
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
O
司

E
円

M

U

m

一。)。

(
1
)
「
5

1
慈
悲
が
朕
に
勧
め
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
時
に
一
つ
の
同
じ
契
約
に
お
い
て
、
如
何
な
る
形
の
中
断
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
中
断
ま

た
は
債
務
承
認
に
よ
り
、
全
員
が
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
に
つ
き

一
緒
に
強
制
さ
れ
る
の
が
仁
に
適
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
債
務
者
の
単

複
を
問
わ
ず
、
ま
た
債
権
者
の
単
複
を
問
わ
ず
当
て
絞
ま
る
と
み
ら
れ
る
。
5
2
朕
の
話
が
関
係
す
る
場
合
に
は
常
に
、
他
の
者
の
債
務
承
認

ま
た
は
書
面
に
よ
る
催
告
が
、
そ
れ
と
は
別
の
債
務
者
に
不
利
益
を
与
え
、
ま
た
別
の
債
権
者
に
利
益
を
与
え
る
、
か
く
朕
は
定
め
る
0
5
3

そ
れ
ゆ
え
に
、
債
務
承
認
は
一
般
的
な
も
の
(
絶
対
効
あ
る
も
の
)
で
あ
っ
て
、
何
人
も
他
人
の
不
承
認
を
計
算
に
い
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

。

一
つ
の
契
約
が
一
つ
の
根
か
っ
一
つ
の
源
泉
か
ら
流
出
し
、
債
務
の
原
因
が
同
じ
訴
権
に
基
づ
く
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

(2
)
た
と
え
ば
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
の
パ
ル
ル
マ
ン
で
は
、
主
債
務
者
に
対
す
る
中
断
が
保
証
人
へ
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
お

5

Z
ヂ
同
町

』E
ロ

H∞
N日目。『
O
ロ

Z
E
目
R
m
-
z
v
-∞
N印
IH∞
N寸

HemN白
川

]E
阿
古
門

ωo
-∞印
ω
〈
「。
-ω
ロ

ω∞C
司
回目由

E
Z
N
参
照
)
。

(
3
)
理
由
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

主
債
務
者
に
対
す
る
訴
求
や
主
債
務
者
に
よ
る
債
務
承
認
が
あ
れ
ば
、

保
証
人
に
対
す
る
関
係
で
も
時
効
が
中
断
す
る
。
こ
れ
は
、

連
帯
債

北法47(5・80)1284



一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

務
の
場
合
と
同
じ
理
由
が
当
て
絞
ま
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
連
帯
債
務
者
に
対
す
る
債
権
が
一
個
の
同
じ
も
の
で

あ
る
の
と
同
様
に
、
保
証
人

(E
2
5
2
三

に

対
す
る
債
権
は
主
債
務
者
に
対
す
る
債
権
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
同
じ
債
権
に
つ

い
て

一
人
に
対
し
て
訴
求
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
が
債
権
を
行
使
し
な
か

っ
た
旨
の
主
張
は
通
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
反
論
が
あ

っ
て
、
主

債
務
と
保
証
債
務
と
は
別
物
だ
と
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
保
証
は
主一
債
務
に
加
わ

っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
反
論
は
当
た
ら
な

い
。

さ
ら
に
別
の
反
論
が
あ
る
。
連
帯
債
務
と
保
証
と
で
は
事
情
が
違
う
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
物
を
複
数
の
者
に
対
し
て
売
却
し
た

場
合
に
お
い
て
、
代
金
に
つ
き
諸
貫
主
が
連
帯
す
れ
ば
売
主
の
債
権
は

一
個
で
あ
っ
て
、
各
買
主
に
対
す
る
債
権
の
原
因
は
同
じ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
各
買
主
に
対
す
る
訴
権
は
購
買
訴
権

2
2
5
2
〈

E
E戸
乙
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
債
権
・
訴
権
が

一
個
で
あ
る
た
め
に
、

一
人
に
対
し
て

訴
求
す
れ
ば
そ
の
債
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
保
証
の
場
合
に
は
、
た
し
か
に
主
債
務
者
に
対
す
る
債
権
と
保
証
債
権
と

は
目
的
物
を
同
じ
く
す
る
。
こ
の
た
め
に
、

一
方
が
弁
済
す
れ
ば
他
方
も
解
放
さ
れ
る
。
し
か
し
、
目
的
物
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
別
個
の
債
権

で
あ
っ
て
、
契
約
を
異
に
し
ま
た
訴
権
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
売
買
代
金
に
つ
い
て
保
証
人
が
お
れ
ば
、
主
債
務
者

(買
主
)
に
対
す
る
債

権
は
売
買
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
の
は
購
買
訴
権
で
あ
る
。
そ

の

一
方
で
、
保
証
人
に
対
す
る
債
権
は
保
証
契
約

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
問
答
契
約
一誹
権

5
5
2
ω
E
E
一E
)を
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
債
権
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
主
債
務
者
に
対
し
て
訴

求
し
で
も
保
証
人
に
対
す
る
訴
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
債
務
者
に
対
す
る
訴
求
に
よ
っ
て
保
証
債

務
の
時
効
は
中
断
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
反
論
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
応
答
で
き
る
。
保
証
契
約
は
全
く
附
加
的
な
も
の

(5
2
2
5
ζ
E
2
2
;
22
5
主

で

あ

る
。
保
証

契
約
に
よ
っ
て
保
証
人
は
主
債
務
に
加
わ
る
に
す
ぎ
ず
、
別
段
の
債
権
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い

。
債
務
者
を
増
や
す
だ
け
な
の
で
あ
る
。

保
証
人
に
対
す
る
の
は
問
答
契
約
訴
権
だ
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
う
だ
か
ら
と

い
っ
て
債
権
が
異
な
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
問
答
契
約
は
そ

れ
自
体
が
債
権
の
権
原

(
S
E門
Z
号
η
芯

E
2
)
で
は
な
く
て
、
債
権
を
確
実
に
す
る
も
の
で
あ
る

(
O
U
--
空
5
5
コ

m
Z
述
初
債
務
の
場
介
に
も
依
務
の

単
一
性
を
理
由
に

一
体
型
絶
対
効
を
認
め
る
。

ou一回聞き。コ
ω

2

N
叶

N

丘
町
田
ご
。
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説

第
九
項

ポ
チ
エ
の
連
帯
債
務
論

北法47(5・82)1286

論

ポ
チ
エ
の
議
論
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
債
務
の
性
質
論
と
諸
事
由
の
効
力
に
わ
け
で
、

ま
と
め
て
お
く
。

1 

債
務
の
性
質
論

連
帯
債
務
や
保
証
債
務
の
性
質
論
に
つ
い
て
は
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、

ポ
チ
エ
は
連
帯
債
務
や
保
証
が
単
一
だ
と
い
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
債
務
の
単
一
性
を
指
す
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
中
身
に
つ

い
て
は
分
析
し
き
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
債
務
の
単
一
性
と
は
、
債
務
原
因
な
い
し
債
権
の
権
原
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
(
前
述
二
六
l

八
頁
)
。

第
二
に
、
主
債
務
者
が
弁
済
し
た
り
更
改
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
保
証
人
の
解
放
を
附
従
性
か
ら
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
具
体
的
内

容
を
み
る
と
、

附
従
性
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
結
論
を
説
明
で
き
る
。
主
債
務
と
保
証
債
務
と
は

一
つ
の
債
務
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
附
従
性
が
機
能
す
る
局
面
は
、
主
債
務
者
が
人
的
免
除
を
受
け
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
保
証
人
の
解
放
を
説

明
す
る
さ
い
に
、
訴
権
譲
渡
抗
弁
さ
れ
は
連
帯
債
務
で
も
同
じ
で
あ
る
)
と
附
従
性
の
二
つ
を
理
由
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
主
な
理
由
づ
け

は
附
従
性
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
連
帯
債
務
と
異
な
り
保
証
の
場
合
に
は
、
保
証
人
に
求
償
権
が
な
く
と
も
(
例
、
贈
与
の
た
め
の
保
証
)
解

放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
債
務
消
滅
の
局
面
に
お
け
る
阿
従
性
が
真
に
機
能
す
る
の
は
、
こ
の
場
合
で
あ
る
。

2 

各
種
債
務
消
滅
事
由
の
効
力

ポ
チ
エ
が
、
各
事
由
の
効
力
を
考
え
る
さ
い
に
用
い
た
理
由
は
大
き
く
四
つ
に
わ
か
れ
る
。



①
連
帯
債
務
者
ま
た
は
主
債
務
者
も
し
く
は
保
証
人

(
E
2
2乙
が
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
相
連
帯
債
務
者
ま
た
は
保
証
人

(E
2
5
5
)

も
し
く
は
主
債
務
者
の
債
務
が
消
滅
す
る
と
し
て
、

そ
の
理
由
は
債
務
の
単

一
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
供
託
・
更
改
・
要
式
免
除

契
約

・
物
的
免
除

・
既
援
用
相
殺
は
弁
済
と
効
力
が
同
じ
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
結
局
は
債
務
の
単
一
性
が
理
由
だ

と
い
え
る

(
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
詳
し
い
説
明
が
な
い
か
ら
、
検
討
対
象
か
ら
省
く
)
。

債
務
単
一
性
が
相
連
帯
債
務
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
場

逆
に

合
と
し
て
、
時
効
中
断
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
本
稿
で
は
紛
介
を
中
引
い
た
が
、
過
貨
や
遅
滞
あ
る
場
合
の
後
発
的
印
刷
行
不
能
も
同
じ
で
あ
る
。
前
述
二
六
頁
参
照
)
。

②
主
債
務
者
に
つ
き
時
効
が
中
断
し
た
場
合
に
、
保
証
人
へ
そ
の
効
果
が
及
ぶ
理
由
は
、
保
証
の
附
従
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
理

由
も
、
保
証
人
に

と

っ
て
の
有
利

・
不
利
を
問
わ
ず
用

い
ら
れ
、
弁
済
・
人
的
免
除

・
混
同
に
つ
き
附
従
性
か
ら
の
理
由
づ
け
が
示
さ
れ
た

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

」
の
理
由
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
)
。

③
一
体
型
絶
対
効
事
由
の
う
ち
未
援
用
相
殺
(
保
証
の
場
合
お
よ
び
迎
刊
債
務
で
あ
れ
ば
組
A
H
関
係
あ
る
安
心
に
つ
い
て
は
、
①
②
と
事
情
が
異
な
る
。

保
証
人
は
主
債
務
者
の
抗
弁
を
自
分
も
主
張
で
き
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
②
と
異
な
る
の
は
、
存
続
に
関
す
る
附
従
性
で
は
な
く
、

内
容
に
関
す
る
附
従
性
が
問
題
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
、

お
よ
び
保
証
債
務
と
主
債
務
の
単

一
性
で
は
代
替
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
組

合
関
係
あ
る
連
帯
債
務
者
の
場
合
に
は
、
諸
債
務
者
が

一
人
と
み
ら
れ
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
債
務
者
相
互
間
の
緊
密
な
関
係
に

着
目
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

④
負
担
部
分
型
絶
対
効
ま
た
は
相
対
効
の
事
由
に
つ
い
て
は
、
求
償
問
題
が
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
者
に
つ
き
混
同
を
生
じ

た
場
合
に
は
人
格
が
引
き
離
さ
れ
る
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
と
求
償
関
係
の
有
無
と
が
負
担
部
分
型
絶
対
効

一
フ
ラ
ン
ス
さ

ま
た
は
相
対
効

(ロ

オ
マ
法
)
の
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
連
帯
債
務
者
に
対
す
る
人
的
免
除
に
引
き
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
求
償
関
係
へ

の
配
慮
と
い
う
点
で
は
、
連
帯
債
務
者
に
関
す
る
不
訴
求
約
束

・
未
援
用
相
殺
(
組
九
日
関
係
な
き
坊
さ
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
(
連
情
債
務
者

に
対
す
る
不
訴
求
約
束
に
つ
い
て
も
同
じ
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
効
果
が
れ
仰
い
部
分
刷
工
絶
対
川
初
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
)
O

さ
ら
に
、
主
債
務
者
に
対
す
る
不

北法47(5・83)1287



説

訴
求
約
束
に
つ
い
て
も
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
。

自命

①
③
お
よ
び
④
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

①
の
諸
事
由
に
つ
い
て
は
、
弁
済
と
の
類
似
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
債
権
を
満
足
す
る
か
と
い

っ
た
点
は
考
慮
さ
れ

て

い
な
い

。
要
式
免
除
契
約
や
物
的
免
除
も
弁
済
と
効
果
が
同
じ
だ
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
類
似
性
を
い
う
さ
い
に
、

ポ
チ
エ
は
ど
こ
に
着
一
目
し
た
の
か
。
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い

(ポチ

エ
と
附
じ
く
ロ
オ
マ
法
を
法
源
と
し
た
学
説
、
特

に
ド
イ
y
普
通
法
と
の
対
比
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
将
米
の
課
題
と
す
る
。
た
だ
、
航
測
に
す
ぎ
な
い
け
れ
と
も
、
ロ
オ
マ
法
に
お
い
て
吏
改
や
要
式
免
除
契
約

が
問
答
契
約
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
。
本
稿
で
確
認
し
た
い
の
は
、

一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
事
由
が

そ
の
事
由
の
性
質

に
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
③
の
未
援
用
相
殺
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
り
、
債
務
者
相
互
間
の
緊
密
な
関

係
が
一
体
型
絶
対
効
の
理
由
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

負
担
部
分
型
絶
対
効
に
関
す
る
④
の
諸
事
由
に
つ
い
て
は
、
求
償
関
係
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ

で
の
考
え
方
は
、
該
事
由
の
性
質
か

ら
す
る
と
相
対
効
と
な
る
は
ず
だ
が
、
求
償
関
係
を
考
え
て
負
担
部
分
担
絶
対
効
と
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

相
債
務
者
は
、
債
権
者
や
該
事
由
を
生
じ
た
債
務
者
の
無
資
力
危
険
を
免
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
機
能
と
し
て
は
同
じ
だ
と
い
え
る
が
、
細
か
な
点
で
説
明
の
仕
方
が
異
な
る
。
そ
れ
は
、
求
償
関
係
を
考
慮
す
る
さ
い
に
、

着
目
し
た
の
が
固
有
の
求
償
権
で
あ
る
か
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権

{
弁
済
者
代
位
)
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

不
訴
求
約
束
・
相

殺
抗
弁
・
混
同
に
関
し
て
は
固
有
の
求
償
権
に
着
目
す
る

一
方
で
、
人
的
免
除
に
関
し
て
は
訴
権
譲
渡
に
よ
る
求
償
権
に
着
目
し
、
訴
権
譲

波
抗
弁
(
日
本
法
で
い
う
担
保
保
存
義
務
造
反
抗
弁
。
五
O
凶
条
)

の
構
成
を
と

っ
て
る
。
も
っ
と
も
、

ポ
チ
エ
が
考
え
る
訴
権
譲
渡
抗
弁
は
、

日
本
の

も
の
と
同
じ
で
は
な
い

(共
同
保
証
の
場
介
に
契
約
時
期
を
宅
崩
す
る
。
こ
の
民
同
に

つ
い
て
は
、

一
九
叶
一
紀
フ
ラ
ン

ス
法
を
介
し
て
旧
民
法
に
円
抑
制
甘
を
与
え
て
い
る
が
、
求

北法47(5・84)1288



償
問
題
と
も
関
係
し
て
お
り
詳
細
は
将
来
の
諜
題
と
し
て
お
く
。
似
し
、
若
1
1

は
次
卒
第
三
節
第
五
項
で
吸
う
)
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
固
有
の
求
償
関
係
を
考
慮
す

る
場
合
と
は
効
果
が
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る

(前
述
第
五
項
第
四
款
第
三
日
2
b
参
出
。

以
上
を
要
す
る
に
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
果
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
事
由
の
効
力
論
や
求
償
関
係
へ
の
考
慮
が
そ
の
効
果
を
左
右
し
て
お
り
、

連
帯
債
務
の
性
質
論
が
効
果
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
は
殆
ど
な
い

。
そ
れ
は
、
組
合
関
係
あ
る
場
合
に
お
け
る
相
殺
抗
弁
だ
け
で
あ
り
、

し
か
も
、

そ
の
議
論
は
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
な
い

(前
述
六
九
頁
参
照
)
。

3 

そ
の
他
の
問
題

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(1)

各
事
由
に
は
固
有
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
訴
求
約
束
や
免
除
に
つ
い
て
は
、
約
束
・
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
が
問
題
に

な
る
。
ま
た
、
相
殺
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
相
殺
の
成
立
に
関
す
る
法
律
上
当
然
主
義
が
関
係
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
本
稿
の
主
題
と
は

無
関
係
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
債
務
消
滅
事
由
の
効
果
を
規
定
す
る
諸
要
因
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
約
束

・
合
意
の
相

対
効
原
則
は
不
訴
求
約
束
や
免
除
の
効
果
を
理
論
構
成
す
る
さ
い
に
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
相
対
効
原
則
は
特
定
の
価

値
判
断
(
第
三
者
に
利
紙
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
)
に
基
づ
い
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
不
訴
求
約
束
や
免
除
の
局
面
で
は
、

む
し
ろ
そ
の
価
値
判

断
を
否
定
す
る
方
向
で
議
論
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
相
殺
に
つ
い
て
は
、
多
数
当
事
者
関
係
に
お
い
て
法
律
上
当
然
主
義

が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
相
対
効
原
則
や
法
律
上
当
然
主
義
に
つ
き
第
五
項
・
第
六
項
で
詳
し
く
述
べ
た
の
は
、

そ
れ
ら
が
本
稿
に
と
っ
て

は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
い
い
た
か
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
の
紹
介
に
移
る
。
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説壬ム
問問

斗

1
コし

肌刊
号
ロ

※
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
へ
提
出
し
た
学
位
論
文
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
平
成
八
年
八
月
一
九
日
に
脱
稿
後
ド
イ
ツ
に
て
研
修
中
の
た
め
、
校
正
等
で
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

ん
が
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
(
二

月
二
凶
日
於
ボ
ン
)
O

あ
え
て
お
名
前
は
挙
げ
ま
せ
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